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川上まつ子 1976 年8 月6 日録音 
Ⅰ 私はおじいさんに 育てられて、 お 
じいさんと一緒に 暮らしていました 
が、 
2 おじいさんは 私をがぶって 、 川や 
山に行き、達者なときは 山の奥まで 
行って 、 鹿でも能でもとって 来ました。 
3 私は何を食べたい、 何がほしいと 
  思わず、 満ち足りていました。 それほ 
どおじいさんは 働き者でした。 けれと， 
も夜も最も歌を 歌いながら、 
4  何をするときもいつも 歌を歌いな 
がら、 私をおぶって 働いていたのです 
が、 それを私は歌を 歌っているのだと 
思っていましたが、 
5 大きくなって 聞いたところでは、 
泣いてばかりいたのでした。 何を泣い 
ていたのかはわかりませんでしたが、 
泣いてばかり い て、 泣きながら、 川の 
岸近くの浅 い 所で、 小さい網で小魚を 
とることを私に 教えてくれました。 
6  に ういうふう に小魚、 とりをするも 
のなんだよ。 お前もこのようにするん 
だよ。 
7  それから、 とった小魚は、 こうい 
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l  a=kore ㎏sj    アコロ エカシ ー 直訳すると ( 私のおじいさんが 私を育てて私たちは 
暮らしていた )o r ㏄ pa レシパ は複数形。 一人が一人を 育てることを 言うのに、 これま 
での昔話の用例では、 特殊な場合を 除き、 単数形Ⅰ は uレスが使われていた。 
2-l ド torp を㎏・   iwororp ユ Qペ トル ペ カ ーイウオ ロルペ カ ㎡㎏は動き回る 範囲の 
あ る場所を示す。 (    で(     する ) 、 …を ( 歩くなり >o iwor イウォ ノ 山の中 ) は、 基本的 
には尾根と尾根の 間の広い谷間 (たたあ い ) を指すらしいが ，山奥のそういうところは 神 
の 住む地であ り、 熊 獄や 鹿 脱力 普う われたという。 「Ⅲで」「山で」「山の 中 / 山奥で」とは、 単
に場所を言うだけではなく、 川では魚をとり、 山ではおそらく 採集やたきぎとりをし 
山奥の猟場では 狩猟をしたわけであ る。 
2 イ iyepa ィィヱ バい モ pa ものごと・に 届く ] 。 iyeparu 伍 e町田 鎮e ィィヱバヒネア ナ
クネ を語り手のまつ 子さん (以下、 ( 語り手 KM Ⅰと略記する )は( 達者なときは ) と訳した。 
[ バ 辞典」 : 「んヰ Abk.To0 虔がめ 肱」 
2 づ rawke 抽 pa ラウケトゥバ ㏄ wnarru 皿エ アウナ ルラ <( 熊や鹿 ) をとってくる ) と 言 い か 
けてから言い 換えたのであ ろう。 ( 出掛けて行って     の仕事をする ) または (( 生活の粧 ( か 
て ) など ) をかせぐために 働く >0 「民話 (D) 」 ESR には rawk まf「 upa ラウケトゥパ が、 102 には 
e 埋打 Ⅰwke 抽pa エ ヤイラク ケトゥバ が使われており、 (語り手 KM Ⅰは ( 働く ) と訳してい 
る。 いずれも、 他動詞で、 不定人称の人称接辞 a,が 接顕 しているが、 目的語は名言さ 
れていない。 ( 福浦 5) ら、 昔の話者の言葉には、 接頭辞 i,( ものごとを ) のついた 
ぬ wke 抽pa ノ ラ ウケトゥバ ( 仕事をする ) が出ており、 現代の (職業 ) を言うのにも 使われ 
ていた。 す 民話 (1)85@ り ,102
4  pat 甘くパテ ク (    ばかり ) は、 この場合、 ( いつも    する >0 
5  ponyakor ホンャ コ "  甲 on-ya-kor 小さい・ 網・を持つ ] 「y の前で n は y になる」 
という音素交替規則を (語り手 KM) は持っていない。 ポイ ヤ でなく ホ ン ヤと 発音してい 
る。 
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1@0@ kemapase=an@ wa@ apkas 
eaykap=an@yakun@orowano/@e=kor 
又 ina  rataskep  mu Ⅱ rataskep  Ⅱ par
e=eoykipne Ⅰ uwenena   
]l  tap  nさ notap  n妊 nokinaka 
a Ⅰka Ⅰ penena,(ta)ta ㎝ l1こⅠⅠ asomo 
a,ep  ne,(tap)taok ゑ kinaa=ep  ne 
wa,a=satsatu  hika  taa  nさ no  taa 
n さno  a,karpenena" 
]2  sekorpatek  i,epakasnu  kor, 
a,tur ゑ kane  wa  iwor  or p さ ka 
汝 Ⅱ㎝Ⅰ peto て p さ ka 汝Ⅱ aIlko て乱 Ⅱa 且
penea)met 酊le  (a)a 。 kop6r0. 
Ⅰ 3  poro  matkacia=nehiorano, 
a,korekasikemapase  wa  kas
eaykap@hi@orano@sinen@a=ne@wa, 
a,unihipiskanip さ kaneyakka, 
sir ， mata@ kor/@ sir-sat@ kor/
kinakar=an ・ 
ぅふう に、 こういうふうにして、 大き 
いのは腹 をさいて、 天井の板の上にの 
せたり火棚の 上にのせたりして 干す、 
8  小さいのは串に 刺して焼いて、 た
めておけば、 冬になったら、 野草のま 
ぜ 煮 と一緒に煮て、 食べられるんだ 
よ。 お前もそういうふ う にするんだ 
よ。 
9  お前は女だから、 男のする狩猟は 
どうしようもないから、 
「 0 私が足腰力男 輯 つて歩けなくなった 
ら、 お前の野草のまぜ 煮を食べさせて 
養ってくれるんだよ。 
11 こういうふうに、 こういうふうに 
野草もとるんだよ。 この草は食べられ 
ない。 これらの草は 食べられる。 干す 
のもこういうふ う に、 こうい う ふうに 
するんだよ」 
12  と、 いつも私に教えてくれまし 
た 。 私は教わりながらおじいさんと 一
緒 に山の中や川のところでいろいろ し 
て 暮らしていました。 そうしていて、 
もう大きくなりました 0 
13  大きくなってから、 おじいさんが 
足腰 力潮局 って歩けなくなってからは、 
私一人で、 家の周囲などで、 冬になる 
と、      (?) 、 野草とりをしました 0 
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7-l par ㎏ o 血 ㎎ パルカオ マレ 甲肛 - ㎏天井空間の 下端・の上 ]p 酊 パラは ( 口) と同語 
であ ろうか。 昔のむ se< 家 )には天井板は 張ってないが、 壁と屋根との 境目の桁から 桁 
へ、 横の梁から横の 梁へ、 通常二本ずつ、 ホが渡してあ り ( その縦のものを parp ㏄㎡ パ 
ルベシニ または p 荻 ㎎ドパルスペ 雌 ] といい、 この語に p打が含まれている ) 、 その渡し 
木 ( 通常は横木 ) の上、 またはその上にまた 細い木を渡して 棚にしてあ るものの上を 
p 打 ㎏ パルカ という。 ( ペナコリ UT): 「魚は hoo 「 Hka ぶ ra 西山 e 柁ホ リカシラ チトケレ < 上 
から下げる ) 、 p 肛 @kawa 向ほ化 ㏄ e, ㌦ カワラチトケレ した」。 つまり、 横木の上に渡し 
た木にかけておいて 干した。 (千歳 SN) : 「いろりの上の 横木の上にまた 木を置いて棚 
にして、 その上に小魚を 束ねて置いて 干すようになっていた。 こぼれてくるようなもの 
を載せるのには、 ap ㎡ 妬 アプトキという 實( す ) を編んで載せて、 その上に上げる」。 
7 り t 血は㎏ oma 正 トウナ カオ マレ ( 火棚 ( いろりの上の 物干し 棚) の上に載せる ) 。 ( 千 
歳 SN) : 「置くものに 何か 、 細かいものがあ る時は 、 伍 na ト ウナに apu 化エアプトキを 
置く」、 「 棚 みたいなところに、 aputki アプトキを載せて、 その上に何か 干そうと 居 、 うも 
のを上げる」。 (福浦 S) の言葉では、 aput 照 アプトキは、 もつと上の、 天井のほうの 物 
干し棒の上 (p 肛ぬ パル朋に置いたり、 一般にものを 干すのに使ったりするもので、 火棚 
の上に細かいものを 載せて干すために 置く 俺 ( す ) は千田山ぬ iイサトケキ ( 物干し貫 ) と 言 
つ O 
8 klnla 亜仮 skepm ℡Ⅰぬも 笛 kep キナラタシケ プムシ ラタシケ プ油旧 キナも m Ⅲ l ムン 
も ( 草 ) だが、 独立して使うと、 kna キナは ( 食用や薬用や 毒になる 草、 畑のじゃまな 
草 ) 、 m 皿 Ⅰ ムン は ( 関係のない、 そこらに生えている 草) 、 また ( ごみ ) も。 日常 k ㎞ a 
rat ㎎ R 甲 キナラタシケ プ ( 野卑野菜の混ぜ 煮 ) ということを、 このように対句にして 言う 
のは、 伝承文学の言い 方らしい。 ( 千歳 SN): 昔は p Ⅱ 鎮田プクサく キトピロ 二 ギョウジャ 
ニンニク ) の葉や ohawk ㎞ a オ ハウキサイ ィ チリンソウ ) の葉や s 化 e 中 e シケ ルペ (. ンコロ の 
実 ) などを、 いまはジャガ イ モやカボチャや 豆などを煮る。 魚があ れば魚を、 肉があ れば 
肉を入れる。 だからおいしい。 昔は冬になる 前にたくさん 採って干しておき、 冬になっ 
たらこのような 混ぜ煮を作って 食べた」。 kosupa コスパ は 、 [k ひsupa. ‥と一緒に 者
る ] 。 
g  enenehi ㎏ ねュ血 ヱネ ネ ヒカイサム ( どうしょうもない >0 狩猟は男の仕事とさ 
れており、 女はすることはできなかった。 
l2  patek パテ ク ( ばかり ) 二( いつも - する ) 。 「だけ」という 意味ではない。 
1 ㌔ ll Poroma 化 るⅠポロ マ トカチ ( 大きい少女 >0 十二、 三歳から十六、 セ歳 ぐらいの、 
まだ大人になりきらない、 しかし大人の 仕事がなんとかできるくらいになった 少女。 だ 
いたい初潮年余くらいにあ たるが、 初潮と直接の 関係はない。 男の子なら poDoheka ヒ 
ポロ ヘカチ 。 ロ 民話 (1)8 
1 ㌔ 2 ke 血apase ケマパセ Ⅸ e 血汁 p ぬ e 足 ・ 重 Ⅱ 年 とって足腰が 弱って歩けなくなるこ 
とを言う。 
1 ㌔ 13 sir-ma 仮 kor シリマ タコ 。 ( 冬になると ) 。 日本語なら ぱ 「秋になると」とか「冬が 近 
づくと」とか 言いたいところ。 (福満 W) によれば、 mata マタ は真冬、 ㎝ 煕 ㏄チュッ ケ 
シ ( 秋の終わり ) は12 月ごろ。 言いまちがいか ?す 次の注 
13 Ⅱ si はatkor シリ サ トコロ < 乾いたときには ) では唐突であ る。 s 廿モ扶 kor シリ サク コロ 
優になると ) の言いまち力斗， か 。 あ るの 瑚 語り手 KM) の言葉で「 夏 」を 田たサトと 言うのか。 
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Ⅰ g  cise  oka て王 ㎡ iki 耳 a二 ka Ⅱ wa,ni 
ne@yakka@somo@pus@noyne@oka 
pirka(kayk,e)satcik ㎝ U  a=num 汰e 
wa,  a=rura  wa  cise  okari  il<ir 王 
a=kar ， 
20@ sir-mata@ p kno@ somo 
soyne=an@no@oka=an@yakka ， nep 
a 二esir そ ap  somo  に kl れれ neik,an 
korpatek  ( 百n=aIlpene)oka=aIlpe 
ne  aWe  sineanta  a,koて ekasiene 
hawe ㎝lhi, 
14  食用の草をおじいさんが 教えてく 
れましたので、 私はとって干しまし 
た。 野草干しをしました。 
15  それから川の 岸近くの浅いところ 
で、 小さい網で 刀 、 ゑ 、 とりをすると、 と
てもたくさん 不在がいるので、 たくさ 
んとって来ると、 おじいさんは 泣いて 
喜びました。 
16  おじいさんのそぱに 置くと、 おじ 
いさんは、 はらかたをとって 事に刺し 
て焼いたり、 腹 をさいて火棚の 上にの 
せて干したり、 いろいろして、 
17  それらのものがきれいに よ く乾く 
と、 私は束ねて天井の 棚の上にのせま 
した。 
18  冬になったとき、 冬 じゅうお 以治 ん 
と一緒に食べるものに 困らないよう 
に、 私はいろいろ 野草や魚、 などを集 
め、 
19  家のまわりにたきぎを 積んで、 た 
きぎも、 はねそうもない、 よい乾いた 
木を選んで、 運んで来て 、 家のまわり 
に積みました。 
20 冬になるまで 外へ出ないでいても 
何も困ることがないように、 というこ 
とをいつも気づかって 用意するように 
していましたが、 あ るとき、 おじいさ 
んがこう言いました。 
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l5 ponyakor ホンャ コ ロ 。 ・ 下 5 
16-1 杣yek 沖 トゥイ ユ カラ [ 抽y い Qr 悔 ) の腹 ・に何かする (他動詞形成 )](( 魚の ) はら 
ね たをとる )0 
16-2 imla ㎡ t イマニト Ⅱ -mla- ㎡t ものを・焼く・ 棒m( 焼き串 >0 木を細く裂き、 先をとがら 
せて作る。 魚は縦に刺す。 これをいろりの 灰の中に立てて 魚を焼く。 
16-33 nennen ネンネン n 色 Ⅲ n 血lLlnl ネタ ン ネウン の縮まった 形 。 ( いろいろ >0 
17  park ゑ パル力 向Ⅰ 1 
2 帖 1 slr-ma ね pⅠ Kno シリマ タ バク / ( 冬になるまで ) 。 slr-pa 叫簿 rp証 ㎝ 0 シリパイカラパ ク 
/( 春になるまで ) と言うべきところではないだろうか。 
2 匹 2 patek パテ ク ( ばかり ) Ⅰ( いつも・‥する ) 。 直訳すると (. ‥してばかりいた )二( いつ 
も．‥していた >0
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21@ "sinen@e=ne@wa@ Ⅲ C oko@e=ne 
wa@sinen@e=ne ， iwor@or@peka@pet@or 
p さ ka  e,apkas,a=e 。 さ potara  kusu, 
pon@kuwa@(ae)@a=e=k6emsu@kusu 
a=kar@ruwe@ne@na,@e=kor@kane@wa 
(m)  e=apkas   
22@ nep@e=kar@yakka@somo@e=opici 
no,@ e=ani@ kane@ =niske@yakka 
e=tekehe@ta@e=kor@kuwa@e=ani@kane 
kina@e=kar@yakka@nep@e=kar@yakka, 




kuwa@ kar@ hine@ a=kor@ ekasi 
i=emsuka,@ pe@ ne@ kusu@ne@ pon 
kuwa  =korkanewakim  p さ ka
iki=an ・ 
24@ "kina@rataskep@ ㎝℡ n@rataskep, 
okkayo@ta@a=ne@yakne,@sine@pon 
戸人 henea,osko ㎡ wa,a,korekasi 
onneetoktaa=<erep,/ 
25@ sekor@ yaynu=an@ hikeka 
menoko@a=ne@p@ne@kusu@ene@a=ye 
hi@ka@isam   
26@ kina@ patek@ ceppo@ patek 
a=ein6nikor@wa,@ne@wa@an@pe@ne 
yakkakironnuno,cep  neyakka 
a,supakor,I ⅡⅡ nihi はⅠ on)i Ⅰ onne 
noyne  an  pirka  uske  (a) 
a,kas 丘 p,enum 上 ewaa,korekasi 
21  「お双一人で、 女のお前が一人 
で、 山の中や川端 (かわばた) を歩く 、
私はそれが心配なので、 小さな 杖 ( つ 
え ) をお前に持たせるために 作ったか 
ら、 持って歩きなさい。 
四 何をするときも、 手からはなさな 
いで持って歩きなさい、 たきぎを背 
負っても、 手にお前の杖を 持っていな 
さい、 野草をとるときでも、 何をする 
ときでも、 いつも持って 歩けば、 お守 
りになるのだから」 
23  と言いながら、 おじいさんは 赤い 
小さい杖を作って 私に持たせてくれま 
した。 それで私はその 小さい杖を持つ 
て、 山仕事をしました。 
24  「野草のまぜ 煮、 私が男だったら 
なあ 、 そ う すれば、 小さな 鹿 一頭でも 
つかまえて、 おじ い さんに、 死ぬ前に 
食べさせてあ げるのに」 
25  と思いますけれども、 私は女です 
から、 しかたがあ りません。 
26  野草や小魚ばかりたくさんとって 
きて、 そういうものでも、 おなかが 
いっぱいになる よ うに、 魚なども煮た
ときは、 身の厚のようなよいところ 
を、 しゃくしで選んで、 おじいさんに 
あ げました。 
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21-l s㎞ en 臼 ne シネ ヌ ェネ s 下錐 ) 臼 newa シネ ヌ ェネ ロと 同じ。 ( 福満 W, S@ はあ とに 
wa ワを 置いていたが、 ぐ 語り手 KM@ は、 wa ワ をつけない形をたびたび 使っている。 
り @40,53.1 ㏄ M193 
21-2 aま %ko 億Ⅱ㎝アエコヱム ス ‥． em れ叩 エム ス のようにも聞こえるが、 語り手によれ ば
… emsu ヱム ス 。 語 構成も正確な 意味も不明。 &語り手 KM@ : 応㏄ msu コエ ムス ( あずけ 
る >( 二< 持たせる ))0 23 にはems Ⅲ 簿エムスカ (     に持たせる ) が出ている。 
23 1=emsuka イイ ヱムスカ 発音は iyemsl,lk 臼イイエ ムス カ だが、 ほとんど iy 口ロ びぬイ 
イエ ム スカ のように聞こえる。 su の u が 抽声 化の結果脱落し、 その代わりに 直前の m
のあ とに u が入ったのであ ろう。 ems Ⅲ 綿エ ム スカ が 21 のⅡ㏄ msu コ エム ス とどう違う 
のか不明。 
ぬ H Ⅱ arat 麓 kepmunlrat ㏄Ⅰ・ ep キナラタシケ フムシ ラタシケ ブ ( 野草のまぜ者 ) 。 この 
あ とに「ばかり 食べさせて、 気の毒に」とか、 「ばかりでなく」とかいった 言葉が潮待され 
るが出ていない。 言いかけて言い 直したような 言い方でもなく、 すぐにい ま ayota ‥  
オッカ ョタ ．‥が続いている。 なお、 この ぬタ は (    だったらなあ ) のような願望の 助詞 
であ る。 
2 包 1 %napatekceppopalek キナパテクチェッ ポ パテク 直訳すると ( 野草ばかり小角ば 
かり ) 。 対句になっている。 アイヌ語で「 ( 野草 ) や ( 不在 ) ばかり」ということを 言 うと 、 こ 
のような言い 方になる。 
2 仁 22 emo ㎡ kor エモニ コロ 文脈からは <... をたくさんとってきた )または (. ‥をせっせと 
とってきた ) と取れる。 初出。 mo Ⅱ化 or モニコ " も 末世。 [ 菅野辞典」 : 「モニコロ 忙し 
い、 繁多」 0 『音声 資 孝輔八二風合 NK 民青き ):emo ㎡p 田 悪エ モ = ピリカ (. ‥で狼達があ る ) 
(=... がよくとれる ) 。 ( 福満 5 日常語 )  morup 田 Qモニピリカ ( 手が早い、 仕事をどんど 
ん 片づける ) 。 
6 Ⅰ 
a Ⅰkoypunl. 
27 kasla-oyklkor 百 n 二 anayne 27 しばらくおじいさんを 養って暮ら 
tane sino kemapase kor, ene していましたが、 今やほんとうに 足腰 
hawean@hi ， 力鶏勅 ってしまったとき、 おじいさんは 
28 "neytapaknotuna-newa こう言いました。 
oka=an  wa  aynu  ne  manu  p  28  「いつまでも 二人きりでいて、 こ
a 亡nu k( ュ 百て kae Ⅰa Ⅱ 廿skari,nooka 与 can,  うしていくというものを 見ることもなく 
slrl(eneanan,a)eneanwaora 暮らしていて、 いまに仏力沈んだら、 
onne,Canlyaku nli=okaketaene ュ さ ， iki  私の死後にお 前はどうすることもでき 
hikalsam,kusu, ない、 だから、 
2g nasIknu=anwa 奇 n Ⅰanhlta, ㏄まだ私が生きているうちに、 人さ 
aynuhunarae 二 ]klpnena,(sek) がしをしなさい。 明日はするんだよ。 
nlsattaanak(klp)klpnena. 
30 e=hoslplpa ㎞ 0a=ekunlp(e) 30 お前が帰って 来るまで私が 食べる 
e Ⅰsupa wa l=sam e Ⅰ lomare wa ものを、 お前が者 て私のそぱに置いて 
e=anluy 杣山e,eunliperusuy Ⅰ <ankor, おいてくれれば、 私はおなかがすいた 
a=ukwaa 臣lekora 自 e亡 t るrekusune ら 、 そこからとって 食べて待っている 
ruwe@ne@na, からね。 
3l nIsatta,aynuhunarakusu, 31 明日、 人さがしに出かけなければ 
e=apkaseaslr で pnena,, いけない よ 」 
32  sekor, a 。 korekasj hawean  32  と おじいさんは 言って 、 歩くべき 
kor,(a,a) apkas=an  kumiuske  ところを教えてくれました。 
I=epakasnu. 
33  れ a 二J<orpetpetturasie 二 larpa  ㌍にの村のⅢをさかのぼって 行っ 
ayne,ruynopetetokkaranke(e)  て、 ずうっと川の 水源近くまで 行く 
e,a やakor,   と、 
34  士 eetakaneapkas 二 anhita, 餌昔 むかし私が通ったときに、 木に 
(nir)  nitoppatoppa  切り傷をつけたり 打ち傷をつけたりし 
㎡ ta 、 wそ taw 照 ， anwa,newa 酊 npe  て 、 それを 目 じるしにして 歩いて、 
a=esiruwante  korapkas-an  wa, 
35  i 亡 ・ armoysam  ta  inne  kotan,  お m の向こう側に 大きな村があ り、 
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27  s 伍 okem ゑ p 的 セシ / ケマパセ ( 本当に足が重くなった )巨( すっかり兄上 要 が弱った >0 
16 では、 外に出歩く仕事はできなくなっても、 まだ家の中のことはいくらかできていた 
が、 いまは、 それもできなくなった。 
30 e ℡Ⅰエタン ( そこへ >o e 山 )u 火エタ スウク ( そこへ取る ) とは、 ( そこから取る ) こと 0 
㏄ a,kor 洋 tア コルペト直訳すると (私たちの 川 ) 。 自分たちがいつも 利用している 川 。 
初一 l mitoppatoppa ニトッパトッパ ( 木を ( 刃物で ) 何回も切りつけて 刻みをつける )。 
toppatoppa トッパトッパは toppa トッパの重複 形0 ( 福浦 W.S@ は tokpa トクパ ， ( 重複 
形 tokpatokpa トクパトクパ ) と言っていた。 [ 音声資料 5 Ⅱ 二 風合 KC 子守歌 り   
tokpatokpa トクパトクパ <( 化け物鳥がくちばしで )つつく ) 。 k が次の子音 p に同化し 
た toppa トッパの形は、 まつ子さん個人のくせか、 それとも山地域の 方言 か 、 不明であ 
る 。 人称接辞，㎝アンがついてない。 次の語のあ との， a Ⅱアンが、 この 2 話全体につ 
いている。 2 語が臨時に 1 語になっていると 見てもよい 0
対 イ ㎡ bwu 仮 wu ニタウ キタウキ ( 木を ( 刃物で ) 何回も切りつけて 切る )O tawk タウ キ
は ( 刃物でたたいて 切る )。 この場合は 、 切り傷をつけたことを 言っている。 『音声資料 5 」 
( 二 風合 HC 神謡 $ : nisukolawki ニスコ タ ウキ ( 臼に入れて鎌で 突く )o 。 r57,57 
tawk,82 tawH, 双 tawk 
63 
kotan@ esapane@ kur@ etakasure 




hme@ anakne@ a=kosmewe@ka@ki, 
土 =kosinewekakipneap, 
37@ (Toka)@ Tokapci@ wa 
a=kot 奇 nuhu(topap,to)topa 七 れ Ⅱ㎡ 








p6kaum ㎝lhene ね kasomoH  no,
40@ asinuma@sinen@a=ne@(i)@iwor 
or@ta ， kucacise@or@ta@rewsi=an@wa 
ゑ n Ⅰ ana p, ea 「 klnne a=ul き て lhl 
a=ep6tara ・ 





somo@ ki@ p@ ora/@ earkinne@ (a) 
a,kot 舌 nuhu  a=ep6tara   
43@ a=utari@ a=ep6tara@ (wa) 
wenruy@WCnruy@hikusu,@(usi)@sir- 
そこの 村おさ ( 村長 ) として格別に 山根 
のよい人がいるのだ。 
36   息子さんたちも 娘さんもいて、 み
んな気だてのいい 人たちなので、 私は 
若くて元気だったときは、 遊びに行っ 
たり、 向こうから遊びに 来たりしたも 
のだったが、 
37  十勝から私の 村に ト パット ゥミ 
( 夜襲の群 )が来て、 私の村人はみん 
な、 殺されてしまった。 
㏄ それでも、 家だけでも残して 行っ 
てくれればよかったけれども、 
39 私の村人は、 どうしたのか、 みん
な、 のろりをかけられたので、 やは 
り、 一人の若者も U へ 行きもしない 
で、 
40  私一人だけが、 山で 狩 小屋に泊 
まっていたが、 ひどく村人のことが 心
配になった。 
41 烏 、 子たちもいたのだったが、 烏、 子 
たち 力蒲 八のあ とから来るかと 思って、 
私が先に 狩 小屋に行っていたのだった 
が、 
42  あ とから息子たちは 行かなかっ 
た 。 それで私はとても 村のことが心配 
になった。 
穏 村人のことが 心配で心配でたまら 
ないので、 真夜中になって 、 私は山の 
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3 Ⅰ 1 topa 廿 Ⅶ㎡ ト パット ゥミ ( 夜襲、 夜討ち、 群盗 )。 昔 あ ったと言われる。 集団でやっ 
て来て、 山に隠れていて、 夜になってから、 村を上 ( かみ ) と下 ( しも ) から二手に分かれ 
て襲い、 皆殺しにして 村を焼き払い、 財宝を奪って 行く。 沙 沈地域へは、 釧路、 十勝、 
石狩、 湧 別などから来たと、 言い伝えられている。 語 構成は [topat 叶 血u d(?). 戦Ⅱ。 
topat トバ ツ の語源は不明だが、 topa トパ は <( 獣などの ) 群 ) 。 しかし、 次の語源説は 傾 
聴に値する。 「 久 辞典 稿 』 : 「 top 改ぅ 忍びによる、 忍びの術」、 「 topat-%mIlj 忍びの 戦 - 
ノ lop 打出 nr ュ Ⅲ。 「 ノ 」は「 く 」の誤りと思われる。 topar,topan は末世。 
3 Ⅰ z2 koyan コ ヤン 直訳すると ( 村に上陸してきた >0 Ⅲを下って来たのだろう。 
3 ト 3 ， a 。i,kokerken ア イコケレ ケリ ( 私の - がかきさらわれた )二 ( 私の ( 村人たちが ) 一掃 
された ( 皆殺しにされた )> 、 つまり私は村人をみんな 殺されて失ってしまった。 k ひは 、 
この場合 (... の )、 所有者を指し 示す。 
3 ㌻ 1l m 杣色 Ⅱ nek ㎎ u マカンネクス < ど う したのか ) 。 この mak 咀 マカンのアクセント 
は m 丘kan とはちが い 、 第二音節が高い。 (ペナ コ ソ UT@ :( どうしたら いい かわかん 
ないで ) 、 「 makanpek 田 u マカン ペクス なら、 ( なにしたんだかわかんないけど )0 
@  千歳 SNI :ma ㎏ nne ㎞㎎ u マカンネクスはにこらの 言葉でかい」、 「 m 杣 Q Ⅱ 燕 ne 
k ㎎ u マカナク ネクスなら、 「( どういうことだべ )という意味に 当たる」。 
3 ㌻ 2 semakanomoy ぬ k セルマカノン /イタク (    の背後の ( 守り神 ) . に祈りをかけ 
る ) 。 「民話 (1 Ⅱでは、 ( 抽 事を祈る ) という文脈で 使われているが、 ここでは． ( のろ り を 
かけるにとを 言っている。 「 萱野 辞典 J: 「セレ マク カシア コ ノン / イタク 不運を俳じる」。 
39-E3 kim ℡Ⅰ キ ムン 。 す民言舌 (1)21 
40  kucacise クチャチセ 山 ㎎ a 七 ㏄狩 小屋・ 家 ]< 狩小屋、 猟 小屋 ) 。 山に滞在して 狩猟 
をするために 泊まる小屋 0
42 paye パイヱ 家で話しているから paye パイ ェ ( 行く ) を使っている。 41 では、 山にい 
たときの状況を 想定して話しているので 打H アルキ ( 来る ) を使っている。 
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(an,a)armoski(i)kor,kucaorwa  狩 小屋から村の 方へおりて来た。 
san=an   
44  paskaneterkekane,homar  何 一目散に走って、 おぼろに月影も 
c 丘 piporan  penekus,paskane  あ ったので、 ひた走りに走って 下って 
te て lkekane @《an=an‖yne, きて、 
45 a=kot 百 nuhukarankes 蓋 n 目 an 柏村の近くまで 来ると、 どこからか 
akusu hinak wa =ko 七 %nuhu 村に火がつけられて、 パチパチ燃えて 
a=nuy さ otkehineuhuywa(Pa) いるのが見えた。 これは ト パット ゥミ 
pasrototkekoransirla 目 inuk 孟 rhi ( 夜襲の群 ) が来たのだなと 私は患、 っ 
anaknetopattuml(e)ekwane た 。 
kunla=ram 舌 pora, 
46 slnen a=ne poka, (a) ㏄私一人だけでも 彼らに姿を見られ 
a 臣slk 子 nnukarepahlkaetoranne. るのはいやだ。 
47 hikusuo て nayayk ⅡⅡⅡ uyna,an 47 だから私は隠れて、 沢の土手の下 
wa   toslr corpok ta  に隠れて、 腹 ばいになっていると、 し
yaykunnuy Ⅲ a Ⅰanwasirkamu-an は らくして夜が 明けた。 
wa ゑ n=anaynle,sirpeker. 
48 sir-pekennohla Ⅰ ler ゑ rnanhl 伯 すっかり明るくなったのがわかっ 
ora easlr a Ⅰ kot 后nu ta s 舌 n=an てから、 村に下って来てみると、 村 
akusu,a,kot 舟 ⅡⅡ nu,s Ⅲeclsepoka は、 一軒の家も残さずに、 みんな彼ら 
isam@no@opitta@uhuyka@pa   が燃やしてしまい、 
49 lnne utar, てuwehe sir- 49 大勢の人々の 足跡がビッシ リ つい 
(ci) clCininaninawa,hosippawa て、 帰って行ったあ とだった。 そのあ 
lsamokaketa,a=um 缶 lneaporo とに、 私の家だったところに 来てみる 
ta さk,anakUSU, と、 
50  a=kor,(nusa,)nusahokuswa  ㏄祭壇 力 溜れていて、 その祭壇の下 
anhmneora,nenusa(ha)corpok  の方から、 空力斗 島く 声のように、 何か 
Ⅲ l,kikirrekhaw  n るinokane,nep  声が聞こえたので、 
kahaw  a=nuhikusu, 
51 "lkan?"sekoryaynu=<anwa 51 「もしや ? 」と 思 、 って祭壇を起こし 
slr-puspusu=an hine lnkar 亡 ・ an て見てみると、
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43  kuca ク チ ャ ( 狩 小屋、 猟 小屋 >( 二kuca む ㏄ ) 。 。 ザ 40 
44  p 盤 k 皿 eterke Ⅰ 飢且 e パンカホテル ケ カネ、 直訳すると ( 走って跳んで ) 。 長い道を一 
生懸命にどんどん 走って行くことを 表現する慣用句。 ( 福満 W@ 、 ( 二 風合 HC) は 、 P あ 
パンも t ㎝ke テル ケ も人称形にして、 pas, ㎝㎏Ⅲ eterk 臼帥ka 師佗 パサンカホテルケアン 
カネ ( または逆の順序、 いずれも不定人称 形、 引用中の自称 ( 私は    わのように使ってい 
た (i 音声資料 2,5 りが、 ( 語り手 KM@ はいつも、 はだかの形 (拓人称 形 ) で言っている。 
45  topa 廿 ℡㎡ ト パット ゥミ 。 が 3 Ⅰ 1 
46  s 汝町 Ⅲ uk 打 e シクシスカレ [s ㌔ H 旺@-nuk 鯨七自分 ( の ) . 姿 ・を見る・させる ]< 人に 
姿を見せる 呪 られる >0 この語の含まれている 部分の言いたいことは、 ( せめて自分ひと 
りだけでも姿を 隠していたかつた >0 
47  toslrco 甲 ok 伍 トシッチョルポ クタ t ㏄止 トシ リ は 、 で福満 W,S Ⅰの発音では t億 Ⅱ ト 
、 ンリ ( トが 高い ) だが、 @ 語り手 KM@ の発音ではアクセント 不明。 川縁の土手が 流れでえ 
ぐられて崖下のようになっているところを 言う。 
49  s Ⅱで㎞Ⅲ 町十週シッチ ニナニナ [s ⅡでⅢⅢ a-% 下a あ たり・ ( 中相 ) . ‥された・      をこ 
れる・重複 ] 直訳すると ( あ たりがコチャコチ ャ に こ ねられた ) だが、 C 下 ㎞沖 ㎞a チニナ 
ニナ は、 ( 福満 S) :<( 跡が ) ビッシ リ ついている >o s 正 シリが主語の 位置に入って、 完
全動詞の形だが、 ここでは自動詞のように 使われている。 次の文献でも 同様。 「菅野辞 
典」 : 「シッチ ニナニナ あ たりをこちやこちゃにする」。 しかしその用例の 中では、 「 (足 
跡が ) こちゃこちやあ った」、 「あ たり一面にこちやこちゃとあ って」と訳されており、 こ 
れは ( 語り手 KM 下や ( 福浦 S@ の用法と合う。 
Rl-ll ik 打㎝イカン 。 ㌃「 民 言舌 (1) 」 229-2 
51 一 22 sⅠ pusp ㎎u シルプスプス 直訳すると < 土 またはあ たりをかきわけて 掘り出す ) 。 ここ 
では、 ( 語り手 KM@ :< 祭壇を起こして >0 祭壇の下に隠されていた 赤ん坊を (おおって 




52  iwatarap  e=ne  wa, (e)  52  乳飲み子のお 前を、 母親が祭壇を 
e 二unuhue 二Inusa(koho)kohokuste,  倒してその下に 隠しまもなく 殺され 
ekohopia=faykewaIsam  hine  てしまったのだったらしい。 
aan ， 
53 wa asinuma ka slnen -ne ㏄私も一人でいるのだったら、 すく。 
る n=anwaneyakun,nanla 亡 lut 百 Ⅱ一族を追って 死のうと 思 、 っていたが、 
kasia-yay6rayekunaka 二で am 丘 お前がいるのを 見つけてからは、 
kor, 百 n=anap(e)e-anwaa-e=p 百 
hiorakonto, 
54  nen  pokaa 二 .karwae=siknu  呂 なんとかして、 お前が生きたら、 
yakne, menoko  e=ne  yakka,  女であ っても、 わが子孫の系統が 続く 
a 二santekehesi れ lripe,(e)asinuma  が 、 私も死んでしまったら、 お前も当 
kar 孟 y 二anyakunlea ㎡ ka,eposoun  然 、 乳飲み子であ るから死んでしま 
iwatarape=inewae=anpenekusu  う 。 
e=ray, 
55  yakun  ea Ⅰ kinne  (a, 鰯 そうしたら、 まったく、 (私の魂 ) 
a=ramacihi,a,a,a,nam り i Ⅰ okake 私のいなくなったあ と、 系統が途絶え 
ramabakku ㎡， kipa, ㎡ wkeskusu,  てしまうのが、 私は ，，， (?) 、 夜も最も 
ku mehenetokaphenea Ⅱ 二 lut る irihi  一族を惜しみ、 息子たちを惜しんで、 
(a,ao)a 二 ooskura 二 Ipouta て nia=osku Ⅱいつもいつも 泣きながら、 
kusucispateka=kikor, 
56  t 肛 lusketaponcisea=ka て wa,  ㏄ここに小屋を 作って、 苦労してお 
a=e= 亡さ supokaeyaykor 飢 Ⅱ -pete ㎞  前を育てながら、 いままでお前と 二人 
k  o  Ⅰ t an  e  p  a k  n  o  ,  で苦しみながら 暮らしてきたが、 お前 
ukoyaye Ⅰ ;amusi 廿 ・ te=ankoroka=an  はもうこんなに 大きくなったのだか 
ayne@tane@pak@e=poro@ruwe@ne@ e>. 
kusu, 
57  huskotoywaapkas=anuske  57  ずうっと昔から、 秘力 哲千き 来した 
ta, nitawkitawki=an  uskehe  ところは、 木に打ち傷をつけたところ 
yayutapke  yakka, huskono  が、 傷がふさがってこぶになっていて 
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52-l nus 寸 lQohok ㎎ teヌサコホ クシテ ( ヌサ ( 祭壇 ) を - に向けて倒す )とは、 一族がもう絶 
体絶命というときに、 神々に守護を 願って (赤ん坊 ) を地面に置き、 その上に祭壇を 倒す 
ことを言う。 「音声資料 2Jで ( 福浦 W@ は nusakohokuste ヌサコホ クシテとも nusa 
kohor 熊 teヌサコポ ラクテとも言い、 いずれも 2語にして言っている。 
52-2 ekoho 廿ェコポピ 単独では [ 他動 ]<. ‥から分かれる /SW れる ) 、 [ 後 副 1<. ‥から分かれ 
て ) 。 ここの場合は (そこから立ち 去って )か 。 しかし「民話 (1) 」 1W41 で、 @ 語り手 KM@ は、 
ekohopi. ‥ ray ェコホピ ・‥ライを ( まもなく - 死んだ ) と訳している。 ここでも (まもな 
く殺された ) か 。 げ 民話 (1) 141 
5 ㌃ ll aⅡ 俺血 Lac №五 アラマチ ヒ ( 私の魂 ) と言いかけたが、 すぐあ との言葉でわかるように、 
系統のことを 言っている。 
55-2 r町 r.natSak ラマ ト サク 直訳すると ( 魂がなくなる ) だが、 ( 語り手 KM) :( 系統がなく 
なる ) 。 [ 金 虎杖 丸 J6612 行 目 : 「 ramnatCh Ⅱ k  後胤が途絶える」。 
55-3 kip ㎡wk ㏄ キフニウケシ [ 連 他動 は 福浦 S) :<( 火) を ( 死から危難から ) 救う ) 。 こ 
れに yay- ヤ イ( 自分 ) の接 頭した yaykip ㎡ wk ㏄ ヤイキプニウケシ は ( 福浦 S@ :< いのちを 
，惜しく 居 、 6) 。 「 萱野 辞典 ] の キプ ニュー ケシ 、 ヤイ キ フニュー ケシ でもほぼ同様。 ㎡wk ㏄ ニ 
ウケシ は ( 福浦 W,S@ :<,.. しきれない、 …したくても 果たすことができない >0「菅野辞 
典 」 : 「ニュー ケシ できない」。 『 バ 辞典 ] の記述の中に「持ス フ好 マス To イ卸 @to 伽 atmn ㎎」
があ る。 巧 p キプ は 口 ki-p する・こと ] と解釈できるかどうか。 kip キプ ( 額の生え ぎ 
わ ) との関係は考えにくい。 憶 rp ㎡iwk ㏄ キプニウケシ の ll@ 核 的意味は 、 くを 甘 しむ・ 
…を光波 7% 滅させるに忍びないかというようなことだろうか．動詞句 +K ℡廿 クニの後に 
置かれた用例は 初出。 
56-l eyaykoram-pete 血 e エ ヤ イ コラム ペテトネ で 福満 W) はこれと同じく eyaykoram- 
ド te 血e ニャイ コラム ペテトネと 発音し ( 福浦 S] は eyaykom 皿 u-pete ㎞ e エヤ イ コラム ペ 
テトネと 発音している。 二人とも、 あ とに kor コ 甘ではなく㎏ ne カネ を置いている。 
いずれの場合も、 resupoka レスポ カ または respapoka レスパ ポカ のあ とに置かれ 
て、 子どもを育てるのにいろいろと 苦労することを 表現する。 
5 包 2 皿 Koyaye ね血睡テ血 eウコヤイェ ラムシト ネ [ulk か ・ yayem Ⅲ㎎ i ㎞e 一緒に・苦しむ ]< 一
緒に苦しむ ) 。 ③ 18gyayeramu ㎏ si ㎞e, 民話 (1)19 
57  yayul%pke ヤ ユタブ ケけay-utapke 自分・を修繕する ]切り傷をつけられたところ 





58@ ne@ uske@ =eraman@ no,@ (o, 
nano)@ harkisam@wa@ situ@ turasi 
e=hemesu ． itu@ ka@ ta@ e=hemesu 
yakne/ 
59@ rituruorewsi@somo@an@no@itto 
apkas@ eaykap ， sittuyma@ wa 
'=arm"oySamkotano 「 u Ⅱ， ,slttUy/mIla 
p@ ne@ kusu,@ apkas=an@ kor, 
rituruorewsi=an ， 
60@ oro@ta@rewsi=an@kuni@uske@ta ， 
(poro)@pon@yatcise@a=kar@wa,@oro 
ta  て ewsi=an/wa/l=a で moysam  un 
arpa=an,@ hosipi=an@ kor@ suy 
て ewsi=anwa さ k Ⅰan Ⅰ anke  




a,ow 后忌 aku  pon  nay  m  penewa, 
63@ pirkano@nay@ruwor@ka@a=kar 
wa, Ⅰ naW 「 OSkl==an ne ya, (Ce) 
cehorkakep@ne@yakka@a=roski@wa, 
64@ wakkauskamuy 





65@ (oya) nea cise,yaruhu 
も、 古く傷つけたところはわかるのだ 
から、 
㏄ お前はそこをわかって、 左側から 
尾根づたいにのぼるんだ。 尾根の上に 
のぼったら、 
59  道中泊まらずに 一日で行くことは 
できない、 遠くて、 出向こうの 村 まで 
は遠いので、 行き来するときは 途中で 
泊まる。 
60  その泊まるところに、 私は小さい 
木の皮の家を 作って、 そこに泊まって 
出向こうの 村ノマテ った。 帰るときもま 
た、 泊まって来たものだった。   
61  出向こうの村の 長者がこちらへ 訪
ねて来るときも、 そこに泊まって 来、 
泊まって帰ったものだった。 
62  そして、 よい小さい沢があ って、 
水を飲む小さい 沢があ って、 
㏄私は沢の流れもきれいにして、イ 
ナウを立てたり、 また 逆削り イ ナウも 
立てて、 
曲水の神に助けてくれるようにとい 
う願いを言い、 また、 泊まりますとい 
うことを言いながら、 持って行った 食
糧を少しだけれども 沢にまいたり、 い
ろいろして、 泊まったのであ ったが、 
㏄ その家が、 屋根や壁を葺 (ふ ) いた 
70 
58  y 田守化ヤク ネ (. ‥すると、     したら >0 この条件文のあ との帰結文はない。 話がどん 
どん曲がりながら 続いていく  
59-1 片 ぬ mo ㎎ W 寸 リトゥルオレウ シ 伯動 ] 旧抽 -ru 廿rews Ⅱ?) . モ ・で・泊まる ]倖 き 
り 手 KM) :< 途中泊まり >0 <( 遠いところに 行くときに )途中で泊まる ) 。 ここから主語が 
変わる。 「遠くてその 日のうらには 着けない」という 一般的な話になったと 思うとすぐ 
に、 おじいさん自身が 昔行き来した 話になっていく。 
59-2 sittu ュ ymna シットゥイ マ [ 完動 ][s Ⅰ抽打 na 地が・遠い K( 道のりが遠い ) 。 
60  yatcise ヤソ チセ け肝七 ㏄樹皮・ 家 Ⅱ屋根や壁を 木の皮で貢いた 家) 。 「 萱 野稗 如 : 
「 ヤラ チセ ホ の皮で 葺 いた家 : ランコ ( カツラ ) の木の皮を使う」。 yar セ ラは ( 木の皮 ) 。 
@  語り手 KM り : 「 7 センチも厚みがあ る、 5 尺か 6 尺 (150 一 180 センチ ) に切る」。 「知分類 
植 Jp.287: 「 yar(-i) ( 北 )剥ぎとった樹皮。 屋根や壁を茸いたり、 敷物にしたり、 舟 
をはいだりするために 剥ぎ取った樹皮を 云い、 エゾマツ ・トドマツ・ キワダ 等、 コルク 
質の厚い樹皮が 普通用いられた。 Ⅴ肝 ( 裂片 ) 。 」そこでは所属 形語尾の母音はⅠと 記さ 
れているが、 f 語り手 KM) の言葉では u で、 すぐあ との 65-I でyaruhlu ヤ ルフ (その 樹 
皮の部分 ) と 言っている。 「菅野 稗期 : 「 ヤ ラ ホの 皮 : 狩 小屋を建てる 時、 屋根とか囲い 
・に使えるぐらいの 広さや長さのあ るものをいう」。 
62 owa 抽臼 ku オ フッ カク ト， Wa そ ka-ku( そこ) から・ 水 ・を飲む ]
6 ㌻ 1l naymwor ナイルウォ。 沢の中で水の 流れているところ 臼冨満 S)o ruwor ルウォ。 
は [ru-w づァ筋 / 道・のところ ]
63 り油 awmskl イ ナウ ロシキ [ ㎞flvv-ros Ⅰ イ ナウ ( 木幣 ) . を立てる [ 複 ]] ㎞ aw< イ ナウ 、 
本格 ) は 、 ホを削って削り 花が フサ ブサ となるように 作った御幣。 神への贈り物。 それを 
地面にさして 立てた。 
63-3 cehor ㎏ kep チェ ホルカケフ 「 c.e,hor ㎏ -k 告p( 中柱 ). ‥された・その 頭 ・ 逆 方向に・ 
削る・もの ]< 逆削り イ ナウ >0 イ ナウ ( 木幣 ) の一種。 他の種類の イ ナウは、 根元のほうから 
削っていくので、 削り花が下向きに 下がるが、 この種類は 、 先の方から逆向きに 削るの 
で、 削り花が逆向きに、 逆立つような 形になる。 あ まり重要でない 神への イ ナウだとの 
- と   
図一 l haru ハル <( 自然からもらう り V 穫 としての ) 食糧 ) 。 獲物の肉でも、 魚や 、 ホの 実や 
草の根などでも、 畑の収穫物でも。 
目 -2 c 町 Pa チ ャ ルパ [ 他動 )<... を 撒 ( ま) く ) 、 ここでは、 <( 先祖や神に捧げる 供えもの )を 
まく >0 食べ物や飲み 物、 タバコなどを、 供物として供えることで、 パラパラとまくの 
が、 供物の供え方であ る。 自動詞はた aIoa イ チ ャ ルパ ( ものをまく )=( 供物まきをする )。
6 ㌔ 1 y Ⅰ 廿 nu ヤルフ発音 力泊羊明 でなく、 y は rhoo ヤルホのように 聞こえるが、 (語り手 KM@ 
によれ ば ya ⅡⅢ u サ ルフ ( その樹皮 ) 。 86 でははっきり ya Ⅱ止 u サ ル フと 発音している。 





menoko@ e=ne@ yakka,@ okkayo 
ekasure@(e)@e=nitan@kusu@tunasno 










hankeno@nay@ruwor@ka@e=casnure   
ora 
70  ，tapne  tapne, a=kor  kasi 
i=utek@wa,@i=armoysam@un@apkas 
kuni@p@a=ne@ruwe@ne   
71@ menoko@ a=ne@ yakka, 
wakkauskamuy,@kamuy@katkemat 
I,epuIlk ㎞ ewaapu 血 norewsia,ki 
wa@apunno@apkas@a=ki@kusu@ne 
ruwe@ne@na' 




73@ kamuy@ ne@ manu@ p 
e=sisermak-(u Ⅰ  ste@k ni,@apunno 
木の皮がすべりおちても、 骨組の木が 
立っているだろうから、 
66  お前は早く着くだろう、 女であ っ
ても、 男 以上に足が早いから、 早く着 
くだろうから、 
67 ホの皮を掘り 起こして、 
㏄ 野天に寝てはたのだからね、 
69  何とかして、 一つ二つでも 屋根に 
のせ、壁も作るまねだけでもして、 家





























73  神様に、 お前を守ってもらうよ 
う、 無事に泊まるようにと、 一人ごと 
72 
6S-2 ㎡y 燕 eroski ニイヱ ヘロン キ ( 木の部分は立つている >0 {/O v語り手 KM@ : 「 灰 ㎎ ドイ 
クスペ ( 柱 ) は立っている」。 
6f  苗 nasno.,.kusu ト ウナン /     クス 挿入句。 
67  puspusu フ ス フス P れ刃は埋まっで 沈んでいるものを 掘り出して別き 上げて、 見 
えるところへ 掘り出す / 取り出すことを 言う。 これはその重複 形 0<.., を 掘り出す ) 。 ( 語 
り手 KM) : 「もう落ちてしまって、 その上に毎年の 木の葉が落ちてかぶさったり、 草が 
の ひ たのが秋になって 倒れてかぶさったりしているのを、 そこから掘り 起こすこと」。 な 
お 、 説明の中では、 同じことを p㎎ pap ㎎ pa フ スパ フスパ とも言った。 。 951-2s@ やれ 甲 ㎎ u 
シリプスプス ， 86 
68 %seho 化 e ウセホトケ [ それだけで・ 寝る ]< 野天に寝る ) 。 芙 mo 接 ipene 曲ソ モ 
アン ペネナ は <( 一般に ). ‥するものではない、 してはならないものだ ) 。 67 は69 へと続 
いていく言葉で、 この 68 の部分は挿入句。 
69-l maw 杣川マウトゥム maw 抽 mk マウ トゥム キ は (     する / しているような まオ Ⅳ格好 
だけはする ) 。 ここで言いたいことは、 <(ち やんとした家をつくることはもちろんできな 
い 卸曲 がりなりにも 壁をつくるまねだけでもして、 形ばかりの家でもいいから 中に寝 
るように     )。 @  福浦 5@ は前の動詞にの 場合㎏ て カラ ) だけでなくあ とのⅡ キ( する ) も
人称形にして 使い、 ku, ㎡㎏ nmaw 抽 mku, ね wak,ek クニ タン マウ トゥム クキフケク 
( 私は速く走るような 格好だけはして 来た (ほんとうはちっとも 速くないが )) のように 
  
言っていた。 
69-2 hⅠ正位㎎ハン ケ/ 出 ㎝化を no 近い， ( 副詞形成 )m( 近く ) 二( 近いところに / で/ へ>0 
この場合は近くの 沢を掃除したことを 言っている。 
6 ㌻ 33 nayruwor ナイルウォ ロ ず 6 ㌻ 1 
70 a=knre ㎏ sibutekwa ア コ ンカシイュテクヮ 直訳すると ( 私のおじいさんが 私を使 
いに出して >0 
7l aF Ⅱ mo   " 巾 wenena アフ ンノールウェ ネ、 ナ 直訳すると (. ‥拙掌に歩く (= 行 
く ) のですからね >0 
7 ㌻ 1l slsermak,uste シ セルマ クウ シテ 後に語り手まつ 子さんに質問したときには、 
s@ ㏄血 Ⅰ杣ま㎎ te シ セルマックシテだと 言った。 しかし、 ここでは s@ ㏄巾咀 k ㎎ te シセルマ ク 
ウシテと 発音している。 [si モビ皿よ Ⅲ 斗 te 自分・の背後の 守り・につく・させる ] 、 つま 
り ( 榊に 拍 分を守ってもらう、 助けてもらう >0 ( ペナコリ UT) :slS ㏄， rml衣㎎㎏ シ セル 




yakun, 市 Ⅱasnone Ⅱ a T ェ ⅡUoysaIn は 且
kotanortae=sirepapnena, 
74  kotankorkur,(u)soykeheta 
e,arpa  wa,(noise)e=(simusim, 
si)simusiskayakun,aynu  soyne 




76@ sekor@ e=hawean@ yakun/ 





77  e-s 汝aopiwkirey 拙く 瓜酊 la Ⅰ田 u 
e 巨paSITla 目 nuk 巨て waonne=anpe 
neruwenena,n さ o さ =iki.menoko 
e,neyakka,e-arikikipnena" 
78  sekora=lkorekasihaweankor 
apkas-ankmiuskei,iepakasnu  a 
正 =epakasnu    kor,rewsioka=Can. 
7  9  o  ra  n  O  k  u  n  n  ey  w  an  o 
hopuni 臣 <an  a  p  ora  su.sikteno 
臥 Ⅱ くe=anlh 丘 les㎝ naa=om 血 e.it 打 №
neyakka,(u,u)uk  easkay  ku 血e
sama@ta a=anu  
80 0 Ⅰau Ⅱ 皿れュ Ⅰ UOreWSl,anM@ta, 
a"supakunip,(ha)haru  a,sSe,pon 
を 言いながら、 泊まって 、 次の日に 、
出かけたなら ぱ、 早くその出向こうの 
村に着くのだよ。 
74 村 おさの家の門口に 行って、咳払 
いをすれば、 人が出て来るだろうか 
ら、 
75  「こうこういうふうに、 私のおじ 
いさんに言われて、 私はよこされて 来
たのです」 
76  と言えば、 年寄りたちも、 その恵   
子たちも、 格別に心根のよい 人たち 
だったから、 年寄りたちが、 ひょっと 
して死んでしまっていても、  良子さん 
たちがいるだろうから、 
存 助けを求めれば、 お前が人を見つ 
けたのを私は 見てから死ぬことができ 
るのではないかと 居、 うから、 そのよう 
にしなさい。 女であ っても、 しっかり 
やるんだよ」 
78  とおじい さんは言って、私が行く 
ところをよくよく 教えてくれました。 
そうして一晩過ごしました。 
79  それから、 私はまだ暗いうちに 起
きて、 鍋いっぱいに料理をつくって、 
おじ い さんのそばに 置きました。 おわ 
んも取れるように、 そ ぼに置いてあ げ 
ました。 
80 それから途中で 泊まるときに 調理 
する食糧を背負いました。 小さい 鍋な 
74 
73-2 yayko 八寸くヤイ コイタク け ay-k ひ itak 自分・に・話す ]< ひとりごとを 言う >0 男の 
ようにカムイノミをするわけにいかないので、 神に聞こえるようにひとりごとを 言う。 
1 ㏄では pawet 田山 e と言っている 0 
74  simlusis ㎏シムシシカ 「 si-m ㎎ す㎏自分・かせる・ ( 他動詞化 )] 直訳すると ( かせて 
いるようにする ),<( 訪問先の家の 門口で )家の中の人に 来たことを知らせる 合図として 咳 
ばらいする ) 。 
75 i=apk 笘 stewa ‥・ mweenena イサブ カンテワ・‥ ハ ウ ヱネ々 直訳すると <( おじいさ 
んが ) 私を歩かせて 私は歩いたのですから >0 
7 仁 1l e 仮 Ⅰ苗 su 托 ‥． nerok ぬlsu エ タカ スレ ．‥ ネ 、 ロククス 直訳すると ( 格別に心根のよい 
老人たちと 烏 、 子たちだったから >0 
7 包 22 nen ホ ン n 血 L@n の縮まった形、 aどのように ( か ) 、 どのように ( も )>o 
7 Ⅰ 1l ikan イカン <( ひょっとして ) . ‥するのではないだろうか )。 ( 二 風合 NK@   
%a ㎝ unl. ‥ na イカア スン     ナ㏄音声資料 2% 、 & 福満 W@ : 汝汐 aum. ‥ wa イキ サウン・‥ ワ 
㏄ 同 U 』 )0 
77-2 とiKl エイキ発音は ey 臆 。 
79  sikteno シクテ /  [ 役割 1<. ‥を満たすように、 …いつぱいに )。 第一音節が、 アクセ 
ント核のあ る強い音節であ るにもかかわらず、 i が 皿声 化している。 
8 帖 1 丘山 mo 叢 w Ⅰリトゥルオレウ シ 庶は づ笘 wsi リトゥルオレウ シ のように聞こえるが、 
語り手に確認した。 59 では㎡ @uruo ㎎ wsi リトゥルオレウ シと 発音している。 げ 59-1 
8 帖 22 a=supa アスパ第二音節は 強い音節であ るにもかかわらず、 u が虹声 化している。 
80@3 haru ハル 宙巳一 1 
75 
su@ne@ya ， a=eyayramekote@(k ， u) 
kuni@p,@pon@sikehe@a=kar@hine@a=se 
hine, 
8 Ⅰ a,kor  kuwa  (ay) 
a=esisuyesisuye@kor/@(nay@turasi 











hemesu=an@ kor ， hankeno 
hanken0 ， n さ no, a,tawki cikuni 
yayutapke@wa@oka@ruwe,@(te)@te 
p さ ka  a,kor  ekasi apkas  aan 









cisekitay  un (a,  a,  a) 
a=(ri)rikomare,@wa@cisekitay@a=kar   
ど 、 泊まるところで 使うものを小さな 
荷物にして背負って、 
81 杖を振り振り、 沢 づたいに、 また 
川 づたいに、 どんどん走って 行きまし 
た。 しばらく行くと、 
82  言われていたとおり、 川の水源近 
くまで行ったとき、 川端に、 とても大 
きなフ %  ずっと昔に打ち 傷をつけられ 
たらしいのが、 
㏄ もう直って皮がかぶさっていまし 
たが、 そういう木があ るのが見えまし 
たので、 
解 それを 目 じるしにして、 それから 
尾根づたいに 登って行くと、 あまり間 
が離れずに次々に、 同じように打ち 傷
をつけられた 木が、 もう直って皮をか 
ぶっているのがあ りましたので、 それ 
を私は、 ここをおじいさんが 歩いたあ 
となのだなあ と思いながら、 登って行 
き、 
85  尾根の上まで 登りました。 する 
と、 聞いていたとおり、 ホ の皮の家 
だったらしいものが、 ホの 皮がすべり 
落ち、 屋根の木の皮はすべり 落ちてし
まっていましたが、 壁は立ったまま 
で、 あ りましたので、 
86  その木の皮を 地面から掘り 起こし 
て屋根に上げ、 屋根を作りました。 
76 
80 Ⅱ a=ey る尹 amekote ぬ l㎡p ア エヤ ノ ラメ コ テクニ ァ ( 語り手 KM Ⅰ :< 鍋や手まさかり 
(pomnuk ㏄ ブホ ンムカラ ) など、 途中で泊まるときに 使うもの >o a=ya 打 amekote ア ヤイ
ラメ コテ のように聞こえるが、 後日語り手に 確認したところ a モ@y ゑ打 ㎝Ⅰ e ㎏ te アエヤ ノ 
ラメ コテ だとのことであ る。 3 ㏄の yayera 田人 ote ヤイェ ラムコ テ ( 結婚する ) は、 この 語 と 
関係があ りそうに  吾 われる。 yayeramkote ヤイ ェ ラメ コテ が ( 所帯を持つ ) 、 それに色が 
ついた eyayeramekote エヤ イェ ラメ コテ <.., で 所帯を持つ ) の yay- ヤイのあ との チエ が 
脱落したものか。 そうだとすれば、 aヰy 五ド amekotek Ⅲ廿 p アエ ヤイラメ コ テクニ フ は 
(. ‥で所帯をもつべきもの )すなわち所帯道具 か 。 
8l  pask 飢飢飢 eterke ぬ ne, ㌧ カ ホテル ケカネげ 44 
S ㌃ ]l p 甘 nu 伍 p ペ トスタブ nay ナ ノと 言っているが・ 語り手が 膵t ペトと 訂正した。 膵 t 
nutap ペトスタブはな ぺナ コ ソ IT Ⅰ :< 川原の 、 石のない、 畑でも何にでもなるような 
泥 ( どろ ) つ ぼいところ >0 
82 り tee ねkaneh ℡konol 臼ne テ エタカ ネ フス コ /  カネ 直訳すると ( 昔に古くに )0 
83  町 lwaa=nu Ⅰ 打アヌワア ヌカラ 直訳すると ( あ って私はそれを 見た >=< あ るのが 見 
えた ) 。 は  民言舌 (1)8 一 2
双 -l eki 士  打ェ キリカラ ド kir-k 肛    で・ - を見てわかる・     する ]<( それ ) によってあ あ
これだなとわかる、 目印にする >0 
%-2 h 荻山 enoh 江山 eno ハン ケ / ハン ケ /  直訳すると ( 近く近くに ) 。 
桝 -3 apk 笛 a 軸 ok 鎮 Ⅹehlenekul ㎡ アプカスアアヌオカケヘネ 、 クニ (   歩いたあ と ( 残され 
た 印 ) なのだなということを >0 
85 yat Ⅰ se ヤソ チセ ホ の皮で屋根や 壁を葺いた家。 y打ヤラ は L"60 
86-ll y 紐廿酊 ヤルタ ラ [y 酊-ul 打木の皮・たちⅡ語り 手KM) : 「 1 枚や 2 枚でないから」。 
8%2 puspusu フ スプス。 2>-67 
77 
87  ora cise onnay ne yakka  87  それから家の 中もきれいに 掃除 
ira ⅡⅤⅡ akakaa=casnure.clseoka Ⅱ し、 家のまわりも 掃除しました。 
a-casnure, 
88  ora  hoskl nina 巨 a  wa  88  そして、 先にたきぎをとって 来 
rewsiapekor=an@yakka, て、 火もたいてあ りましたけれども、 
89  a Ⅰees 仕蒔 rapsomokipa ㎞ l0 地 89  あ とで困らないほどに、 二回も三 
suyresuy,satclkunipirkawa  回も、 よい乾いた木が 近くにあ ったの 
hankeno  okay  penekusu, (a)  で、 集めておきました。 
a=uw さ karpareninea 二 c n 丘 ， 
g0  clse  onnay  ta  ka cjkuni  ㏄家の中にもたきぎを 入れました。 
a=ah 子 nke,sineancikar,rewsi,can  一晩泊まったとき、 夜どおし火をたい 
yakun,anepi 廿 aa ekor=anyakka  ていても大丈夫なくらい、 家の中にも 
pirkapakno,ciseonnay  un  ka  たきぎを入れ、 外にも置きました。 
cikunia=ah 丘 nke,soytakaa=Can 丘 
gl  hine  ora,nay  ortar 后n Ⅰan  g Ⅰそれから沢に 下りますと、 聞いて 
akususo Ⅱ nokahuskoe 壱 horkakep  いたとおり、 古い 逆 削り イ ナウが 、 削 
eka 押Ⅱ takupi,nekorkaram 打 咀 as  り 花はとれてしまって 棒の部分だけに 
wa an, hlke a=ukwa (m), ora  なっていましたけれど、 まだ立って い
ha 八女enonayruwora=casnlirekor,  ました。 私はそれを取って、 近くの 沢 
92  れnaykorkamuy, (e)tapne,  0 流れをきれいにしながら、 
menokoa=newa,ekaslsiresuIep g2 「沢の神様、 実はこうこういうわ 
a 二newa 紅毛 几 pea=korekasls 伍 0, けで、私はおじいさんに 育てられた 女
tane kemapase kaspa hine   ですが、 おじいさんは、 もうすつかり 
I 。armoysam un kotan or un, 年取って弱ってしまって 、 私が出向こ 
Lapkastewaapkasmenokoa=ne つの 村へ 行くよつに言われて 行くとこ 
yakka, ろなのですが、 
93  apm ⅡⅢ okamuy 曲五 ntar,(mlin,  ㏄無事に神様の 庭の中で泊まらなけ 
ⅢⅠ n)m Ⅰ ntarortarews Ⅱ ankusu  ればなりませんから、 私を守ってくだ 
nena,i,epunkinewai=koreyak  さいますように」 
pirkana" 
94  sekor  haw  ean Ⅰ an ko Ⅰ 餌と 言いながら、 水を汲んで来まし 
78 
88  rewsiapekor レウ シアペコロ [rewsi-ap 色 knr 泊まる・ ア ・を持つ ]初出。 ( 泊まる 
ための ( 一晩じゅうの ) 火をたく ) か 。 apekor アペコ 。 は ( 火を持つ二火をたいている )。 
rewsia がレウ シアぺ という語があ るかどうかも 不明。 先行文献にも 見当たらない。 
91 一 ll cehorkakep チェ ホ ルカ ケフ 。 ァ 63-2 
91 一 22 ek ㏄ynl ぬku い エカイニタ クピ eka 打Ⅱェカ イニ は ( 頭の折れた 木 ) 、 つまり、 折れ 
木や切り株をよく 言うが、 ここでは、 逆 削り イ ナウの、 削り花の部分が 取れて落ち、 棒 
の部分だけ力斗 棄 ったものを言っている。 巨人 up タクフ <( それ ) だけしか ) 。 所属形であ るか 
ら、 ( 棒の部分だけしか ( 残っていない )>0 
9 ㌻ 1 %ws 正皿 kusunena レウシアンクスネ、 ナ 直訳すると ( 泊まるのだから ) 。 
9 ㌻ 22 yakpirkana ヤクピリカナ 直訳すると <. するとよいから ) 。 命令表現の一つ。 
@ 福浦 W,S@ は、 どちらかといえば 目上から目下への 言いつけ・指図の 文脈で使ってい 






96@ "wakkauskamuy,@ kamuy 
katkemata=lkoyca 中 a  
97@ wakkauskamuy@patek@somo 
ne,@nep@kamuy@ne@yakka/@kamuy 
u ぬ ropi 廿a  ewepe  kusu,ica 中 。 an 
sir@ne@na   
98@ iworso@ka@erok@kamuy@ne 
yakka,@ (e)@ sineikinne(e)no, 
i=kurkasi@(s,@i)@sikomanante@pa@wa, 
l%epunklne pa wa, apunno 
rewsi=an@kuni,@i=epunkine@pa@wa 
王 =ko ⅠⅠⅠ )are  yak  pirka  n "
99@ sekor@ hawean=an@ kor ，
yayeypakasnu=an,@a=rehe@ka@a=ye 





pisk ㎡kep さ ]kakaciseonnayp さ lka 
ka,@icarpa=an@kor,@kamuy@ne@manu 
p@orosama@a=pawetenke, 





102@ sekor@ hawean=an@ kor
た  
95  そしてまた、 持って来た食糧を 
持つて沢に下りて 行き、 
96  「水の神であ る女神様に供物まき 
をします。 
97  水の神様だけではなく、 何の神様 
でも、 神様 方 みんなに食べていただく 
ために、 まいているのです。 
㏄ この山の中の 土地におわす 神様 
も、 みんな一様に 、 私の上に身をまわ 
して守っていただいて、 私が 牡事 に泊 
まれるように 守って下さいますよう 
に」 
99  と言って 、 私は自分のことを 知ら 
せました。 私の名前も言って 自分のこ 
とを知らせながら、 沢に供物まきをし 
続けてから、 岸に上がり、 それから 
登って行って、 それから 
] ㏄ 泊まる家のまわりにも、 家の中 
にも、 供物まきをしながら、 神様に 願
いを言舌しました 0
101  「私のおじいさんが 音通ったとき 
に、 おまつりした 神々が、 この山の中 
の土地におわすでしょうから、 私を 
守ってくださいますように。 」 
Ⅰ 02  と言いながら、 供物まきを続け 
80 
94  wakk 蒲㎡ se ワッカニセ [ 自動 ][wakka- ㎡㏄ 水・を汲む ]< 水を汲む ) 。 ㎡㏄ ニセ は 
ひし ゃ くですくって 汲むことを言う。 wakka 伍 ワッ カタ ( 水汲みする ) は 、 川から汲んで 
手にさげて来ることも、 つるべ井戸から 汲み上げて桶を 天秤棒でかついで 来ることも含 
めて、 水汲みすること 一般を言う。 
96  koyc 紋 pa コイチャル バ [ 他動 ] 依 ひ田 柾 pa.,, に ・もの・をまく ]<.., に 捧げものをす 
る、 …に供物をまく )。 ic 町rpa 旧勘 m( 供物まきをする )に k か (. ‥に ) が接頭した 話 。 曲捌 - 
  
97-l ewepe ニ ウ エペレ色 u,e,ipe. ‥で・互い・と 共に・ものを 食べる 1(?H 初出であ る 
<( それ ) を皆で食べる ) 。 「神々が皆で 食べるように」という 話をしている。 
97-2 ic 旺Pa イチャルパ 伯動 ][i て a甲 a もの・をまく ]< 供物まきをする ) 。 庁 ㏄ -2 
98-l iwo め0 イウォル ソ [iwo ト ①m の中・広がりを 持ったところ ]< 山の中の ( 狩猟や採集 
の ) 地 ) 。 この娘はすでに 山の中に来ているので、 そのあ たりの土地一帯を 指すと思われ 
る。 ㏄ ソは 席、 座、 敷物の上なども 指し、 床や地面のように 広がりのあ る場所を言う。 
は㌻ 1 
9 ㌻ 22 sineikinneno シネイキン ネ 、 ノ ¥s 下鉄火什 -n 鉄no 一つの・集まり・として・ (副詞形 
成 )]no/ をつけず、 s 下 e 廿こ Ⅵ e シネイキン ネ だけでも言う。 (智一様に >0 
9 品 33 sikoman 町 lte シ コマナンテ Ⅰ s Ⅱ k ひ omn 師咀皿 te 自分を・ ( そこ ) に・歩く・させる ]
(?) 正k ℡ kaSisikom ㎝Ⅰ㎝ nte イクル カ シシコマナンテは (語り手 KM@ :< 私の上に身をま 
わして >0 
gg  yay 雙 rPak 棚 Ⅱ u ヤ イェイ パ カンヌ け ay モ ㌃ p 扶 ㎎nu 自分・について・ 人・を教える ]
く     は 自分のことを 知らせる >0 
1 ㏄ 一 l k ㏄ 血uynem 柾 Ⅵ V カムイ ネ 72 プ 直訳すると ( 神というもの ) 。 あ ぶないところ 
を助けてくれる 仔れたあ りがたい神を 畏敬の俳をもって 言うときに、 よく出てくる。 悪 
い神 、 化け物 (we ㎡ 鎮muy ウニ ンカムイ ) や熊のことには 言わない。 
1 ㏄ リ pawete 杣Ke バ ウ ェ テンケ 卜 a-w,e,t 億止 e ロ ・ ( 挿入首 ) . で・ (?)N 初出。 ( 語り手 
KMj : ぬ muyoro 鍋田 bapawet 田山ピ神に願 い を話す ) 、 「男なら㎏ⅡⅥ 打nomI カムイ 
ノミ ( 御神酒 ( おみき ) をあ げて厳粛に取り 行う神祈祷の 儀式 ) をするところだが、 女には 
それができないので、 神に聞こえるようにひとりごとを 言う」。 ( 語り手 KM? は、 説明 
の中で、 ㎏ⅡⅥ ykew 出血 uepawet は山 e カムイ ケウ トゥム ェパクエ テン ケ とも言ってい 
る。 73 では yayko 八 %ヤィ コ イタク ( ひとりごとを 言う ) が使われている。 これは日常普 
通にひとりごとを 言うことを言うのに 使われる語であ る。 r 金ユ集 U 」p. 309   
「 a 俺汝 ot は止 e わたしは絶叫して、 任㍉ 肛正 e 叫ぶ」。 そうだとすると、 pawet 田上 e バ 
ウ ェ テン ケ は 旧 ・で・叫ぶ )か 。 
101 一 Il apkashi 栢 アフ カシタ 直訳すると ( 歩いたときに >0 
101 一 22 noI ㎡ノミ ( ‥．をまつる 、 ‥．に御神酒をあ げて供物を捧 @る儀式をする >0 
101-3 iwo は0 イ タオルソ 巾  9㌔ 1 
8 Ⅰ 
ica 甲a=an  aan  a.( ヰナ ) 
Ⅰ 03  hine  orasuke=an  hine 
ipe=an   
Ⅱ 04  n さaa=korkuwa 打 la ㎞le(wa) 
a 臣slSamoma " て eW ,oraa 臣 k Orpon 
sike  (u)kasi,(a)sinki 。 an  k   kip 
nekusu,kasi(a=em,a)a,om 百 h 伍 c Ⅰ 
h  otke=an  a  p  ,  m  okor  ka 
a,et6 丁 an Ⅱ e. 
1@05@ rapok@hemanta@kosneno 
apapa@un@humas@humas   
1@06@ iyoyamokte=an@ hikusu, 
moymoyke=an@ka@somo@ki@no,@(o) 
ramno@ kane@ sikmaka=an@ hi e
ⅠⅠⅠ ka ⅠⅠ anakUSU, 
107@ noskike@pakno@erasraske 
pon@hekaci,@ay ， ku,@ukoani@kane 
h 伍 e,ahun れ伍e, Ⅰ， a Ⅱsoketam6no 
  
108  hikusu,kamuyi,sermakus 
kusu, i,kosini, netopakehe 
王 =nukarekakip,somoa=nuk 姦 Ⅰ 
自 pekor 巨 n,aIlkaetoramehikusu, 
hopuni 。 an  hineoripak,an  hine
姦 n=anakusui,e Ⅰ aI Ⅰkarap. 
]09  "oars ㎞ ene,ne,e,anwane 
yakul,menokoe,nepn さ山 1 さ ， iki 
wa@ (e=sik)@ e=siknu@ p@ ne@ ya 
a-er る血 Ⅰ ska ⅠⅠ kusu,(e,ese Ⅱ maka, 




] ㏄ それから食事をつくって 食べま 
した。 
104  例の私の杖 ( つえ ) は、 自分のそ 
ばに置いて、 私の小さい荷物の 上、 疲
れてもいましたので、 その上に乗って 
寝 ましたが、 眠る気にもなりません。 
105  そのうち、 何か軽く、 戸口のと 
ころで昔がしました。 
]㏄ へんだなあ と思いましたので、 
動かずに、 細く目を開けて 見てみる 
と、 
107  頭の半分まではげた 男の子が 、 
矢と 弓を一緒に持って 、 入って来て 、
私の向い側に 座りました。 
108  ですから、 神様が私を守るため 
に、 私のところへ 来て、 姿まで見せて 
くれているのを、 見ないふりをしてい 
るのはいやですから、 起きてかしこ 
まっていました。 するとその人は 私に 
挨拶しました。 
109  「お双がたった 一人でいたので 
は、 女だもの、 どうやって生きられる 
のか私にはわからないから、 お前を助 
けに来たのだ。 恐ろしいように 思うな 
よ。
1 ㎝ 一 l n さa ネア na ナと 聞こえるが、 語り手が n 迫a と訂正した。 
1 ㎝ り mok0r ㎏ etor 町 me モ コル カェ トランネ 直訳すると 畑民 るのはいやだ )0 
106  ra 血 nokanesikm Ⅱ aka ラム / カネシ クマ カ 直訳すると < 低く目をあ けた >0 く  語り 
手 KM@ : 「 ( 細く目をあ けた >0 家の人口の目の カヤ の 貴 ( す) を少しだけ上げることも、 
ram Ⅱnlo ラム /( 低く ) あけると言う。 
107 一 1 nosMkep 杣 moer 笛ぬ ske/ シキケパク ノエラシラ シケ ( 半分まで頭がはげている )0 
er あ raske の発音は不鮮明になり、 sと k が同時に発音され、 まるで er あ rak ㏄ エラ シラ 
クセ のようにも聞こえるが、 舌がもつれたためであ る。 意味は ( 頭がはげている >o f 千歳 
SN@ : 「はげのこと 言うけども、 epitce エ ピッチ ェ とも言う、 … erasraske ニ ラシランケ 
はあ んまりないもんの 話、 昔あ った話、 田田 抽血 ミントウ チ だけだ」。 n ㏄ k 化ep 杣 tKno/ 
シキケパク /( 半分まで ) は、 どこまでのことか、 fベナコリ UT) : 「わからない」 o H 千歳 
SN) : 「nosk 化 epaknloerasraske ノシキケパク ノエラシラ シケ ってここでは 言わない。 
s 化 orp 杣㎝ oerasraske シクオ 。 パク ノエラシラ シケ っていうことは 言うけど、 …それは 
田 Ⅲ出むミントウ チ たかっていうもの、 …ここ (= 目から 七 ) 、 こうなって皿になって い 
るから言う言葉だなと 思、 ぅ 」。 
10 Ⅰ22 uko る Ⅲ ウ コア ニ ( ‥．を一緒に 手に持つ >0 
107 イ荻 ㏄ ke アルソ ケ [ 肝-%ke 反対側の・ 座 ・のところ ]所属 形 ( 概念形は 打 ㏄アルソ ) 。 
( いろりをはさんでその 人の反 m士但 lJ>0 
108-1 sビ血寸 cus セルマクシ [ ㏄宙百 k- Ⅸ - の 背 御蔭・ ほ つく ](( 神が ). ‥の背後につく )= 
<G 八) を守る >0 
10 ㌻22 i=kos ㎞ iイコシ ニ 直訳すると ( 私のところに 休みに来た >0 この場合 s ㎞ シニ ( 休む ) 
は 、 人を訪問して 家に入ることを 言う。 たとえば、 訪問者に向かって「どうぞお 上がり 
( お入 り ) ください」に 相当することを 言うのにも、 小山。 lwasi ㎡ ア フ スワ シニケフンマ 
シ ニ ( 入って休みなさい )と言う。 
10 ㌻ll nる lun ‥・ yaer 旺㎡ sk 打 五ネ ウシ      ャニ ラ ミ シカリ ( どうやって    かわからない ) 二
( どうしても    しない ( できない ) と思、 う >0 
10 ㌻2 化 加 Ⅱ‥． na イカン      ナ (     しないようにしなさいね )。 ここの 汝 ㎝ ) イカンの使い 
方は、 77. 民話 (1) 29.35 に出てくる 汝 ㎝イカン と 違う。 (? 高満 W,S@ は ikiya.,,na イ 
キサーナと 言う。 禁止ではなく、 案じてやさしく 注意する言葉。 「 萱野 辞典 ト 「イカ ( 絶 
対一してはいけない )」。 
83 
e,yaynu  na. 
Ⅰ 10  ⅠⅠⅠ lntucitono  a,ne  wa,nay 
orta, る n,an  wae,korekasiapkas 
korpisno  ( り Ⅱ koycarpa. 
Ⅰ ll  pomo  nepekorya ⅠⅢ u kor 
icarpa  hikeka  poro  ikirihi, 
a=ey 姦 ykamuynere.newa 師 lpe(e, 
a)a=koy 百 yirayke. 
Ⅰ l2  e。 korekasineya そく ak p ne 
kusu,@apkas@kor,@apkas@kemasut 
kasi@ a=epunkine@ wa,@ apunno 
apkas@e=kor@ekasi@ki@p@ne@a@p, 
Ⅰ 13  huskotoywanoa=nuk 百 rka 




wano 舌 n=anaka ㎞ ue て amanwa 
i=koycarpa@siri@somo@ne@yakka, 
ⅠⅠ 5  ,wakkauskamuy,e ぬ remo 
oka@kamuy,@kamuy@opitta@ewepe 
kusu@icarpa=an@sir@ne@na' 
116@ sekor@hawean@ kor,@ e=kor 
ekasi@icarpa@kor@asmuma@ka,@haru 
ikirihi@ a=i=k6re@ p@ n  kusu, 
a,ey ゑ kamu ⅠⅡ lerekor ゑェト aIlpene 
ruwe@ne@a@p,@(ea) 
117@ huskotoywa/ekasiapkashi 
is3 Ⅲ orano,@iperusuy=an@ka@ki@kor, 
an=an@pe@ne@ruwe@ne@a@p ， Cw)=kor 
ekasi@ene@itak@a@hi@neno@e=hawean 
Ⅱ 0  私はカッパの 王 だ。 沢に住んで 
いて、 お前のおじいさんは、 この辺を 
通るたびに、 私に供物をまいてくれた。 
ⅡⅠ 少しのように 思ってまいても、 た 
くさんになるので、 私もそれをもらっ 
て、神の国で、 神らしく暮らすことがで 
きた。 そのことを私は 感謝している。 
Ⅱ 2  お前のおじいさんもそうしてく 
れたのだから、 おじいさんが 通るとき 
には、 歩く足元を私が 守ってやったので、 
それで無事に 行き来していたのだが、
Ⅱ3  ずっと前から 全伏見かけない。 
それにつれて、 私はおなかもすいた。 




Ⅱ 5  「水の神様と 一緒にいる神々がみ 
んなで食べるために 供物まきをしてい 
るのですよ」 
Ⅱ 6  と言いながら、 お前のおじいさ 
んは供物まきをする。 そうすると、 私
にもたくさんの 食糧が与えられるの 
だ。 それで私は神の 仲間としての 面目 
をほどこすことができていたのだが、 
Ⅱ 7  ずいぶん前から、 おじいさんが 
来なくなってから、 おなかもすいてい 
たのだったが、 お前が、 おじいさんが 
言っていたのと 同じことを言いなが 
84 
1 ㏄ 田 eohaysitoma ェ オハイ シ トマ [ 他動 K(.,, を 恐れおびえる ) 。 汝 ㎝イカンから na ナ 
までの部分、 直訳すると、 (私を恐れおびえないようにしなさいね ¥0 & 語り手 KM) : 
( おっかないなあ と思わないで )。 切蛆 膵 itom るオハイ シ トマ 伯動 K( 恐ろしい >0 げ 126 
11 帖 1 皿ⅢⅠ cltono ミントゥ チト /  m 下田付ミントゥ チ はⅡ日本語みづ ち ] で、 ( かつは 
(@ 童 )> と言われている。 小さい男の子で、 頭の上半分には 毛がない。 この話では助けて 
くれる善いものとして 登場している。 t千歳 SN@ : Ⅲ l の中にいるものだっていうんで 
しょ。 深いところに。 子どもでしょう。 ここのところ ( 頭の上 ) が皿になって、 そこに水 
が入っていたら 力が強いんだというものがいるでしょ。 それのこと」。 「 金 全集 l2Jp.672: 
「ミンツ チ は化物 ( 力ミアシ ) の部類」、 「元は草人形、 庖瘡 神と闘った」、 「善い事をしてく 
れるのもあ る」。 r 知分類人』 p.382: 「 聖伝 oynaa 」の引用で、 庖瘡 神と戦った草人形の 神
の「死霊 わ 化生して山田山 せ Ⅲ @ 童 ) の神となった」。 tono ト / は 、 このような場合、 
い冨満 W) は ( 王様 ) と訳していた。 (首領 ) 、 ( 親方 ) 、 ( 殿様 ) などとも訳せるが、 いま ( 王 ) 
としておく。 
110 り apk 笛 アブ かン 直訳すると ( 歩く ) だが、 どこかへ行くとか、 どこかから来るとか、 
そのあ たりで動きまわって 仕事をするなどを 表すのに使われる。 
1ll  a,koy 巨 y 廿 ayke アコヤ イライケ語幹は [k ひyayirayke. ‥に・感謝する ]、 通常 
koya 肝 yke コヤ イライケ と 発音され、 ここでも a,koy 百灯 ayke と発音されている。 そ 
の場合でも i を入れて書くのは、 ya 打 ayke ヤ イライケ ( 自殺する ) と区別して、 ya) 斤 ayke 
ヤ イライケ ( 感謝する ) と関係があ ることを示すためであ る。 150 ， 161 のも同様。 
1l2  kemasut ケ マスト Ⅸ ema-sut 足 ・の下端の方 ]。 
11 年ll a=uk6eramewnmnkamuy アウコ エラメウニンカムイ 二音声資料 2J( 福浦 W) : 
a Ⅲ k く O ㎏㎡田田 e Ⅵ巾 ㎞karnuy アウココ エラメウニンカムイ ( 人に知られていない 神) 。 そ 
れより ko が一つ少ないが、 意味はそれと 同じであ ろう。 
11422neywano ネイワノ 直訳すると ( どこかから >0 < どこかから私のいることを 知っ 
て ) とは、 ( どこかから聞いたか、 どうしてか、 私たちがいることを 知って ) 。 
11 ㌔ l et 接甘 mo ェトゥ レンツ [ 俊則 ] 卜抽て甘 lno その頭が・ - と一緒にいる・ (副詞形成Ⅱ 
(?)(- と一緒にいる )0 初出。 抽托 n トタン ン は (- と一緒にいる、 …に 遇 いている )0 
[ 萱野 辞典 ]: 「ヱ ドレン と 合わせて」。 
115 り ewepe エタヱペ 由 っ Ⅰ 1 








118@ W Ⅰ kkauskamuy@oro@W3no ， 
(a)e=carpa@haru@ponno@ne@pekor 




ⅠⅠ g  ha Ⅰ u  kurkasia,kosimacici, 
(a) s1 市ⅡⅡ， ankor,i 八 ka て -anakusu, 
120 NupurlkesunPurlwenkur, 
(a) e目 apkas kunl e Ⅰaman wa/ 
e 臣etokouswa, 
Ⅰ 2l e=koekimnekun Ⅰ ( ) Ⅰ amu 
ko て anslrla=nuk ゑ Ⅰ wa, 
Ⅰ 22 a=e,k6emosma wa ne 
yak ℡Ⅱ， n 壱Ⅰ 虹 1 さ Ⅰ lklya 知く ,menoko 
e=nekusu,a=e=p6nekonukunuku 
walsamno ⅠⅢ e, ㎞ kar-aIlwakusu, 
e=ka  a-opiwkikusu  さ k=anr wene 
na ， 
123@ i=eohaysitoma@ (a)@ pekor 
som ・ o@e=yaynu@no,@sowsut@ta@(e, 
nani,@a)@yayukotaptapu@e=ki@wa 
e 亡hotkewae 臣 anwa,n さ unlkLan 
ya 如 くa, 廿 ekie,Imo 戸 Ⅱoykeno,e=a 且 
wa@ne@yak, 
1 24@ ne@ Nupurikesun 
Puriwenkur@a=wenpakasnu@kus 
ne@ruwe@ne@na" 
125@ sekor,@hawean   
126@ (a)@sorekusu@inu@ne@wa@a=ki 
ら 、 供物まきをしてくれたので、 
Ⅱ 8  水の神から、 お前がまいた 食糧 
は少しのように   思いながらまいても、 
たくさんになって 神のところに 届くの 
だから、 それを分けてもらって、 それ 
で私もえらくなれた。 
Ⅱ 9  食物をもらって カ がつき、 背伸 
びをし、 体を伸ばして、 見ると、 
120  出すその悪党が、 お前が来るの 
を知って、 待ち伏せして、 
121  お前を殺しに 行こうと思ってい 
るのが見えたので、 
122  ほうっておいたら、 どうがん 
ばっても、 お前は女だから、 首までバ 
リバリ食われてしまいそうに 見えた。
それだから、 お前を助けに 来たのだ 
よ。 
123  私を恐ろしいように 思わない 
で、 隅の方にまるくなって 寝ていて、 
私がどんなことをしても、 動かないで 
いたならば、 







117-2 6,ic け rpa エイチ ャ ルパ発音は ey ㏄甲 a エイチ ャ ルパ。 
1lg  k ㏄廿は cici コシマ チチ s ㎞℡ 苗己 シマ チチと 言っているが、 語り手自身が 訂正した。 
この語の含まれている 部分、 @語り手 KMp :( 食べ物をもらって カ がついた ) 、 「背のび 
しながら 力 ついた」。 [ 萱野 辞典 ] 「シマ チチ か がまる : 自分の体を縮めること」。 この解 
釈だと、 この語の含まれている 部分は、 ( 食べ物の上に 身をかがめ (て食べ ) 、 身をのばし 
て見ると ) となる。 
12 帖 l Nupu Ⅱk ㏄ un Ⅱ㎡ w け山℡ ヌ プリケ ス ンプリ ゥヱ ンクル 市 up ℡Ⅱ㎏ チ℡ lp ℡ 丑 wm- 
k Ⅲ 山 ・の 末 ・にいる・素行・ 悪い・ 人 ]< 出 すその悪党 ) 。 ャ 生悪 ( しょうわる )の人食い熊 
の呼び名の一つ。 実際に山のすそに 住んでいたわけではない。 悪ロとして山の「下の 端」 
と言うのであ ろう。 
120 り apk 笛 アフカシ 臣 11 年 2 
120 づ etokous ェトコウシ eloko ㎎ ヱトコウシ には ( 準備する、 まさに - しようとする )
の意味もあ るが、 ここでは待ち 伏せしたことを 言っている。 「 久 辞典 稿 」 : 「待ち伏せ 
る 」。 
121 一 l k ㏄ u Ⅱ me コエキ ムネ 山 O モk 血 Ⅵe. ‥に向かって・ 山に狩りなどに 行く ] この場合 
は 、 熊のほうが人間 什お前」、 つまりその少女 )を狩りに来ることを 言っている。 ekin)ne 
エキ ムネ ( 山へ行く ) という語を含んではいるが、 この熊は村から 山へ来るわけではない。 
山の奥の方からⅢ沿いに 下って来るのであ る。 由  130 
12l セ n 山ぬマヌカラ ( 見る ) 。 ここでは霊力で、 眼前にないことや 未来のことも 見える ( わ
かる ) ことを言っている。 122 の 廿正 ar インカラも同様。 
12 た]l ponekonu 内 Ⅱ muku ポネ、コヌクヌク 1 他動 ] 甲 on 圧 k ひ nuku--n Ⅲ く u 骨 ・と一緒に・ 
( 擬態 ) . ( 重複 )] であ ろう。 (語り手 KM@ :( 骨( の ) ままバリバリ くっ てしまう ) 。 
n い く Ilnnk く  は初出。 
12 ㌍22 inkar インカラ すぐ前では，．． sim(,,. している様子 )が目的格で、 他動詞 n 田姐旺 ヌ 
カラが使われたが、 ここでは・ ， ， noyn)e が連用句なので 自動詞の廿 止ar インカラカ % 安われ 
ている。 
1 お 一 l e,ohaysitoma ェ オハイ シ トマ け 109 
12 ㌻2 sowsut ソ ウスト 隅 ( すみ ) と訳すが、 角のところとは 限らず、 家の ( 部屋の ) 端のほ 
う ( 壁際のほう ) を言う。 
123 づ ya 尹 lko 仮 p 伍 pu ヤユコ タフタ フ け ay-u 又かtap ぬ pu 自分を・一緒に・ 固める (?)] 
t ペナコリ UT) :( 丸くなってかたくなっている )0 [ バ 辞典 j 「 t 火o ねptapu ひ Ⅰ・ fon0llIlP 
intna 加 I Ⅱ
12%1 %unewaa=kipnekor ㎏ イヌ ネヴァキ ブネ コル 力 直訳すると ( 聞くことで私は 
したのだけれど )。 ( ただ聞いただけだけれど )という慣用句らしい 0「 金ユ集 1J3 ㎝-5: 
「 田 unewa/akipnekoro ㎏うち聞くのみでⅠわたしがすることなれど」 、 ぬ5 ㌻ 660: 
「㎞ 氏帥 newwa/ ゐ kip ㎎㎏①㎏見るだけをしているけれど」 、 『 金 虎杖 丸 』 2108@ り :「血 k 帥
n さwa/akipnekor ㎏ た ，見物にしてⅠわれ 居たるなれど」。 
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p@ (ne@ ko)@ ne@ korka,@ wen-
ohaysitoma ， isoytak@kor@an@pe 
(wa)@ kasi@ unterke=an@noyne 
yaynu=an@ kor,@ cis=an@ kor, 
a=ekimatek,(a)akusu, 
Ⅰ 27  %matek,aIlpekorya Ⅰ 田 u-an 
wa, 
128  "e,awae,an  yakkawaka 
wen@na,@hokure@hokure@sowsut@ta 
e=sirkam Ⅰ  amu@p@ne@na,@tane@ek 
kusu@ne@na" 
129@ sekor@hawean@ne@kamuy@ki 
p@ ne@ kusu,@ reyereye=an@ hine 
sowsuttaa や a,m  wa,s 廿 kamu-an 
wa  (n),  an=an  
130@ rapok/@mosir@ka@iyuninka 
neno@hawkan-pererke@hemanta, 
pet@pes@san@hawe@as   
131@ akusu@nea@kamuy,@(a/a/ape) 
apekes@oyaetaye@hme,@ape@toyko- 
una-una ・ pe ne kus sir- 
toyarekurok ・ 
132@ (wa@si)@wa@ne@kamuy@ka 
mtanmweneyaa Ⅰ e Ⅱる IT Ⅱ Ska て lno, 
百 n=an  ap,hawkan-pererke  ko  
san@wa,@ek@hemanta,@apa@or@ta, 
osiroun'oun ． 
133@ "pirka@ pon@ menoko 
k e w t u m@ o r w  a 
a=yaykoramuosma ， 
134@ pirka@pon@menoko@ek@wa@te 
すが、 ひどく恐ろしくて、 私は、 その 
話をしているものの 上に、 とびついて 
しまいそうな 気がしながら、 泣きなが 
らオロオロしていました。 すると、 
127  「おびえたような 気持ちで 
128  座っていてもた め だから、 さあ 
早く隅の方に 伏せるんだ、 もう来るか 
ら」 
129  とその神様が 言いましたので、 
私は、 はって隅の方に 行って、 伏せて 
いました。 
130  そうするうちに、 m にまで響く 
ようにものすごい 声で吠えるやつが、 
川沿いに下って 来る声がしました。 
131  すると、 さっきの神様が、 燃え 
さしのたきぎの 尻を手前に引いて、 火
にすっかり灰をかけました。 そのた 
め 、 まっ暗になりました。 
132  そしてその能も、そんなに足が 
早いとは知りませんでしたが、 すごい 
吠え声をあ げながら下って 来たやつ 
が、 戸口のところで、 大きな図体がつ 
かえて、 ひっかかっていました。 
133  「よい娘を、 おれは心から 気に 
入った。 
] ㏄ よい娘が来て、 ここに泊まると 
88 
126-2wen づ haysitoma ウ ヱヌオハイ シ トマ [ ひどく・恐ろしく 居、 う ]ohaysiloma オハイ 
シ トマは自動詞 0「中子辞典 J:U おそれる >0 ¥ バ 辞典 ]: 「oha ㎞ te ひⅠ め旋 af 「az 仮Ⅰ。 他動 
詞㏄ mzM 膵itoma(. ‥を恐ろしく 居、 6) は，ァ 1 ㏄ ， 1 お 
127 北町風 atek, 姐 pekoryaynIu=anlwa キマテ クアン ペコ 。 サイズア スフ 直訳すると ( 私 
はビクビク ( オロオロ、 ハラハラ )するように 思 、 って ) 。 ここから 力 ・ハ イ の言葉の引用が 始
まる。 しかしこの部分は、 カッパが 2 人称で「お双」と 言ったはずのことを、 引用してい 
る 工人公の自称の 形で「私」と 言っており、 次の臼 awa 餌酊 Ⅰのところからカッパの 言葉 
そのままの、 2 人称の形での 引用に変わる。 
128-1 y寸こ awak 箔 wen ヤッ カワカウェン y 寸みく a ヤッカと wa ㎞ ワカ の両方が続けて 
使われた例は 初出。 言い直したのであ ろうか。 
128-2 sirkamu シリカム 拍動 ][s 下㎞ mu 地 ・にかぶさる 1< は ら ばいになる >0 @ 千歳 S 
N 畦 うつぶせになる )。
130-l mosirkai 丑 minkan 毛 Ino モシリカイコニ シカネ /  @ 山山セ a イユニシ カには [i- 
皿㎡ - ぬもの・が痛む・させる ]< 人を痛くさせる、 人にけがをさせる ) があ るが、 この場 
合は 、 語り手によれ ば 、 ( 山を痛くさせるように )ではなく、 ( 山にも響くように >o u 皿 Ⅲ
ウニン <( 大きな音が ) 響く ) の派生語であ ろう。 uガ血 ， 1--u 血Ⅱ Ⅰウニ ス ウニン (. ‥にゴーゴー 響
く >i 二風 合 KK 民話 ) の例が [ 音声資料 5J にあ る。 二つの un 廿Ⅰウニンは、 語源的には関 
係があ るかもしれないが、 不明。 由 民話は )39-3 
130-2haw ㎏皿・ pe 正 rke ハウカンペレル ケ <( 熊が ) ものすごい声でほえる )。 二話 の アクセ 
ントで発音している。 山aw よ a キぴ下 モト ke 声 ・の上へ・ ( 割れることを 表す語根 ). ( 重 
複 ) . ( 自動詞形成 )] 直訳すると ( 声の上のほうでバリバリ 割れる )であ ろうか。 
131 一 ・ l k 伍巾 [uy カムイ 「 神 」とも訳せるが、 ここでは悪い 熊( 出すその悪党 ) のことを言って 
いる。 すぐ上の㎏ 血 uy カムイ ( 神 ) は机下 ぬむぬ )no ミントゥ チ ト バかソパ の 王 ) を指す。 
131 一 ;2apekesoyae は ryア ペケ シオヤイエ タイ ェ [ap 色 k ㏄Ⅰ ya 七㎏ ye 火 ・の 末 ・その 尻 ・ 
岸 (= 炉端 ),( 挿入首 ).- を引く ]oyaetaye オヤ エタイ ヱ は ( うしろ へ ( 二 炉端の方へ ) 
ひっぱる )0 燃えさしの木の 尻をつかんで 手前にひっぱった。 f 千歳 SN) :a 甘よ㏄ ま aye 
ア ペケ シ エタイ ェ ( 燃え尻の木あ と さ 引け ) 。 ( 福浦 S) :apek ㏄ oyaona アペケ ソ オヤオ 
ナ ( 木の燃え 尻力 。 炉 ぶちに上がる ( ニ燃えうつる ) ぞ ) 。 [ 隠 ] 二( こいつはおしゃべりだから 
あ まり深いことまで 聞かせるな )。 [ 萱野 辞典 ]: 「オヤエタイ ェ 後ろへ引っ張る、 あ と ず 
さりさせる」。 
131 イ toyk ひ血 launla トイ コウナウナ姉話 の アクセントで 発音している。 [loyk か 山頂 -% 咀
すっかり完全に・ ( 火 ) を灰の中に埋ける・ (重ネ夏 )]0 
131 Ⅱ sir-toya ㎎ 蕪 l 町 k シット サンクロク [s 正toy-ar そ ㎞旺 @ok あ たり・ひどく・まるっき 
り・真っ暗であ る ]< すっかり真っ 暗になる )。 
132  ㏄ 廿つ Ⅱ 邱 0 旺 Ⅰオシリオ タスオ ウン 三話 の アクセントで 発音している。 [O.S 廿づ ⅢⅠ モ皿 
その尻が・あ たり・にはまりこむ・ ( 重複 )]oun) づ ⅢⅠ オウヌオタ ンは、 oun)o 匝 Ⅰ オウ / ウ 
ンと 発音されることもあ る。 狭いところにつかえてなかなか 抜けられない 状態を言う。 
133  yaykora 爪 muosIna ヤイ コラム オソマけ ayk ひ ramu ㏄由巨 自分にひとりで・ 同意す 
る ]< 自分の心にかなう >0 
89 
ta 甘 ewsikMia=nuk ゑ rwakusu, 
Ⅰ 3 5  る k , a n w  a 
a=pon さ konukunuku  a,raykewa 
a=e,orapirkar 百 macihikamuyor 
ta,a=sip 舌 rosukerekunaka=ram 丘 
kor さ k,anap, 
136  さ k,anku ㎡ erampewtekpe 





eun ， eun@hi@ta ， ne @i=ka@opas@wa@an 
a@kamuy,@nep@ka@cotca@humi@ne 
kotom@an   
138@ sir-cotca@(hu,@hu)humi@as 
akusu@n@a@wenkamuy,@pokaskaun 
hawkan-pererke@ a@p ， hawko- 
mutkot- Ⅲ utkot@kor, 
139@ apa@ or@ta@ ohorkahosipi, 
hawe  as㎡ pa ㎞ o  ne ㎞ e,oranep 
hum@ka@nep@h8W@ka@isam   
140@ akusu@ora@nea@kamuy@suy, 
cuna@ape@puspusu@hine ， apeari 
hine, 
141@ "iki@ wa  iki@ wenkamuy/ 
a=wenpakasnu ・ 
142@ a=esipopke@p@ani ， a=rayke@p 
anakne@yaykatcipi@ka@(eaykap@ne 
P)eaykap  penepe,a=kuw る lhe ㎡，
a=wenpakasnu@ruwe@ne@wa@nep 
見たから、 
] ㏄ おれはやって 来て、 骨 までバリ 
バリかんで、 殺して食って、 それから 
その娘のよい 魂に、 神の国で、 食事の 
世話をさせようと 思いながら来たのだ 
が、 、 
136  おれが来るとは 知らないものだ 
から、 火にも灰をかけてしまって、 
真っ暗だ。 だからといって、 一人の娘 
を見つけそこなうものか」 
137  と言いながら、 戸口のところで 
モタモタ しているときに、 さっきの、 
私を助けにかけつけてくれていた 神様 
が、 何か射た昔がしたようでした。 
] ㏄ 矢を射た昔がしたところ、 その 
は けものは、 あ んなにものすごい 声で 
吠えていたのに、 声がとぎれとぎれに 
なりながら、 
139  戸口のところで 逆もどりしてい 
く声が聞こえただけで、 それからは何 
の音も、 何の声もしません。 
1 仰 するとさっきの 神様がまた、 灰
をかけた火をかき 出し、 火をたいて、 
741「あ のろくでなしの は けものを、 
ひどくこらしめてやった。 
142  秋力 剛克 っている武器で 殺された 
ものは、 生き返ることができないのだ 
が、 あ いつは私の弓でこらしめたのだ 












137 ell1l,e ⅦⅠ エウス エウン トⅢⅠ七町Ⅰその 頭が・ ( そこ ) にはまりこむ・ ( 重複 )] 入口の 
ところで、 入るでもなし、 入らないでもなし、 ちゅうちよしているとか、 ぐずぐずして 
いるとかの様子を 表す言い方。 132 の 0 旺 Ⅴ 0 ℡Ⅰとは違う。 apapae ℡ 廿 e ㎝Ⅰ ア パパ エウス 
エタンは、 @ 千歳 SN Ⅰ :( 戸さ 外から、 のぞきこむ )。 @  ペナコリ UT) :( 戸口にモノ モ 
ソ してる ) 、 「入らないで、 戸口に 、 行ったり来たりしていることを 言う」 O apapa 
0 Ⅰガ 0 はⅠ ア パパ オウ 2 オ タ ンは、 @ 千歳 SN@ : 「大きくて、 入ることもできないから、 
戸にはさまっているっていうこと」。 
138  h 畑a¥wk ひ mli 化 ot-mu 化o1 ハウコムトコトムトコト ㎏ w-k かmu 灰 ol-rnu 氏 ot 声 ・が・ 
(?) , ( 重複 )]< 声がとぎれとぎれになる )。 mut ムト は rnu ム くつまる ) と 関係があ るか。 
kot コト は (    につながれてくっついている )と関係があ るか。 それとも mutkot ム トコト 
全体が擬音語 か 。 
139  0horkall ㏄ ipi オホル カホ シピ 旧動 ]bh ㏄㎞ 由 ㏄ ipi その 尻 ・逆戻りして・もどる ] 
( 語り手 KM) Ⅱ あ とず さりしたのではなく )( 逆戻りした ) 。 しかし (f 冨満 S@ :ohorka 
オホ ル力 ( 後ろ向きに ) 、 ohor ぬ h㏄ ipi オホルカホシピ (あ と ず さりする ) 、 ohor ぬ apk ㎎ 
オホルカアプ カシ ( 後ろ向きに歩く )0 
141 Ⅱ iuwaiH イキ ワイキ 直訳すると ( ものごとをしてものごとをする )0 Ⅱさ a ネア ( あ
の、 例の 、 前に話したあ の ) の代わりに newa 杣ネ ワ アンと言うように、 これは 照 a 
ノ キアの代わりであ ろう。 前に言及したんモノについて ( あ の． ， ． ) と言うときに 使うとい 
う点は n さa ネアや newa ㎝ ネヮ アンと同じだが、 この @ldwa №イキワ イ キ は 、 ( あ
あ いうことをしたあ の．Ⅰというニュアンスであ ろう。 
141 一 22wenpak 伍 snu ウェン パ カシス ( ひどくこらしめる )。 生き返れないように 殺してし 
まったことを 言っている。 142 のも同様。 
14 ㌔ 1 ㏄ ipopkep エシホブケプ 初出。 a@ 鐸ipopkepa ㎡    アエシホブケ プアニーは、 ( 語り 
手 KM) :< 神様が使ってる 道具で殺したものは、 生き返すことができない ) 。 「菅野辞 
典 J : 「 エシポプケプ 武器 : その人あ るいは動物 力 神幸っている 有力な手段」。 [バ辞典」 : 
「㏄ hipopkepn.A 所ぉ ・ 而 tpllemfen 化 イ w 切Ⅱ 
142 イ  kuwehe クウヱヘ ku< 弓 ) の 所属 形 。 (  福浦 W, S) は弓を k 丘hu クフと 言い、 
KuWw 由 e クウヱへ はアマ ッポ ( 動物をとるための 仕掛け 弓、 わ なの一種 ) を言う、 という 
ふうに区別していた。 @ペナコリ UT@ は、 ( 語り手 KM Ⅰと同じく、 両者を区別せず、 両
方 とも kuwehe クウェへと言う。 
9 Ⅰ
e=sitoma@ka@tane@anakne@somo@ki ・ 
143@ hikusu,@ tanesirpeker, 
nlsa は n wk ゑ Ⅱ て uwenena, 
Ⅰ 44  (suke)e=sukewa  さゴ pe,wa 
ora@ne@i=armoysam@un@e=arpa@wa 
tapne@ne@hi@e=ye@kor@e=arpa@yakim, 
145@ i=armoysam@wa@aynu@toska ， 
e=rura@wa@arki@pa   
146@ yakun@ oro@ ta@ easir@taan 
wenkamuy,@usa@munin@samamni 
munin@ekayni ， h ruhu@ne@yakka 
生 (e)eeymekwa,l, 、 m"",d, 。r  
147@ ne@hi@pakno@anakne,@sinen 
e=ne@wa@ene@e=kar@hi@ka@isam@kusu ， 
e=kama@wa,@ (e)@ e=otetterke@kor 
e=kama@wa,@e=soyne@e=ahun,@kasi 
un@ e=okuyma@ e=osoma@ yakka 
pirkaruwenekusun さ Ino さ =ikiy 荻 
pirka@ora, 
148@ asinuma@anakne,@mintuci 
tonoa 二 Inewa, 百n Ⅰan.(#) 




ekasi@eun@(hene)@e=ye@wa, ・ (arsu  
hene)@arsuy@ne@yakka@pirka@kusu, 
mknes Ⅱ arl,r Ⅱ k Ⅱemaw,l=koca て Pa 
wa l,ko て e yakne, 
a-ey ヒ %ykamu 膵 eFekusune Ⅰ uwe
nena,nul 川 
い 。 
] ㏄ だから、 もう夜が明ける、 東が 
明るくなってきたから、 
] 何 食事をつくって 食べなさい 0 そ 
れから出向こうハイテって、 こうこうい 
うことがあ ったということを 言えば、 
] 仏 山向こうから 大勢の人々がお 前
を送って来る。 
1 蛉 そうしたら、 そのとき初めて、 
このばけものの 肉も、 くさった倒木や 
くさった折れ 木に、 こやしとして 分配 
されてしまうだろう。 
147  そのときまでは、 お前一人でど 
うすることもできないから、 またい 
で、 ドカドカ踏みつけながら 乗り越え 
て 、 出入りし、 その上へ大小便をして 
もいいから、 その ょう にするがよい。 
それから、 
] 何 私はカッパの 王である。 
149  私は上等の イ ナウなどをもら ぅ 
のは遠慮する 者であ るから、 乾いた 酒 
かすと皮のままのかたい イ ナウを、
] ㏄ 私にあ りがたいと思ったなら、 
おじいさんに 言って、 一度でもいいか 
ら、 かたい イ ナウを私に捧げてくれれ 
ば、 それで私は一人双の 神らしくなれ 
るのだから、 そ う しなさい。 」 
92 
14 ㌻ 1 % 且 e ‥． ruwenena タ ネールウェ ネ、 ナ 挿入句。 ㎡ k ㎎ u ヒ クス ( だから ) は U4W の
臼 su 止 e    エスケーへと 続く。 
143-2 ㎡曲血 law 好 Ⅱ ニサ トマ タ カリ 直訳すると ( 夜明けの東の 空の白みの気配がただよ 
う ) 。 ( 語り手 KMl :< 東が明るくなってきた >0 
144 tapnene ㎡ 田 yekor キ沖 payakum タフネ ネヒ エイ ェコ 。 エアルパヤクン 直訳す 
ると (     言いながら行けば >0 「行ってこういうふうに 言う」ということをアイヌ 語では 
「こういうふうに 言いながら行く」と 表現する。 
14 仁 1lml Ⅲ 下sa Ⅲa Ⅲ㎡ m ℡Ⅰ 下e ㎏ y ㎡ムニ ンサマ ムニ ム ニ スエ カイエ ( くさ つた 倒木や 
くさ つた 折れ木 ) 。 [ 田mam,- ㎡横になっている・ 木] は ( 「腐木」 二 倒れた 木 ) 、 e ㎏ ) 田i ト 
㎏ y- ㎡その頭が・ 折れた・ 木] は、 ( 折れて上のほうがとれて 下のほうだけ 残っている 
木 >o mu ) ガ Ⅱ 1 ムニン は木や草がくさる (ォぅ ち るにとを言 う 。 @ 語り手 KM サ : 「( その肉は ) 
みんな、 くされ根っこや、 くされねっかぶやらに、 切った ぎっ て、 分けられてしまう」、 
「食べない。 悪い 精神持っ、 悪 い態 だから」。 
14 仁 22a 』 e押 Ⅱek ァエイメク a ㎡ ymek アェエイメクと 言っているが、 語り手が訂正した。 
262 では、 ほぼ同様の文脈で e押 Ⅱ刮 小皿 エイ メッカ ラ が使われている。 1福浦 S) の言葉で 
は、 e 押 Ⅱuek は目的語を一 つ だけとる他動詞で <... を分配する ) 、 e 押 Ⅱe 憶 Kar は目的語を 
二つとる 複 他動詞で (..@ を - に分け与える )。 まつ子さんのこの 話では、 両方とも 複 他動 
詞として <.,, に -を分け与える ) の意味で使われている。 
149-ll eyay 中 at 旺@aye エ ヤイパタライ ェ W 他動Ⅱ語り手 KM Ⅰ :< 遠慮する >0 ぐ福満 S@ :( ‥  
のことで気の 毒な思いをする )。 ここでは、 ( 身分の低いか ソパ の王にすぎない 者が、 立
派な神がもらうような 立派な イ ナウをもらっては、 もらいすぎで 恐縮だから遠慮する ) と
いうようなニュアンスであ ろう。 
149 一 22 satslran サトシラリ ( 乾いた酒粕 ) とは、 ( 語り手 KM@ : 「どぶろくを 作ったら、 
ざ るでこした、 ほしとのカサカサした、 かす」。 
14 ㌻， 3niknlemnaw ニク ネイナウ ( 硬い イ ナウ ) とは、 @  語り手 KM@ : 「あ たりまえのいい 
イ ナウ取れないカムイで、 くそかわむかないでそのままの、 イ ナウの形、 つくったやつ」。 
㎡ ぬ ne ニクネ は川下では㎡㎞ e ニ卜さ 。 
15 帖ll koya 尹 rayke コヤ イライケ。 ァ111 
150 り ㎡㎞ lesi 典h ニクネ シラ リ ( 硬い酒粕 ) 二%ts 廿㎡サトシラリ。 "149 り
15 年3eyayl ㏄mu 尹 lere エヤ イ カムイ ホン [ 他動 ] 卜 yay 去aI Ⅱuy.n 甲 re( それ ) で・自分・ 
神 ・になる・させる ]( それで神になる )とは、 そういうものをもらってそれによって ( 他
の神々を酒宴に 招くなどできるから ) 、 神々のところで 高くみてもらえて、 神 らしく暮ら 
せる、 ということを 言う。 
150 Ⅱ nu ヌ 直訳すると ( 聞きなさい )0 つまり ( 聞いたとおりにしなさい )。 ちなみに ye 
pnu イ ェ％ ヌ ( 言うことを聞く ) とは言われたことに 従うことを言う 0
93 
151@ sekor@hawean@kor@kuripan 




ne@manu@p@a=ki ， iyohay-sitomare   
154@ kamuy@i=ka@opiwki@somo@ki 
a@yakne,@ene@an@poro@p@i=ko(ao/ 





ciki@ i=okake@ ta@ a=kor@ ekasi/ 
makanak@iki@aan@pe" 
Ⅰ 56  sekoryaymu=anoranlo ㎡ s,a 且 
a@an@a@kor,@sirpeker@hi@a=tere@kor, 
an=an@ ayne@ cise@ onnay@ ka, 
sirpeker ， 
Ⅰ 57  wa,a 二nuk ヒ五て easkay  no,ne








a,ne, a,kor  ekasi i= Ⅰ esu  p6ka 
eyaykoram-petetne@kor, 
159@ pakno@(sukuan)@sukup=an 
151  と言いながら フッと 姿が消えて 
しまいました。 
152  それから私は 泣きながら、 
] ㏄ 「ちょうどレル ) ところに神様が 来 
てくれたおかげで、 生きのびることが 
できた。 あ あ 驚いた。 
] 呂 神様が助けてくれなかったら、 
あ んな大きなものが 私をねらって 飛び 
込んで来たのに、 どうやって助かるこ 
とができたろ う 。 私の骨のくずさえ も、 おじいさんはどうやって 見る と 
ができたろう ? 
] 邱 私が @ 死んでしまったら、 私の死 
後 おじいさんはどうしたろう」 
] ㏄ と思いました。 泣きながら、 夜
が明けるのを 待っていましたが、 しば 
らくして家の 中も明るくなりました。 
157  そして、 よく見えるくらい 明る 




158  「なんというとんでもないやつ 
が、 人のうわてになろうとして、 つま 
らぬ 女 、 おじいさんに 育てられた私 
を、 おじいさんが 夜襲の群に襲われて 
どうしようもなく 困っていたあ とで、 
私一人を、 苦労して育ててくれて、 
159  私はここまで 成長して、 おじい
94 
153-l hi 五戒 teep 八ヒナクテエパク @ 語り手 KM@ :< ちょうどよく )。 ( や冨満 S@ : ㎞ 咀k 
ta 年頃 k ヒナクタエパク (ちょうどいいあ んばいに )。 
15 ㌻22s 化mlinem 旺lupkl シク 2 々 、 マ スフキ 直訳すると ( 生きるということをする /し
た ) 。 いのちがあ ぶなかつたがかろうじで 助かつたという 文脈で使われる 慣用句。 
1% 一l ay 証 t<ne ア ヤク な、 a は「以双」を 表す助動詞で、 ここでは (あのときに神が 私を助け 
てくれなかつたとしたら．‥ ) という、 過去のことを 言うために使われている。 
1 列 戒 hl Ⅱ 八 wa ヒナ クワ 直訳すると ( どこから ) だが、 この句はくどうやって、 どのよう 
にして ) ということを 言うのによく 使われる。 
156  slrpeker シリペケ レ 完全動詞のはずだがその 前の苗㏄ onnay チセオンナイ (家の中 ) 
のあ とにほ タ も何も置かれず、 まるでこれが 工語で s町 )eker シリペケ し が自動詞であ る
ような形になっている。 
158-l eya 打衣 m モ Ⅰ 亜 su 叢エ ヤ ノ ラムエ カスレ ( 福浦 S@ :eya 押amu Ⅲ 箔 s ℡ e エヤ ノ ラム イ 
カスレ (( 人の ) 上になる、 ( 火 ) より上位に立つ、 (火 ) に負けずにする )0 それと同じ言葉で 
あ ろう。 ( 千歳 SN Ⅰ :eya 肝㎝ ト化 as 田e エヤ ノ ラム イカスレ (( 火 ) に負けずにがんぼって 
する ) 。 ここの場合は (( 私 ) を負かそうとして )か 。 「 バ 辞典 ]:     "   "    ひ Ⅰ・ To 
伽ゆ ・ Too ぬ沖め Sul 『麗 ・」 ; 「 ey 血けⅡ正あ h Ⅲ e ひ土 To 伽癒儂 ℡ め化肋 f.Tos ㎡㏄㎡ fh. 」。 
どれも 可 Q- エ；．‥ではなく 化色 - イカーであ る。 
158 りミ Ⅰ るsi ヱカ シ ここでは e ェ を高く発音している。 たまたまそうなったのか、 そう
いう発音もあ るのか不明。 (福浦 W,S っ 0 発音ではいつも ek ゐま (e ェカ㍉ 氏い ) だった。 ( 二 
風合 NK) らの発音でも 同様。 他地方にはさ㎏ s Ⅱe ェが 高い ) という発音もあ る。 e ㎞ si 
s 廿㏄ V ㎎ェカ シシ レスレ (( 両親がいなくて ) 祖父に育てられた )。 a 。kor ア コロ ( 私の ) がつ 
いていないことに 注意。 
158 づ t0pa ⅢⅡ㎡‥・ ト パット ゥミ ・‥ ここから 159 の前半まで挿入句。 
158 Ⅱ koyaywennu Ⅰ れコヤ イウェンヌカラ よひ ya 力げ ㎝Ⅵ uk くar. ‥に対して・どうしよう 
もなく困りきる バ・‥のために、 どうしようもなく 困りきる )。 ぽ 276ya が venn Ⅲ㏄ r, 神
謡 17 同 
15 ㌔!i5 eyaykor 町Ⅱ -pete ㎞ エヤ イ コラム ペテト ネ下 56 
95 
wa, さ kasi i=utek  wa  (apkas)  さんに使いに 出されているものを  な 
apkas=an  hike  (he) hemanta  んで人のう わてになろ う として、 こう 
I Ⅰeyay て am-ekasu て e kusu  ene,  して私をねらって 入って来たんだ 0で 
Ⅱ koahu Ⅱ 団「 ineya 出く a,kamuyoka  も神様のおかげで、 このとおりいのち 
kuskeraypo,s 化 Ⅱunem㎝ ruipa,k  が助かったのだなあ 」
slrIenean" 
160 sekorhawearu uankor(s0 目 戸。 t) 160 と 言いながら、 踏みっけながら 
a=ot さ tterke ko て soyne=an wa 外ヘ出て 、 水を汲んで、 そのときにま 
wakkanise 二 an wa, kor suy た 食糧をまきながら、 
(a)harucarpa=an@kor ， 
16l  ne, i 二ka  opiwki kamuy  l61  私を助けてくれた 神様と水の神 
a 二koy ゑ yirayke,wakkauskamuy  様に、 お中しを言って 言って 、 言い続け 
a 二koy 姦 yi て ;ayke,a-yeaa 二 yeakor,  、 ながら、 朝も神様に供物まきをしまし 
icarpa=an  kun eywakaki,wa  た 。 そして水を汲んで 来て、 
wakkanise=anwa さ k=anwa, 
Ⅰ 62  suke=an  ipe=an  tek  八缶eoral62  食事をつくって、 ちょっと食べ 
nani, cup  hetuku  elrpak, ne  てからすぐ、 日が出ると同時に、 その 
㌔ armoysam  un  kotan  kopakke  出向こうの村に 向かって山を 下りて 行
sama@a=oran  きました。 
ヰ 63  ㎡ ke ㎝kusIp Ⅰ ka.penekusu  l ㏄すると、 そこはよい道でした。 
paskane,terkek 酊 les 百n Ⅰana Ⅰ 田 e, ですから、 どんどん走って 下って行き 
siporopet,a Ⅰ ko(e)s6yosma,(a,a, ました 0 しばらく行くと、 急、 にとても 
a,a) a-ko Ⅰ 巨n  大きな川のところに 出ました。 私はそ 
164 R 血 epetpesponnoR 紋付㏄ 几 0 こに下りて行きました。 
s 舟 i=ankorlnnekot 酊 lporokotan l ㎝そして川に 沿って少し下って 行
anh 伍e,nekot 打 lneku ㎡㎡㎡ a Ⅰrarn 子， くと、 人の大勢住んでいる 大きな村が 
pe あ って 、 私はその 村 だと思いました。 
165@ "kotan@noski@un@kur,@(s)@  
soyketfCae Ⅱ simus)simusiskapne  l ㏄「村のまん 中の家の門口で 咳払い 
na ル するんだよ」 
Ⅰ 66  sekor (hhaw) a Ⅰlkor ekasl  166  と、 おじいさんに 言われていた 
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161 w 丑 kk 酊廿 se ワッカ ニセ 守 95 
162 Culphe 血 ku チュ プヘトゥク ( 月 7 日が出る ) 。 月や太陽の形が 全部現れるまで 出る 
ことを言う ( 福浦 W,S)o 
l ㎝ pe ぺ a 。田 m 丘 アラムという 母音で終わっている 語の後だから、 続けて発音すれば 
P プ の形をとり、 a=ram Ⅱ 丘p アラム プと 言うところだが、 ここではいったん 文末の言い切 
りの言い方をしたあ とに、 あ らためて ドぺ を置いて続けているので、 Pにはならない 
で ド の形を使っている。 
165  ko ね Ⅱ noskiunlH Ⅱ 帥 yke ねコタン ノシキ タンクル ゾイケタ 直訳すると ( 村のま 
ん中の人の覚 ( 三 門口 ) で ) 。 「人の覚で」とは「人の 家の外で」。 
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haweanpenekusun さ lno,lk Ⅱ an ので、 そのとおりに、 村のまん中まで 
wakotannoskltaarpa=anhine   行きました 0 そして、 掃きだめの上で 
使 Ⅲ u)c Ⅲ uyemunlkataorlpak 二 6a Ⅱかしこまっていると、 よごれ水を捨て 
㎡ ne(an) 百二Ⅰ anakusu,nupklkuta に出て来た女の 人が 、 私がいるのを 見 
menoko,soynehine, 舌 n-anslnl て、 
nukarwa 
167  "(e) t丘nas he  moyre  he,  167  「早く来たのか、 遅く来たのか、 
㎡ 血出く waekponmenoko,( 乱 りの se どこから来たのか、 若い娘さん 力 稼の 
soytaanyakaa コ (er舌血 lskarIno, 前にいたのも、 知らないでいたんだわ 
, an 目 anaanSIrIan " " Ⅰ ノ ねえ」 
168  sekorhawean  kornekuta  168  と言いながら、 捨てるつもり 
kusuneanup で kasomokutano,  だったよごれ 水も捨てないで、 来て私 
ekwa,a 二 pontekepoi 二 tkoruy Ⅰuypa  の手をなでさすり、 私を抱擁して、 泣
isampeciskar(sa)i 二 (ek rkar,kor  きながら私をなでる 挨拶しながら、 
i=yaykoruyru Ⅰ 甲 akor, 
169  "hetak  hetak  hun=an  yak  l69  「さあ さあ 、 お入りください」 
pirka@pirka" 
Ⅰ 70  seko て hawean  ko で ， 170  と言いながら、 私の手をと っ 
a=pontekepoho そ smak㎝le, Ⅱぬ ra  て、 私を連れて行きました。 家の中に 
hine@cise@or@ta@ahun=an@akusu, 入りましたところ、 
171  a二 korekasi, 抽 ymanohaye,  171  私のおじ い さんよりずっと 年下 
pewrenoyne  an  onnekur, (an  の、 まだ若いらしい 老人力斗 )て、 目と 
ト伍 e)ansi 「 i,(e)sik 打 laknleo 「 nPak  い うものは遠慮しないものですから、 
somokip  nekusu  a=nuk 舌 :rkor,  私はその様子を 見ながら、 いろりをは 
arsoketa て yereye=anwa( 井 ) ゑ ， an さんで向い側に、 はって行って 、 座り 
akusu, Ⅰ =e てan 太 (a ⅠⅠ a ⅠaPko Ⅰ ，   ますと、 老人は私に挨拶して、 
172  ソney  wa  apkaspe  oarpon  172  「どこから旅しておいでの 方で 
menokoslnene=newa, ㎡ akwaしょう、 まだほんの若い 娘さんお一人 
e=ekruweenean?tu ⅠⅠⅠⅠ sawotpe で、 どこからおいでになったのでしょ 
kaokay,kernsawotpekaokaype  うか。 戦を逃れて来る 人もいますし、 
nena, 飢 蝕を逃れて来る 人もいるのです。 
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166-1 c㎞uyemunl チヌイヱムソ ロ ー nuyem 匝 ¥( 中和 接頭辞 ).,. された・・‥を 掃く・ ご 
刺草 m( 掃かれたごみ ) 。 はきだめの上で、 中から人が出て 来て見つけてくれるまで、 じっ 
と待っていた。 最もへりくだった 訪問の形。 ず 74 simusiska シムシシカ、 民話 (1) 36 
s Ⅲ出こ 宝シリキッキ ク 
16 目2nupki 蕪 1% スフキ クタ 卜 upki-ku ね よごれ 水 ・をあ ける 栓部 出して 空 ( から ) にす 
る )] 台所の流しも 下水道もなかった 昔は 、 使ってよごねた 水は外に捨てた。 この語に始 
まる部分、 直訳すると (よごれ水を捨てる 女の人が出て 来て )。 
167  市五 %hemoyrehe トゥナ シヘ モノ ンヘ 直訳すると ( 早いか遅いか ) または ( 早かっ 
たか遅かったか >0 スピードのことではなく、 時の話であ る。 話の内容から 推測すると、 
朝のうちに着いたはずであ る。 
168-1 a、 tpontekepol=ko Ⅲ れ甘 ypa アポンテ ケポイ コルイルイ パ [po キtek ら po 小さい 手 
( 所属 形 ) .( 指小辞 )][k か m肝 Ⅱypa. ‥に7 の( 所有者を表す ) . ( あ小さつの一種として )
なでさする ( ネ夏 )] 私の手をとってなでさすって 迎えてくれた >0 雅語的，慣用表現。 
16 品 22i 鱒m 咋づ sk 旺イサン ペチ シカラ 油 ㎝ キ p 千田虫 町亡くなった・ 者 ・のことを泣く ]人 
が死んだときに 女性たちが声を 上げて泣く習慣があ った。 それを言う。 ray 甲 ㏄ 卸Q でラ 
イ ペチ シカラ ((f 百滴 W,S) は ray 伍丸打ライチシカラ ) とも言う。 遠くからたずねて 来た人に 
初めて会ったときや、 長い間会わなかった 人に会ったようなときも、 女 どうしは手をと 
り合い、 体をなで合って 泣く習慣があ ったという。 ここではそれを 言っている。 この語 
は人称表示のないはだかの 形に置かれ、 そのあ とに ek 肛k 虹エカルカラ (    をする ) を置い 
てそれに人称接辞がつけられている。 
169  社 lulIlsanl ア フナン 不定人称 形 。 水 捨て女は 2 人称で 臼廿 lunl エアフンと言ったの 
を、 自叙者であ る娘が引用するときに、 自分のことなので、 引用文中の自称の 形であ る 
不定人称形を 使ったものであ ろう。 よくあ る引用の形であ る。 す127.277. なお、nL 語り
手 KM) は、 年下の女性に 対してでも、 敬語として不定人称形を 使うことのあ る人だっ 
たから、 この水捨て女の 言葉も、 初対面の訪問者への 敬意の 2 人称 ( あ なた 様お入 りくだ 
さいませ ) であ る可能性もあ る。 
171 一 ll tuymanohaye トゥイ マ /  ハイ ヱ ( 語り手 KM) :<.., よりもずっと 若い >0 
市 押 Ⅱ 皿0 トゥイ マ / は ( 遠く ) 、 卜叩 e ハイ ェ は初出。 [ 他動 ]<     より若い ) か 。 『 バ辞如 : 
「 haye ひィ ・ Too 旋旛 st 肋孔 」。 
171-2sikan 杣鎮 eo Ⅱpaksomoklpne て lsu シク アナクネオ リノわソモキプ ネクス ( 目は 
遠慮しないものだから )。 へりくだりかしこまって、 うつむいたまま、 はって入って 行く 
人が、 目だけを動かして 家の中の様子や 家人の姿を見ている。 この種の場面の 常套句。 
171 一 33i=erankc 町 rap メ イ エ ラン ヵ ラ フ 家の王 八 であ る老人のほうからあ いさつする。 訪問 
者の女性は、 だまってかしこまっている。 市民話 (1)47 
172  血 ㎡㏄ wotpe ㎏ o ㎏ 力 k 億 ns ュ Nwotpe ぬo ㎏ ypene トゥミサウナ トペヵオヵィ 
ケム サウナ トペ カ ナ カ イペネ 同じ表現が「民話 (1) 」巳に 、 逆の順序で出てくる。 そこ 
では初めの㎏ 力 のあ とは 0 ㎏ オカ 、 あ とのは o ㎏ y オカイ となっている。 そのほうが 
普通の形であ る。 0 ㎏ y オカイ は 、 ドぺと pa パ の前で NQ オカ の代わりに出る 形であ 
る。 ここでは、 あ とから出てくる pe ぺ がすでに頭にあ ったために、 それにつられて 
o ㎏ y オカイと 言ってしまったのであ ろう。 
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Ⅰ 73  a=poutariiwakkunia=tere 
kunak  a,ram 田集 a korka menoko 
e=nekusu,a=e=k6uwepekennu, 
na,e=motoorke,i=yewai=nure!" 
Ⅰ 74  sekorne onnekurhawean 
㎡ kusu 
Ⅰ 75  "tapne,a=korekasi,i,resu 
p6ka  eyaykoram-petetne  kor, 
i= 丁 esua ⅠⅠⅠⅠ e,tapa ユく エ l0p6ka 舌 n=an 
akusu/ 
Ⅰ 76  r 百ipok  tanea=korekasi sfno 
kemapase@ wa,  moymoyke@ a 
eaykap,@nep@ka@kar@ka@eaykap@pe 
ne@kusu,@ora@aynu@sakno ， aynu 
a Ⅰnuk 百 Ⅰ kae Ⅱ a ⅡⅡ ska て Ⅰ nooka=an 
。 Ⅰ"' 。 ， 
Ⅰ 77  ,ome,an  yakun  i-okake ta,
ene さ ， ik  ㎡ ka  isam  nan さてⅠ エ 1p6ka 
さ ， iH  wa,e=ay ⅠⅠ uh はエ laLa  p nena, 
Ⅰ 7  8  sek  or  h  aw  ean  k  or 
i=sirepakasnu  h 伍而 e, さk=an
Ⅰ 7  g  rew  si,an  u  sk  e k  a
i,epakasnu  w ,oro  tarewsi,an  ka 
icarpa=an  kaHap,Nupurikesul Ⅰ 
Pu Ⅰ lwenkur,i=kosan  pe,In Ⅰ n ぬ ci




1@80@ sekor@ hawean=an@ akusu 
earkinne@ i=erampokiwen 
173  息子たちが帰って 来るのを待と 
うと思いましたが、 あ なたは女性です 
からがたずねしますので、 あなたの素 
姓を私に話してください」 
Ⅰ 74  と、 その老人が言いましたから 
175  「実は、 これこれこういうことが 
あ って、 私のおじいさんが苦労しなが 
ら私を育ててくれて、 そうして私がこ 
こまで大きくなると、 
1716  その間におじ い さんはすっかり 
足腰が 溺 って、 動くこともできず、 何 
をすることもできなくなったものです 
から、 それに、 人がいなくて、 私たち 
は、 ほかの人を見たこともなく 暮らし 
ていたのですが、 
1 存 『私が沈んだら、 私の死後に、 お
前はどうすることもできないから、 な
んとかして人を 探しなさい ] 
778  と 言って、 道を教えてくれて、 
それで私は来たのです。 
1719  泊まるところも 教えてくれたの 
で、 そこに泊まり、 供物まきもしたの 
ですが、 出 すその悪党が、 私をねらつ 
て山から下って 来たのを、 かソパ の王 
様が助けてくれたおかげで、 なんとか 
生きのびることができて、 こちら様の 
ところまでたどり つ いたわけです」 
180  と私が言いますと、 とても私に 
同情することを、 何回もくりかえし 言
100 
17 ㌻ l menoko 告ne 片児ル a ま ，kouwe 甘味Ⅱ muna メ / コヱ ネクス アヱコ ウ タヱ ペケ ン 2 
々 ( あ なたは女だからおたずねする >0 「民話 (1) 」では、 来たのが男なので、 父はくわし 
いことをたずねずに、  息子たちが帰宅するのを 待っている。 守「民話 (1) 」 162 
173-2i=yewai 。 nu 托イイヱ ワイスレ直訳すると ( 私に言って聞かせなさい >0 このよう 
に、 「言ってください」「話してください」と 高 6 とき， kore コ ン を使わず 川五 e ヌレ を 
使うのが普通であ る。 たとえば yewaen=kore ィヱ フェンコ ンと 言わないで yewa 
m,n Ⅱ㎎ ィヱ フェンスレを よ く言う。 
175-1%pne タ フネ 直訳すると ( このように ) 、 つまり ( かくかくしかじかで )。 昔話の中 
で、 引用文の始まりによく 置かれる。 引用されている 部分よりも前に 言われた言葉を 省 
略して、 このように言う。 同時に、 ここから引用文だとわかる 目印になっている。 その 
意味では、 「実は」と訳すとだいたい 当たることもあ る。 「民話 (1) 」 66-1 では、 tapne 
tapne タ フホ タ フネと 二回繰り返している。 
175-2 eyay Ⅹo 革 ブル pete Ⅲ ニャイ コラム ペテ ト キす 56 
176  aynlua 軸 d を㎏‥，アイヌアスカル 力     ( 人間 ( というもの ) を見たことがなくて >0 
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hawkokari@ (ao)@ a=kor@ ekasi, 
kerrmu@hawkokari@kor 
18 Ⅰ "(Pewni)Pewre,3%  ㎡ epi 廿 a
ana ㎞ e,ukopayoka=an 
182@ inne@ kotan,@ inne@ utarihi 
esapane@wa,@an@pe@a=kor@nispa@ne 
wa,@ (ke)@ etakasure@ kewtumu 
pirka, 
183@ pe@ne@kusu@ukopayoka=an 
ukosmeWpa-an(to) 山月Ⅱ aya 憾く a,
kiko Ⅰ， oka,anpene 戸 uw neap, 
huskotoywanokaaslnumaka 
apkas Ⅰ ankae Ⅱam ュ skarlno, 自ク Ⅰ 二 an 
Ⅰ 84 n さ un n さ un ne wa 
a=ho 掻 n山く a 亡 kU Ⅱaka 害 さ aI Ⅱ丘 ㎡ 火eka 
apkas,ankaeaykap, 
Ⅰ 85 oraa 臣 poutarla,kot 臣 nuun 
uta て pew Ⅰ eutar,l て amantekusu, 
iwor@ or@p@ka@payoka@kor ， ne 
eci=kotanuhu,@ ne@ uskehe 
a=epa  ， kasnu  pa  
186@ 'karanke@eci=pay6ka@ciki 
supuya,@poka@esiruwante@yan ， 
187@ sekor ， hawean=an@hikeka/ 
188@ 'nep@ka@supuya@ka@a=nukar 




a ⅠⅠ am 子 koroka=anawaeneome 
(ku)@nispa,@yayeramu@ka@sitne@kor 




182  大きな村の、 大勢の村人の、 首
長であ られた方でしたが、 人並すぐれ 
て心根の よ の方でした。 
] ㏄ ですから、 遠くてもお互いに 行
き 来し、 訪問し合っていたのでした 
が、 もうずいぶん 前から、 私も行かず 
にいました。 
Ⅰ㎝ 何かかにか、 いろいろあ って、 
様子を見に行こうとは 思 、 うのですが、 
行くことができませんでした。 
] ㏄ 私の息子たちや 村の人たち、 若 
い人たちが、 狩をしに山の 中を歩くと 
きは、 その、 あ なこたちの村のところ 
を教えて、 
186  「近くを通ったら、 煙が出ている 
かどうかだけでも 見てくれ」 
187  と私は言ったのですが、 
] ㏄ 「何も、 煙なんか全然見えないよ 
うだけど」 
189  と、 息子たちも言っていまし 
たけれども、 きっと 軸事でおられる 
のでしょうと、 思っていましたが、 
そのように、 ご 老人が、 難儀をして 
おられたとは、 知らないでおりまし 
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180  hawko Ⅰ㏄Ⅱハウコカリ [ 助動 (?)l 巾aw-k ひ ㎏Ⅱ 声 ・と共に・回す 几．‥すること 
を何回もくりかえし 言う >0 
182  m Ⅱ eko 巨 Ⅱ‥・ newa イン ネ コタン      ネヴ ( わが長者 (a=kor ㎡ Sspa アコンニ シパ ) 
は ．‥だったが ) 。 アイヌ語でよく 起こる語順転換の 一つ。 
183  ukopayoka=a Ⅱ。 ・仙丹Ⅱ a ア akk 倶M ウコパコ カアン      トゥイマヤッカキ 連用語 
( 副詞 句 ) の 抽 )m 取 ya 如 Qトゥイマヤッ カ ( 遠くても ) を言うより前に (お互いに行き 来し 
て     )という動詞が 出てしまったので、 最後にば キ が補われている。 アイヌ語でよく 起
こる語順転換の 一つの形。 
18g  yayeramu ㎏ si ㎞e ヤイニ ラムカシト ネ ( 苦しむ、 難儀 /苦労する )0 ( 福浦 Sj : 
yaye 市 m 硲 正田 e ヤイェ ラムシト ネ ( 難儀する、 病気で苦しむ )、 eya 丹ひ mu ぬ si 血 e エヤ イ 
ラムカシト ネ(( そのこと ) で心が苦しい、 ‥．をつらく 惜 しく / くやしく思う )0 ィ 福浦 W) : 
eyayeramu ㎏ si 市 e エヤ イニ ラムカシト ネ( ‥・で気持ちが 悪い )0 
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荻 la ㎝ l(Pe)yakaa=er ゑ ⅠⅠ jska Ⅱ no, 
百 n=anhaweenean" 
Ⅰ 90  sekorhaweankori=ke Ⅰ l1 ヱ lu 
hawkokarikor, 
Ⅰ 9l  "hokuretl 五 naspirkasuke 
a,kor  upnemat ki wa, pon 
katkematiperey 由く irkapirka" 














hokure/@ poronno@ ipe@ wa, 
e=tumkor@pe@ne@na@ne@na" 
Ⅰ 96  sekor  a=i=y さ hikeka, 
a 。 kuykuykaa,rukikaa=nuk 丘 ri 
no,a=korekasia-er 自 mpo 氏上 wen  pe   






]㏄ と言いながら、 くりかえしくり 
かえし、 私のことを気の 毒だと言いな 
がら、 
191  「さあ 早く、 ぱあ さんが よ い料理 
を作って、 お嬢さんに食べさせてあ げ
るといい、 そうしなさい」 
192  と、 その老人が言ったので、 奥 
さんが料理をして、 よい食事をさせて 
くれましたけれども、 
193  「おじいさんは 何を食べているか 
しら、 私は野草ばかり 煮て置いて来たの 
に 、 私一人がごちそうを 食べるのかしら ? 」 
Ⅰ 鱗 と思 、 うものですから、 私のおわ 
んに入っているものも、 肉のついてい 
るような、 よいようなところを、 おじ 
いさんに持って 帰ってあ げるために、 
おつ ゆ から出しました。 すると、 
195  「たくさん、 明日になったら、 た
くさん持たせてあ げるから、 さあ どんど 
ん、 たくさん食べて、 力をつけなさいよ」 
1 ㏄ と言われます。 でも私は、 かん 
だり、 のみこんだりすることも、 なか 
なかできないほど、 おじいさんがかわ 
いそうに思えましたので、 みをお っゆ 
の中から出しながら、 食事をしました。 
197  おなかいっぱいに、 汁 だけでも 
おなかいっぱいに 食べてから、 しばら 
くいて、 夕方になると、 
198  外でたきぎの 荷をおろす昔がし 
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1gl rupne Ⅲat ハブネマト [ おとなであ る・ 如 ( 若くない女性、 中年すぎの女性 )。 ここ 
では 0n 八% ℡オン ネ クル ( 老人、 年取った男性 )との対で使われている (192) 。 民話の中で 
は caca チャチャ < じいさん ) との対でも出てくる。 e㎏ si エカシとの対になる h 廿6 フ チ 
は、 老年の女性で、 これはしかも 敬意を含んだ 言葉になる。 rupn ㎝ 曲 t ハブさてト はそれ 
ほど年取ってもいないし、 特別の敬意のない 表現であ る。 この奥さんは 子どもが姉人と 
も未婚なのだから、 まだ四十歳双後ぐらいだったろう。 よ 民話 (1)37-2 
1 弘一 l komeka 托 コメカ レ [ 複他動 ]<W 出された食べ 物の残り )を - に持って行っ 刊 持っ 
て来てあ げる >0 
19422y 皿 lCe マ ンケ直訳すると ( 岸 / 陸に上げる ) 、 ここではおわんのおつゆの 中の「 み 」 
を 、 取り出したことを 言っている。 
1g5  nenanena ホブネナ <( 力 を持つの ) だよ、 だよ ) 。 何回もくりかえして 言った言 
葉の引用では、 このように最後の 部分だけがくりかえされることがよくあ る。 日本語の 
「元気になるんだよ、 元気になるんだよ」のようにかなりの 部分をくりかえすことをしな 
い。 
196-l nukul Ⅱ ヌ クリ 年取って、 あ るいは体調が 悪くて、 などで、 体が重く、 気も重く 
て、 だるく、 おっくうで、 キビキビと 動けない状態を 言う 0 ここでは動詞のあ とに置か 
れて ( さっさと - することができない >0 そのあ との noo/ は 、 ここでは <... するほど >0 
19 包22iya Ⅱ0イヤプテト理 p 柚ものを・ ( 二つ以上のものを )岸 / 陸に上げる ( 複)] 埋P 梧に 
対する単数形は     ケ 。 す 194 
19 ㌔l niske 二シケ [ ㎡埼 ke 木 ・荷物 ] たきぎの束を 背負っている、 その背負い 荷 。 『 屯士 e 
ニシケ の s と k の間の五が、 アクセント核の 直後の低く弱い 位置で脱落した 形 。 この語 
り手はいつもそう 発音している。 
105 
akusuora,Cisekorka 廿 ㏄ matso Ⅰ 山 e ました。 すると、 奥様が覚に出て 、 私 
hine 各 n=anhiyekotom  m  が 来ていることを 言ったようでした。 
1gg  nine (Pan) Pon  menoko  l99  そして若い女性が 入って来まし 
ahunwalnkar,<anhlkepirkawa  た 。 見ると、 それはそれは 美しい、 若
okere  pon  menoko, tu  pon  い 女性、 二人の若い女性が 、 連れだっ 
menoko@utura@wa@ahup@pa ， て 入って来ました。 
200  O 「ano,neywanol=amYl 氏 Ⅱ pa  2 ㏄それから、 二人は、 どこかで 私
(hene kipa humi ne) Pekor  を見たことでもあるかのように 言いな 
haweokakor,( 井 ) がら、 
201  i 二丁 uyruypa  ko て ， 201 私の手をとってなでながら、 抱 
lsampeclskar raypeciskar 擁して泣く挨拶を 私にしました 0私た 
i=ekarkar/utaspa ㎝ neno,l Ⅱ neno(u) ちはお互いに 同じようにして 挨拶しま 
uwekarkar(u)=an@pa した。 
202 hiorano,sukepahike, ゑ 。 m 202 それから、 彼女たちは食事のし 
wa 呑 n=anka,etorannepnekusu, たくをしましたが、 私は座っているの 
ponmenokoutafsukepakor  はいやなので、娘さんたちが 料理する 
a,kasuywasuke=anlneyanennen  ときは手伝って 料理したり、いろいろ 
lkl=ankoroka 二 lanr 自 pokyukse  しているうちに、 鹿を背負った 人たち 
utariwakpahu 山ニ ash 伍e, が 帰って来た昔がして、 
203  pon  menoko  utar  2 ㏄娘さんたちが 上座の窓から 肉を 
lkok 釘 Ⅱ 荻 muptepakor, ゑ m=an㎡ ye  受け取って中に 入れながら、 私がいる 
kotom  anakususoy-osIpitautar,  ことを外の人たちに 言ったようでし
tuuirwak(sum)kamuysirlneoka  た 。 すると、 外で身じたくを 解いた 人 
okka Ⅰ 甲outar,uturawaahuppa  たち、 二人兄弟、 神々しいほど 立派な 
㎡ ne,oripak=anwa 舌 n 二an kusu,  若者たちが、 連れだって入って 来まし 
204  打neywaekpeponmenoko  た。 そして私がかしこまっていると、 
newa,a Ⅰ on ゑ ・ hauwepekennu  a  204  「どこから来た 娘さんでしょう 
ruwe  he  an?" か 。 そしてお父さんはもういろいろお 
205  sekorklyanneokkaypo,  聞きしたのですか ? 」
onaha kowepekennu  akusu, 205  と年上の若者が 父親にたずねる 
iyonane@hike, と 、 父親のほうが、 
Ⅰ 06 
198-2 dsekork ユ化㎝ 甘t チセ コロカトケ マト ( 家の主婦であ る奥さん )。 
2 ㏄ n 雙 w 町 t0 Ⅱコ山Ⅱ ュ papekor ネイワノイ サムキ リパペ ココ直訳すると ( どこかから 
私を見覚えているかのように >0 初めて来た人に 対して好意的に 迎える様子を 表す常套 
句。 ( 福浦 W) の言い方では : ㎎ yw 師 D 社町依正 丘 pe ぬ ℡ 日 ネイワノイ サ ムキリ ペ コラチ 
([ 音声資料 1,2 』ほか ) 。 








203-1 汰ok 色 Ⅲ寸 Ⅵ D 佃 イコカマフ プテ ( 狩猟から帰って 来た人の持って 来た獲物を上座の 
窓から受け取って 家の中に入れる )。 す民話 (1)58 
203-2soy つま pita ゾョシピタ 第一音節と第三音節とが 高く、 つまり 2語のアクセントで 
発音されている。 しかし y イと 0 オ とは一つの音節 yo ョと 発音されている。 客が来 
ているところへ 帰って来た人は 、 外で外套などをぬいでから 家に入る。 (二 風 合 KK,N 
K): 幻 y ㏄ ipi ㎏ 中a ゾコ シ ピタ覚バト 語のアクセント )( 「音声資料 5,6% 。 す 53, 民話 (1 
59 
205  kowe 併 k 億 Ⅵu コウヱ ペケ 、 シス [k ひuw 叩 ek 億咀 u. ‥に・事情をたずねる ]人称 接 
辞 がつかないときに koUw 叩蕪肛 Ⅲ u コウウヱ ペケ シス の代わりによく 出る形。 す民話 
(1)62-2 
107 
206  "uwepekemu,an  wakusu 
or Ⅰ lekura 臣 ke ⅡⅢ u. 
207  Ⅱ armoysam  ta  innekotan 
po て okot 打l,ekot 肛 Ⅲ eomek Ⅱェ (to) 
et 杣Casl Ⅱ ekewtuIItupirkapnewa, 
iworo Ⅰ ぬ，uwaII 廿く 二丁，飢 ㌧ pene れ %e 
orano  ukopayoka=an, sine  pa, 
arsuy  Ⅰ anke  ne  yakka, 
ukosinewe,an  ukopayoka=an 
208@ eci=nokan@hi@ta@ne@p@ne@kusu, 
neekasl,eci Ⅰ e ア舌 mlska Ⅰ lnanko Ⅰ 
yakka ， etakasure@kewtumu@pirka 
wa@ukopayoka=an@sine@pa@arsuy 
ranke@ne@hikeka@ki@p@ne@a@p, 
209@ oroyaciki/@ kotanuhu 
topattumi@(ko,@koe)@kooka@wa,@cise 
kaopi 廿 aa, Ⅱh 七 ykawaisam  okake 
ta, 
210@ sine@ pon@ matkaci@ ( )
eyayramtomtuye@wa,@resu@poka 
eyaykoram-petetne@kor,@sirkirap 




212@ rewsiusi@ ta@ Nupurikes, 
koeHme,pon  menoko  koekme 
p/ 
213@ mintuci@tono,@ikaopas@kus 
keraypo@ apunno,@ siknu@ wa 
i=kosirepa@ruwe@ne@yak@ye@kor@ek 
釦6  「たずねたからこそ ご老人を気の 
毒に思うのだ。 
207  出向こうに村人の 多い大きな村 
に住んでいる 老人が、 格別に上根のよ 
い人で、 その方と私とは mの猟場で知 
り合った。 そしてそれからはお 互いに 
行き来していた。 一年に一度ずつだけ 
れども、 訪問し合い、 行き来し合って 
いた。 
208  お前たちの小さい 時だったか 
ら、 その老人を知らないだろうけれど 
も 、 格別に心根のよい 人なので、 お互 
いに行き来し 一年に一度ずつとはい 
え、 行き来していたのだったが、 
2 ㏄ いまわかったところでは、 村が 
夜襲の群にやられて、 家も全部燃やさ 
れてしまい、 そのあ とは、 
210  一人の小さい 女の子を生きがい 
にして、 苦労して育てながら、 不自由 
しながら生きてきたらしくて、 女の子 
がここまで大きくなってから、 
2 Ⅱ 人を探しに、 この娘さんは 使い 
によこされて 来たのだが、 
212  泊まるところで、 「出 すそ」が殺 
しに来た、 娘さんを殺そうとねらって 
来たのを、 
213  カッパの王がかけつけてくれた 
おかげで、 いのちが助かって、 ここま 
で来たのだと 言うので、 
108 
207 iworor ねイウオ ロッタ この場合は iwor イウオロ は山奥の猟場を 指している 0。 す 
2 Ⅱ 
208  kew 血血 uケウ トゥム 語末の u は発音されず、 kewt ⅢⅡ ケウ トゥム と 発音されて 
いる。 しかし、 「精神 ( 気だて、 心根 ) がよい」という 文脈だから、 概念形ではあ りえな 
い。 二つの両唇音 (m と p) の間で u が脱落したのであ ろう。 
210@l eya ⅡⅠmtom ね ye ニャノ ラムトムトゥイ ェ e 押井 lom, 抽ye エヤ イ トムトゥイ ェと 言っ 
ているが、 後日、 語り手が訂正した。 初出。 ( 語り手 KM) : く     る生きがいにして >0 
21 帖 22resupoka レスポカ u が 、 前の s と次の語の語頭の P との間にはさまれて 脱落 
し、 r ㏄㎡㎏レスポ カと 言っている。 
2ll  utekwaek ウテク ワ ニク utek ウテク をここでは第一音節を 低く、 第二音節を高く 
発音している。 (福満 W.S ゥの 発音では、 Utek ウテクと 、 第一音節が高い。 (語り手 KM.) 
の民話でも、 他の箇所では Utek ウテク のように、 第一音節が 滴く 発音されている。 ut 蕪
ウテク の主語は onneeku ガ オン ネ クル、 つまり娘の父親、 目的語は kormn 乱氏ゐ d コル マト ； 
チ 、 つまり 娘 、 ek エクの主語は 娘。 
212 一 l ㎎ wsiusita レウ シウシタ 前の語の語末の i が無声化して 脱落し rewsi 峨 ta レウ 
・ ンヴシタと 発音されている。 
212-2 NuF Ⅱ化㏄ ヌ プリケ シ ( 出すそ ) 。 Nu 叫几去 ㏄℡ nP ℡ ぅ油 enku Ⅱ ヌ プリケ ス ンプリウェ 
ンクル ( 出 すその悪党 ) の前半だけを 言った。 守120 
213 yekorek イェコ 。 エク直訳すると ( 言いながら来た >0 「来てそう言った」という 




kewe  a=homsu  ne  ya,  (e,o) 
onnekur@a=kemnu@ne@ya@ki@kor, 
an=an@ruwe@ne@kusu, 
2]5  hokure 市Ⅱ as,(kot)kot 打 lor 
p さ ka  ka, a=ot 丘wasi no  oka 
okkaypo@utar/@pon@ Ⅲ Cnoko@utar, 
eci=siren@wa, 
216@ onnekur@ tunasno@ kane 
(kaci)@kasi@eci=opas@somo@ki@wa@ne 




217@ sekor ， onnekur@ hawean 
akusu@ineap@ta ， on ha@ye@p@(nu)@nu 
pa@W8@iki@pa@ya@ka@a=eramiskari 
218@ hetce@pa@kor,@ora@kanna 






kotan@ kes@ un@ kotan@ pa@・ un 
hoyuppa ・ 
220  akusu  nispanekurnispa 
n 壱 no, wenku Ⅰ ne  ku Ⅰ wenku Ⅱ 
n さno,ham  pomopomoney 無 a 
uwekarpare. 
214  抱擁して体をなでながら、 あ ぶ 
なかったことの 見舞いを言い、 2く無 
事で来たと喜んだり、 老人を気の毒 
がったりしていたのだから、 
215 さあ 早く急いで、 村 じゅうを 
回って、 この人なら大丈夫と  思える若 
い男女をさそって、 
216  老人を急いで 助けに行かない 
と、 生きた姿を見られないだろうか 
ら、 明日の朝早く、 お前たちは行くの 
だぞ」 
217  と老人が言いますと、 なんとま 
あ 、 父親の言うことをよく 聞いて、 そ
のとおりにするものでしょう。 
218  はい、 かしこまりましたと 言い 
ながら、 またもや、 若者たちも災難に 
会ったことの 見舞いを言ってくれまし 
たし、 娘たちも泣きながら 見舞いの言 
葉を何度も言ってくれて、 
2 Ⅰ Eg  それから、 その年上の若者と 年
下の若者が二手に 分かれて、 村の下手 
( しもて ) へ、 村の上手 ( かみて ) へと、 
走って行きました。 
220  すると、 金持ちの人は 金持ちな 
りに、 貧しい人は貧しいなりに、 食糧 
を、 たとえほんの 少しずつでも、 集め 
てくれました。 
110 
214  kewh Ⅲ㏄ sjeyaysj 甲 aケウクル カシェ ヤイ シル パよ ew-k ℡ka まチ yay-si 甲 a体 ・ 
の上一面・で・ 自分・をこする [複]K(( 相手 ) の体をなでさする )。 ここの場合は 、 遠くか 
ら危険な目に 合いながらやっとたどりついた 人をいたわりながら 迎えて。 ( 語り手 K 
M) : 「女 たちのすること、 男はしないだろう、 男がなにはしないだろう」。 引用文中の 
自称 ( 不定人称 ) の形 (a= ア のついた 形 ) で言っているが、 女， 性 たちがしたことを 言ってい 
るのか。 302 には、 祖父の死を孫娘が 悲しむ場面に 、 同じ表現が出てくる。 
215  o杣 wasi オトゥフシ ( 福浦 S) :<,.. を見込んで頼りにする >0 『菅野 稗如 : 「オド 
ワ シ 信頼する、 見込みがあ る」。 a 幻拍 w 笛 inn 切 箔フォト ゥワ シ / オヵ ( 見込んで頼り 
にすることができるような ) 。 ( 語り手 KM) :< 達者な、 元気のあ る、 力の強い ) 。 
㏄㎡ wasi オオト ゥワ シ と 聞こえるが a 田市 w 億 Ⅰ アオトゥワ シであ ろう。 
218 kewahomlSu ケワ ホム ス ke Ⅳehomsu ケ ウ ニホムス がなぜか 転乱 した。 ここの段 
落では 3 回とも kewa ケワと 言っている。 214 では keWWehomsu ケ ウ ニ ホム スと 言って 
いる。 これまでの資料では、 他の話者は皆 keweho 血su ケクエ ホム スと 言っていた : 
( 福満 W,S) 、 ( 平服 HKL 、 ( 二 風合 NK,HC ナ、 [ 萱野 辞典」も「 ケウェホ ムス」。 
Ill 
22 「 れ sine(cos)ciseorwaharu  銘 ]  「一軒だけから 食mT を出すもので 
somo@a=sanke@p@ne" はない」 
222  sekornekorkihine(Poro)  2%  と 言いながら集めてくれて、 た 
poronno  haru  (iko)  くさん食糧をもらって 、 私はうれしく 
a 二 i 。 k  O  u  w  e k  a r i r e ,  なりました。 
a 二ey 自aykopuntek. 
223  onunian-ipe a=kihikeka  2 箱 夕食のときも、私はおじいさん 
a 二korekasia=ko Ⅱで karekunip  に持って帰ってあ げるものを、 おつ ゆ 
a,ya Ⅱkekor, から出していると、 
224  n さ a ponmenoko  utarka  224  その娘さんたちも 私に協力し 
i=kasuy  pa wa  iyapte  pa,  て、 おつ ゆ から、 みを出しました。 奥 
rupnemat@ne@yakka@ki@kor/ さんもそうしてくれました。 
225  poysaran 廿 p  二 Jkorpene ㎡ k  225  私は小さい小出しを 持っていた 
ne@ponsaranip@sikteno, のですが、 その小出しいっぱいに、 
226  "hetak  t 丘nasa=kor ekasi  差 6 「あ あ 早くおじいさんのところへ 
a,kosirepayaknenanl(a=e,a)  行って、 すぐ食べさせてあげたいのに 
a 二ere  pソ なあ 」 
227  sekor  yaynu=an  kor  及7  と思いながら、 おつ ゆ からみを 
iyapte=an ・ r 出しましたり 
228  ora  kunneywa  (sIr)  228  それから 朝、 まだ暗いうちに、 
nokunneywano  okkaypo  uta Ⅱ若者たちが 起きて、 棚から食べものを 
hop はⅡ pawapa て nka(oa,o)ora ㎡ く e  下ろして、 よいところ、 軽いようなと 
pa wa, ha て pu  (Pe) Plrka uske  ころを手で選んで、 
tekem ㎞e,kosneno 抑 okauske 
tekenu Ⅱ化 epawa, 
229  po ㎡ W Ⅱeo そく a Ⅰや o,po ㎡wne  盆 ㏄年下の若者と 年下の娘、 つまり 
matnepo, ne  kotankorkur,  その 村おさの娘さんと 息  子さんの年下 
matnepohopohoponiwne(hi)  のほうが、 私を送ってくれました。 
㎡ ke Ⅱ八 %a. 
230  orakot 打 lorwaka,hempak  230  それから、 村からも、 数人の若 
hempak  o 如く aypo,hempak  (hepa)  い 男と、 数人の若い娘が 、 私を送って 
112 
222 a,i,kouweka ぬ % アイコ 99 ェ カリ ン 直訳すると ( 私のところに 集めら ナ した ) 。 @    
0 手 KM@ :< もらった >0 
223  0n ℡Ⅱ 町 ㎡ 下 a,H ㎡ kelQ オ スでヌイ ペア キヒケカ 直訳すると ( 夕食を食べても )0 
2 ぬ mpnemat ルァネ マト ( 若くない女性、 中年すぎの女性 )0 げ 191. 民話 (1)37 リ 
225  p叩 sa ℡㎡ p ポィサラ ニフ 甲 on-% 皿 ㎡p 小さい・樹皮の 繊維を編んで 作った 袋 m( 樹
皮製の小出し ( ものを運ぶのに 使う小袋 )> 。 @ 語り手 KMU は、 「 s の前で n は y になる」 
という音素交替規則を 持たないようだが、 この語はこの 形で一 話 に固まっているため 
に、 昔の話者と同じ 発音になっている。 すぐあ とに、 分析的な ponsSara ㎡ p ポンサ ラニ 
フ の形が出ている。 
22 打 ]lnokuInrnIleywaanlo/ クシ ネイワノ 幅り ] 卜ひk Ⅲ mチレ w ㎝ o(?) .暗い・とき・から ]
( まだ暗いうちに、 夜明け前に >o k 山 meywa クシ ネイ ヴ は [k 山 Ⅲ㎡ -wa 暗い・とき・ 
から ] だが ( 朝 ) で、 名詞としても 副詞としても 機能する。 nok Ⅲmeyw ㎝№ / クシ ネイワ 
ノは副詞のみ。 
22 ㌔ z2parkaorank(e ハ ル カ オランケ 甲 ar ぬ Ⅰ ra 田く e 天井の横フ %棚の上・ ( そこ ) から・ 
…を下ろす ]p 打 ㎏ ほ ついては、 げ Ⅰ 1 
ⅠⅠ 3 
hempakponmenoko, Ⅱ rurapa  くれて、 私が帰ろうとしたときに、 
hine(m),hosipi=ankusunehita, 
231  "onnekuronnepakn0pon  為 Ⅰ「 ご 老人が亡くなるまで、 下の烏、 
a 二pohoonnekurkasioyki.tane  子が、 ご 老人の面倒をみるんだよ。 今
onnekaspawenkaspapnehawe  はもう年をとりすぎ、 弱りすぎたとい 
neyakun,(a 。 t 甘で 舌 wa)ecl=tu Ⅰ 舌 wa  6 話だから、 お前たちがここへ 連れて 
ecI, 百 Ⅰ kI ka ene ne hi ka isam  来ようにも、 どうしようもないだ る
n み 八 % 。 耳  つ 。 
232  kusu,ormekurkasle-oyki 232  だから、 ご 老人の世話をしなが 
kored=ok 舌 a Ⅰ巾 e,(0)onne むば， o てa,  らそこで暮らしていて、 亡くなった 
onnekurokakesupuyas 出く kun ㎡ k  ら 、 老人の死後、 煙が絶えるのはお 気
a=erampokiwen   の 妻 だ。 
233  kusu,  utanniInara  233  だから、 私は村人の一部を 分 
a,ko(usare)usarayea=ut 姦 n,pon  け、 私の村人の、 たとえほんの 一部で 
serkeheneyakkaa 二 owsaraye  も 、 分けてあ げようと思いますが、 い
kusuneruwenenaplrkaya, いでしょうか、とおたずねしなさい。 
uwepekennu ・ 
234  onneku Ⅰ (si)apunnoanwa  2 村老人が 虹 事でいるところに、 お 
ecI=kosirepa  clkI, (kowepek)  前 たちが着いたら、 おたずねして、 ぃ
ecl= Ⅱ wろ pekennu  wapirkayak,  いと老人が言ったら、 
onnekuryeciki, 
235  nani eci=ut 臣 rtak  kusu  2品すぐに、 人を呼びに、 もどって 
eci=hosippayaknle,a=ut 百 i nim ra 来 なさい。 そうしたら、 私は村人の 一
onnekur(a=koutar)a 二 lkows raye  部を、 老人に分けてあ げるから、 その 
kusune て uwenena,n さ no(yo) ようにするのがよ」 
ecl=ikipapnena" 
236 sekor, clseko Ⅰ nneku て 236 と、 家の王人の老人が 言いまし 
hawea Ⅱ  /- @O 
237 cis=ankora=ey 舌 yykopuntek 237 私は泣いて喜んで、 それから 送 
kor.o て Ca   。i 。Ⅰ 丘 Ⅰ a  wa  hosipi 二 can  wa  られて帰って 来ました。 
さ k=an. 
114 
231 一 1l onne オン ネ ここの場合は ( 年老いて亡くなる >0 
231-2p ㏄ a, 腱lho ポ， アポ ホ これを主語にして 3人称で言っているが、 すぐあ とから、 
2 人称の言い方に 変わる。 
231 一 3w ， 億 Ⅱ 色 spa ウヱ ンカス バ 直訳すると ( 悪く ( ために ) なりすぎた ) 。 
























23 ㌻ 1l uね 止血Ⅱ ara ウタン ニ マラ 山 t 打- ㎡m 打 -a 一族・の一部・ ( 所属語尾 )]<     の一族の 
一部 ) 。 a 。ut 酊Ⅲ㎞Ⅰ 打 a ア ウタンニ ャラ のこと。 なぜか a= ア がついていない。 
23 ㌻ 22 ponserkehe ポンセル ケヘ ㏄ rke(he) は (    の部分 ) 。 一族 @ 人 ) の中の小さい 部 
分。 ㎡ ma ぬ ニ％ ラ は半分ぐらいのことも、 もっと少ない 部分だけのことも 言うが、 ほ 
んの一部を分けてあ げるという意味で、 この句をつけ 加えている。 
23 ㌻， 3kows 町 aye コウ サライェ @ か Ⅱ saraye. ‥に・      を分ける ](. ‥に - を分ける >0 
235 u 仮は杣 戒 k ㎎ u ウタラタククス ( 人々を呼びに ) 。 分けてあ げる人々を。 tの前のてけ 
の前の う ) が 1 ッ になっていない。 
ⅠⅠ 5 
238 ninenerewsIusketa,lnne 2 ㏄そしてその、 泊まるところに、 
utari=rurapanine,rewslusketa 大勢の人々が 私を送って来て、 みんな 
arki=an@pa@akusu でその泊まるところまで 来ると、 
239 "lyohay-sltoma Ⅰ pe,enean 239 「おやまあ 、 こんなもの、 神様が 
pe, kamuy lsam pe ne a cIkI いなかったら、 いつたいどうやって 、 
makanak lkl wa a=ko て pon この娘さんは 助かることができたろ 
menoko  slknu  p  ne aan  wa,  う 。 ほんとうに神様のおかげで、 私た 
kamuy  okay  pe  sone  kusu,  ち のところまで 無事にたどり 着いて、 
apunno Ⅱ kosirepa,pirkakewehe  元気な姿を見せてくれたのだなあ 」 
a=nukar@siri@ene@an" 
240  sekorhaweokakornewaan  240  と言いながら、 その 出すその 悪 
(ke) Nupurikes Puriwenkur  党を 、 皆でひどくぶんなぐりながら、 
toykokIkkikpakor, 
241  れ hemanta  (eya)  Pon  241「とんでもないやつだ、 たった一 
menoko, slne  pon  menoko,  人の娘のうわてになろうとして 殺しに 
eyayr 飢 Ⅱ -ekasu て nekusu,koeki Ⅱ me  来 やがって、 
sinlenean, 
242  yakka,i,wenta て nap ehene  242でも、 夢を見させでもしなかっ 
somo  ki yakun, toyko-munln  たら、 すっかりくさった、 まるっきり 
toyko-p さ ne,  atteyne  mosir  ベチャベ チ ャ の、 ビショビショにぬれ 
a 二kooterkek Ⅱ m  pneruwenena"  た 地獄へ、 け 落とすからな」 
243  sekor  okkaypo  utar 2%  と 若者たちは言いながら、 皆で 
haweokakor,toyL チ憶 kG こく pakor,  ひどくぶんなぐりながら、 ズルズル ひ
ninpa-ninpapawa,cIse(imak)  き ずつて、 家のうしろのほう ヘ ズルズ 
lInak un ninpa-ninpa pa ora,  ル ひきずって行ってから、 その 頃さえ 
mara 廿 ohopoka ぬ Ⅰ 甲apakasomo  . も切りもしないで、 そのまま置いて、 
ki no  (no), n さ no ani wa, ora  それから私たちは 食事をつくって 食べ 
suke=an@pa@wa,@ipe=an ました。 
244  oraokka Ⅰ 甲 outarneyakka  2%  それから若者たちも、 ヵッパ の 
(to)m ㎞ 抽 citonowakkauskamuy  王様と水の神様に 感謝の言葉を 言いな 
koy りⅡで aykehiyepakor,i=eoka Ⅰ i  がら、 私に代わって 、 沢まで下りて 
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239  p 田 0kew 士 ea=nu Ⅹ るⅠピリカケ ウェ ヘアヌカラ 末尾のⅠが不鮮明で a,n Ⅲぬアスカ 
のようにも聞こえるが、 a,nuk 肝アヌカラであ る。 直訳すると ( 私たちは ( 彼女の ) 虹 事な 
姿を見た >0 
れ l  eyay 伍肛 ㎜モ Ⅰ 笛 u 叢 エヤ ノ ラムエ カスレ r ァ 158 
24 ㌻ l ya 軸 ㏄ ヤッカ ( そうしても、 それでも )という譲歩を 表す 語 だが、 ここではその 前
後のつじつまが 合わない。 察するところ、 「それでも夢を 見させでもしたならば．‥」とで 
も言おうとして 言い始めたあ と、 逆の内容になっていったものであ ろうか 0
24 ㌻ 22wentarapte ウェンタラ フテ [wenlarap-te 夢を見る・させる ]<( 火) に夢を見させ 
る ) 。 神や死者が生きている 人間に言うことがあ るときは、 夢を見させて 告げる。 ここの 
場合は、 すぐあ とでわかるように、 娘を殺しに来るなどというとんでもない 悪事を働い 
たこの熊が、 地獄 へ落 とされたくないために、 夢に現れて、 人間に有利な 条件を提起し 
て助けを要求する、 いわば取引きをするわけであ る。 夢の話は「民話 (1) 」にも出てくる。 
桝 3-1 m 町 a はoho. ‥マラット ホ ．．． < 顕 さえ切りもしないで >0 。㌻ 262 
24 ㌻ 2 aR アリ 第一音節 a アを 低く、 第二音節 hりを高く発音している。 これは a, Ⅱ ア 
リ ( 私たちはそれの 皮を剥ぐ )という語の発音であ る。 しかしここでは、 皮を剥いだ話 
の出てくる場面ではなく、 「そのままにしておいた」ことを 言うべき文脈であ る。 その意 
味では、 普通は窯と、 第一音節を高く、 第二音節を低く 発音するのだが、 なぜか反対 
のアクセントになっている。 
2441 koya Ⅲ rayke コヤ イライケ よひ ya Ⅵ rayke- に・感謝する ] 発音は koya 打 yke 
コヤ イライケ。 市  111 
ぬ 4 り Ⅱ㏄ k ㎞Ⅱ イイェオ カリ発音は iy ㏄㎏Ⅱ イイェオ カリ。 ㏄ ka Ⅱ エオ カリ (     に代わる、 
…の代わりにする ) は初出。 @ 福 浦 S@ の言葉には、 接頭辞 チエ のつかない oka ㎡オ カリ 
(     の代わりに ( する )W があ った。 f萱野 辞典 1 : 「オカリ」。 ( 福 浦 W@ は㎞ waI Ⅲe カワリ 
ネと 言っていた。 
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pawanayo て ta Ⅰ appawaicarpa  行って供物まきをしたり、 家のまわり 
neya,ciseplskanp さ kaicarpapa. 一帯に供物まきをしたりしました。 
245  kam  uynom  l  で ok  2 帖若者たちは、 皆で長い時間カム 
kamuynoml  丁 ok  pa  ko Ⅱ，イノミを 続け、 皆で一晩過ごして 朝に 
て ewsloka 才 an,ap/wenta て ap=an  なったのですが、 私は夢を見ました。 
akusu, 
246  h 丘 rerekt ㎝Ⅱ nerekrerarkasi 2%  赤い長いひげが 胸をおおい、 長
esesketanneotop(tapop)tapop  ぃ 髪の毛力斗胃の 上におおいかぶさり、 
kasiociw  kane,
247  siwvn Ⅱ a Ⅱ 廿p Ⅱ 廿 wa,wattes-  24ァ黄色い着物を 着て 、 プド ウヅル 
harkika@eoarmuye, の皮の縄を 1 回だけ回してしばり、 
248 oruipenetasiros は omusl 2略さやのな い 山刀を腰につけた、 
kaneans 化 ewerlokkayo,apaor とても背の高い 男が、 戸口につかえ っ
taosirounounkorahunnine,ene かえしながら 入って来て、 こう言いま 
hawean@hi, した。 
249  りtanponmenokoe 二 Inewa  249 「いいか、 若い娘のお前に、 おれが 
廿 ak=anclkle イ nuka ぬ enean ㎡ ， 話すことを聞け。 こういうわけだ。 
250  eanipak(Pirka)kewtumor 250 お前ほど、 ( よい ) 気だてにしろ 
wasIretokorwaplrkap,mosIr 美貌にしろよいものは、世界じゅうに 
ぬ ykataisam  k ⅡⅡ aka,ram 子  いないと、 おれは 9 、 う 。 
251 e Ⅰ(Orunnopatekyaynu Ⅰ <an 251 おれは、 お前のことはかり 思っ 
kor 巨 n=anwa,e 幸 korekasltulrano ていて、 おじいさんと 一緒に、 お前 た
eci=ok 各 uske una 幸 <eci=ko さ klmne ちが二人でいるところへ、 殺しに行っ 
yakka@pirka@korka, てもよいのだけれど、 
252  sinowenkaspaonnekaspa,  252  おじいさんは、 ほんとうに弱り 
e Ⅰkor ekasi turano  a=e wa  ne  すぎ、年取りすぎているので、 一緒に 
yakun  kamuy  i=koypak  kuni食べたりしたら、 神のとがめを 受ける 
a, 「am 丘 kUSU, と 思ったので、 
253  tan  uske tae=rewsi kuni, 
a 二nukaki,a=nuk き rkakihikusu, 2 ⑬ここにお前が 泊まることを 聞き 
さ k,an  wa  a=e= て き yke  wa  もし、 見もしたから、 来て、 お前を殺 
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24 ㌻ 11 ㎏ⅡⅢ ynlom Ⅱ j 山 amnuy-nom ㎡ 神 ・をまつる ]< カムイノミ ( 二神々におみき ( 御神酒 ) 
をあ げて一定の作法にのっとってする 祈祷の儀式 ) をする ) 。 
勿 ㌃ 2 %wsioka=anap レウ シオカアヌアプ ( 一晩寝て翌朝になったが )。 次に夢を見た 
話が来ているが、 時間的には前であ る。 カムイノミ ( 神祈祷 ) ばかりしていて 夜明ししたか 
のようにも聞こえるが、 皆眠って 、 夢を見たのであ る。 
勿仁 1 ㎎ ィ町 ㎏ si ㏄㏄ ke レ ラルカ シエセシケ [ 乳のあ る部分・の上・そこに (? Ⅱその頭が 
(?@    をおおう ] ひげが胸をおおうほど 長い。 
れ 6 り仮 Dop ㎏ siociwk 沖 eタホ ブ カシオ チウ カネ 氏甲 -o,p 肩 ・にあ る・もの ] ここで 
はく 肩 ) を指している。 f 知分類人」 p.l ㎝: 「 tapkup Ⅱ tap( 肩 )+kup( 昔 、 関節 )m(  ナヨ 
ロ  Ⅱ。 そうだとすると、 ぬPOpP タホ ブ の語源はぬ pop くぬ pup くぬ pkup かもしれない。 
似た語形の tapkop タフコフは 屯福満 s@ の言葉では ( 丸い小山 ) 。 5 ゼ w その尻が・ - に 
刺さる ] 
祖 Ⅰ l siw ㎡n シ ウニン この方言では、 緑を中心として 黄色から 青 、 青紫ぐらいまでを 
指す。 明るい色から 暗い色までを 含む。 この場合に能が 着ていた衣服の 色は何色だった 
の な ろ うか 。 この直前に言っている㎞ 行 e 柁 k フ ン レク ( 赤いひ @ 丹は、 おそらく茶色だっ 
たろうから、 それに対して 能のからだの 色 としては、 紫や 青や緑ではなさそうだから、 
黄色いような 色だったのではなかろうか。 なお、 (福浦 S) は、 siwnin シ ウニンは 
we ㎡㏄ muy ウェンカムイの 色だと言っていた。 その w 田正 amuy ウェンカムイの 着る衣 
服の siwn 血 )シ ウニンがどんな 色か、 聞いておくべきだった。 
袖 Ⅰ 2 wattes-harklka フ ッテンハル キヵ ( 語り手 KM@ :< ブドウツルの 皮のな わ) 。 しか 
し 、 ( 福満 S@ :wa Ⅱ㏄ フ ッテン ( わら ) 、 wa ㎏ 田 h 酊 №㎏ ワッテシ ハル キカ ( わらな わ ) 。 [ 知 
分類 植 』 p.177: 「 wa 廿 ㏄ ワラしべ 」。 h 打 k ㎏ハル キカ は ( 縄 ( なわ )> 、 ( 福浦 W@ : 「 網 や 
ひもとは逆のよりかたをしてなう」。 
肋 7-3eoannuye エオ アルム イェ ト ㏄ r-muye. ‥で・一回だけ・ 巻いてしばる lAl 語り手 
KM) :< 一回だけ巻いてしばった >0 
248  onUp ㎝e オ ルイ ペさ い ru-ip キ ne ただ    だけ・刀身・であ る ]0 「膵血 e オリペネと 
言っているが、 あ とから語り手が 訂正した。 
250  kew 血 morwasi 叢tokorwa い Ⅱ ひケウ トゥム オル ワシ レトク オルフピリカ ( 精神 
( 気だて、 心根 )から言っても 器量から言ってもよい / 美しい ) 、 つまり、 ( 心根の占でもよ 
いし、 器量の占でも 美しい >0 
253  n Ⅱ 黛ィ ヌカラ この場合、 霊力の目で見えたことを 言っている。 
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a=e=p6nekonukunuku@ wa, 
e=ramacihi,@ kamuy@ or@ ta 
a Ⅰ e Ⅰ si(sI)Pa Ⅱ osuke Ⅰe kunak 
a=ramu ko「 ,S 姦 n=anap 
254@ oroyaciki@ menoko@ e=ne 
yakka,@ kamuy@ opitta@ e=tomo 
o@ h@ o@ s@ a@ r@ i k u n i n e ， 
(e-yaye)e-yayeasulr ㎝ 廿 kor =a Ⅱ y
kaa 巨e Ⅱき ⅡⅡ skaFino 孟 n Ⅰan  
255@ san=an@ hine,@ tane,@ (a)
a=par6ho@ un@ e=osma@humi@ne 
kunaka ⅠⅠ m 丘 apsekor, 『ⅡⅠ ntucl 
tono@i=sirkocotca   
256@ pe@ ne@ kusu@ eposokane, 
a=mak さ tahineray  ne  yakka  ray
sinnaysam@a=ki@ruwe@ne   
257@ ne@ korka,@ asinuma@ ka ， 
asinuma@ne@yakka@aynu@ne@yakka 
kamuy@ ne@ yakka,@ iyosikkote 
kewtum@anakne@uwehosi@okay@pe 
ka@somo@ne@p, 
258  a=e,k6tuk  hene,nep  ka  Sine 
itak  p6ka  ,e,(kota)k6ytak  hene, 
ki@ ka@ somo@ ki ・ pe@ ora, 






ne Ⅰ UWe ne na,  さ no lkl Wa 
して、 首 までバリバリ 食って、 お前の 
魂に、 神の国で、 食事の世話をさせよ 
うと思って、 山から下りて 来たが、 
2%  なんと、 お前は女であ っても、 
神々が 皆 お前をかえりみて 守ってくれ 
るように、 お前自身のことを 神々に話 
して頼んでいたのだったが、 そのこと 
をおれは知らないでいた。 
2 ㏄ 山から下りて 来て、 今や、 お前 
が口に入るかと   思ったとたんに、 カッ 
パの王がおれを 射た。 
2 ㏄ そのために、 やっぱりおれは 負
けて死に、 しかもとんでもないひどい 
死に方をしてしまった。 
257  しかし、 おれも、 おれだって人 
間だって 神 だって、 恋する気持ちに 変
わりはないのだが、 
2㏄ おれはお前にくっつきもせず、 
何も、 たった一言さえもお 前にものを 
言いもしなかった。 それなのに、 お前 
たちがおれを 完全な魔神にしてしまっ 
ても、 それでお前たちには 全然 得( と
く ) にはならない。 だから、 
259  簡単にでもいいから、 以前おれ 
力斗申の国の 住人として暮らしていたと
きのように、 おれのために 祈ってくれ 
れば、 おれはお前たちを 幸せにしてや 
120 
2 列 一 l oroyacik@ オロ ヤ チキ前もっては 知らなかったことが、 起こった出来事や 見えたⅡ 犬 
況などから、 あ とになって「あ  そうか、 こうだったのだな」とわかった、 というときに 
使われる副詞。 
2 列 り tomoohosa 五 トモオ ボサリ [ 連 他動 ] [tom Ⅰ ひhosa Ⅱ．‥の正面 @ん中・に・振 
り向く ]<     の方に振り向く >0 ( ペナ コ ソ UT@ :< 向いて見る ) 。 この語の含まれている 
部分、 ( 千歳 SN@ :< 神様みんな見守ってくれていいことを 与えてくれる >0 
お 5-1 s 軌自 Ⅱ サ ナン ( 川上方向からⅢ下方向，ヘイ テ く %る庁る >0 山をおりることは 憶血 a 上 
から下へ下りる ) という。 この熊は川沿いに 下って来たのだろう。 
25 ㌃ 2 a=par6h0 ℡Ⅰ 臼 osma ァバロ ホ ウンエオン マ ㏄由るオシマ (... にとびこ何とび だす ) 
は、 これまでの例では、 場所を目的語にとる 他動詞で、 場所を表す名詞のあ とに 1 皿 タ 
ンは入らな し Ⅱ 福満 W,S@ 、 6 千敗 HKil. (二風合 KK,HC 八丁音声資料 1.2,3,5,f 旦 。 
256 smnnay 目Ⅲシンナイサム [sinna-i 粟 m 別に・ない ](?)/[sinn 咀 y. 田田刈 であ る・ 
結側 )](?) 「 ays 竹may 田 mki ライ シンナイサム キ ( とんでもないひどい 死に方をする )。 
ki キが 人称形となり、 前の部分はその 目的語になっている。 『 金虎杖 丸 」 2184 行 目 : 
「 sh 血 maisam 妖怪、 おばけ。 今でも悪口に 用ふ」。 『 久 辞典 ポ高 J795 :「sh 吐血 aisam  妖 
  怪、 オバケ」、 705: 「 raineyak 瓜 arais ㎡hnnlaisamakiruw キ ne  悪い死に方をする、 
同じ死ぬにしてもざまの 悪い死に様をするならん J 。 
258  ep Ⅱ rl@ka エ ピリカ [e,pir ㎏ ( それ ) で・よくなる ]( それによってよくなる )二 ( それに 
よって得をする )、 獲物がよくとれるとか、 豊かになるとか、 いろいろ恵まれる。 
25g  ePl は 亜蛇エピリカ し ep 田 Q ヱ ピリカの使役 形0 < 恵まれた暮らしができるようにし 
てやる ) 。 
Ⅰ 2 Ⅰ 
i=kore!" 
260@ sekor,@hawean@kor,@siyetaye 
yak  a,tak 百て   
26 Ⅰ hine  mos=an  hine a=ye 
akusu ， (a)@a=tura@i=tura@okkaypo 
utar@ka@neno@wentarap@pa@ruwe@ne 
yak@ye@pa@kor, 
262@ ora@ easir,@ marattoho@ ka 
田 Wapawa,eka 興 ka  omarepa  
ora@haruhu@anakne,@tuypatuypa 
pa@wa,@usa@ekayni@usa@samamni 
(e/e/e,e)@eymekkar   
263@ haruhu@a=e@yakka@pirka 
sekor(haweoka,a)a,i"w さ ntarapte 





kamuy@ iyorot@ kunine,@ sama 
so 点 okustekotoman ㎞ eo Ⅰ a/ 
265@ a=kor@ekasi@a=ep6tara@p@ne 
kusu,@ (nuon)@ ani@ sirpeker 




kaGs,e,e)isam  no,hem  i=te てeh伍e 
an.wa  a 臣kosi Ⅱ epa  o て ano  a 。 ko Ⅰ 
ekasiap ㎜ oanwaa,kosirepa. 
268  "inne  utar  i,rura  w  , 
るから、 そうしてくれ」 
260  と、 言いながら、 遠ざかって
行った、 という夢を見ました。 
261  そして目が覚めてから、 そのこ 
とを言うと、 一緒に来た若者たちも、 

















261-l a, 田㎡正也 ra アトゥライトゥラ 直訳すると ( 私が伴って来て 私と一緒に来た )0 
a, 抽 ㎡アトゥラ と 言ってからⅡ 抽 ra イトゥラ と 言い直したのかもしれない。 
261 り n 毛nowenbrap ネ / ウヱ ンタラ フ 直訳すると ( それと同じように 夢を見た )。
262  m 荻 a 廿ohnka...0 血ゑ ㎎ pa マラット ホ カーオマレ パ 死んだばけもの 熊が夢を見 
させてよい条件を 出して頼んだので、 初めて頭を切り 取り、 神の国へ帰れるように 折れ 
木にのせてやった。 しかし、 ていねいにまつりはしない。 も ぺナコリ UT@   
「 P Ⅲ nw 田山℡プリウェンクル、 普段の成績悪いから、 その頭をまつらないで、 e ㎏ 推 虹エ 
カイ二に㎏ ま om 打 e カシオマレする。 折れた木にその 頭をさしておく」。 げ 14%1. 勿 ㌻1 
263  a,i,went 荻 rap e アイヴェンタラブ テ ( 夢を見させられた )とは、 この場合、 夢に現れ 






















267-l ka 血kaisam カト ゥカ イサム 慣用句で、 ( ほとんど     しない、 めったに‥．しない ) 
(  す桶満 W,S) 。 この場合は、 おじいさんがほとんど 食べた形跡もないことを 言っている。 
26 Ⅰ 22aF 几 mo 柾 lwa アプ、 ノ ノア ヌヮ ap ℡ muoa,a, ㎝nu アプア ノア ，ア、 アヌと 言ってい 
るのは、 ap ⅢⅥ oa= 打屯 アプ ン ノア アヌ (( 私たちはおじいさんを )静かに置いた ) と 解釈 
できるが、 後に語り手が 言葉を補い、 ap ㎝ mo 打 rtwaa 。 k ㏄ 仕 epa アフ ンノア ヌワア コシ 
ンパ と 訂正した。 
123 
poronnoaep  neyakkaa 二 lkorwa  て 、 たくさん、 食べ物も持って 来たか 
arki=an@ruwe@ne@na@ne@na" らね」 
269  sekor  hawean=an  kor  269  と言いながら、 私はおじいさん 
a 。 kot さ廿 erkehikeka, れ打切 shepu ㎡に飛びつきました。 けれども、 早く 頭 
henemoymoykehenekikasomo  を上げもせず、 動きもしません 0
ki   270  それから私はそぱに 座って 、 ゆ 
270 orano(sa)samaa=om 丘 wa すぶ ってゆすぶっていると、 やっと、 
a 。mk 牡 Ⅱkaa Ⅰ 巾 eeas 旺 ， h るse(he)he フ一ッと 烏をして、 ものを言いまし 
ki@hme@itak ． r mor@or@un@itak   た。 口 の中でしゃべっています。 
271 hlkekane(h 帥ヤ ， l)hawean 271 でも何を言っているのかわかり 
pe  ka  a=er ゑ Ⅱ 甲 ewtek  ㎡ kusu,pan  ません。 そこで、 ぬるま湯をわかし 
子 seypo  a=karwa  paro  aⅠ o 廿 e  kor,  て、 口にふくませながら、 しばらくな 
a=temtemu@ayne@easir ， で さすっていると、 やっと、 
272  esara- れ ak  easkay  no ne,ne  272  声を出してしゃべれそうにな 
hlorow ㎝ no  nepirkaaep  a=sep  ne  り 、 それからその、 よい食べ物を 持っ 
kusu,@ a=ere, て 来たので、 それを食べさせました。 
273  akusu  oranok さ Ⅰ apirkahi,  273  すると、 おいしいことや、 気分 
esampesm れ几 ihiyekor,e.(Pormlo)  がよくなったことを言いながら、 食べ 
ponnoponnoanwaa=(ereranke  ました。 ちょっとずつ 休み休み、 食べ 
a ヰ ere ranke kor 臣 n Ⅰ an ayne, させているうちに、 おじいさんは 気分 
kew れlmuosiromahloraeas Ⅱ ， が 落ち着いて、 それから初めて、 
274  i=tura  okkaypo,ne (iya)  274 一緒に来た若者、 つまりあ の 山 
i,armoysam  un  kotankorkur  向こうの村 おさの下の息子が 、 皆を率 
ponlwneokkaypoesapanewa  いて、 私を送って来たので、 その若者 
五目 rura  p  ne  kusu  ne  poniwne  が、 私のおじいさんに、 父親の使いで 
okkaypo,a 。 korekasieun  onaha  きたことを話しました。 
orowaa=lutekhieysoytak, 
275  "tapne,a=on 舌 ha, 275 「実は 、 父が 、 
276  ,ormnekur,yayWen Ⅱ 田く Ikor  276  に老人がどうしようもなく 困っ 
an aan hi ka, a-er 蓋miskari no ておられたのも 知らないでいました。 
丘 n Ⅰ an,orsetakkoki,wa,eytasa 長い間そうだったのです 0 そしてあ ま 
124 
27 肛 1l a=nik 打 Ⅱ kaay Ⅲ eアニ カ ニカアイ ネり 語り手 KM@ :W ゆすぶってゆすぶってやっ 
と ) 。 nlk 柾Ⅲ Q ニカニカは初出。 起こすためにゆすぶることか。 r 菅野辞典 j : 「二カ ニカ 
ワ モソソ 揺り起こす : 揺り動かして 眠りを覚ます」、 「姉カニカ = あ まり強くなく 
動かすこと」。 
27 年 22 ramororunitak ラ モロ ガス イタク で福浦 S@ :< 声を出さず心の 中でしゃべる )。 
( 語り手 KM@ :< 口の中でしゃべる )。 @ ペナコリ UT@ : 「息を出すか 出さないかって 本
当 に口の中で、 ロがモソモソ している．‥しゃべるくらい」。 なにか言っているが 声に出 
ず言葉にならなくて 聞き取れない。 すぐあ とにこれの対語 esara-itak エサライタクが 出 
ている。 
271 一 l ・ ne ‥・ pek 亜 a,e 苗爪 pe マ wwtek ネ、 -ペカアエ ランペ タテク ( 同 - のかわからない >0 
271-2pan 丘 sey 甲o パスタ セイポ 甲皿 ㎡㏄ y-po うすい・お湯・ ( 指小辞 )K( ぬるま湯 >0 
p ㎝ u ㏄ypokar@ 語り手 KM) :< ぬるま湯をつくった >0 
271% paro 杜 e パラオ ッテ 凹 ・ ほ つける ] 口に含ませたことを 言っている。 
271@4 temtemu テムテム (..@ をなでる、 さする )。 @ 福満 W,S) :tempatempa テンパテ 
ンパ ( もみ療治 / マッサージする ) 
272 ㏄ 町 a イね Ⅹ エ サライタク [ ㏄ るぬ 小舟Ⅱ大きい )声を出して・しゃべる K( 聞こえるくら 
い大きい声に 出してしゃべる )。 すぐ前の ramororunitak ラ モロ ルヌ イタクの反対。 
r バ 辞典」 : 「㏄ ゐぬ せれ 弘 v Ⅱ・ toe りけ ん ntd. 」。 [菅野辞典」 : 「 エ サ ラ カムイノミ ( 高い声で ) 
祈る」。 e 田 ra は 、 レチ sara その頭が・現れる ]であ ろう。 sara サラ は 、 <( 隠れていて 
見えないものが ) 現れ 斯 あ らわになる >0 
273  kew 伍mu㏄Ⅰの 血俺ケウ トゥム オシ ロマ 山田 V 抽 mu ひ s Ⅱつ ma 気持ち・その 尻が・ 
地 ・におさまる ]< 気分が落ちついた >0 
274-1 kot Ⅰ正 orkurpo ㎡ wneokk ぬ 打めコタン コロク ルポ ニ ウネオッカ イポ ok ㎏ypo オッ 
カ イポ という語をが iho ポホ (. ‥の宮子 )の代わりに使っている。 0℡ Qy 甲o オッカ イポ は 
・所属形にならず、 通常、 「    の」というには kor コ 。 を使うところであ る。 
274-2 esap 皿 ewa エ サパネ ヮ 直訳すると ( その 頭 ( チーフ ) になって >0 
276  0 ㎎et 杣山 0 オルセ タッコ め 「 (<oar)- ㏄ t 窯 ko 全く・短時間の・ ( 反語的意味の 副詞 
をつくる接尾辞 )]( ずいぶん長い 間) 。 
125 
ikemnu=an  kusu, utannimara  りお気の毒なので、 村人の一部をお 分
a,kousa Ⅰ ye  けします 0 
277  onnekurisam  yakkaisam  277  老人が亡くなられても、 亡く 
okake ta supuyasak  hi ka po  なったあ とに煙が絶えるのは、 なお 
a 。 れ Ⅴ 百 skarapkusu,a Ⅰ ut ゑⅡ㎡ mara  いっそ う あ われですから、 私は村人の 
a 臣kousarayekusneruwenewa,  一部をお分けしようかと 思いますが、 
(a)maknecikipirkapansekor,  いかがでしょうか、 とおたずねするよ 
uwepeke ⅡⅡ u,anyakpirkana,  うに」 
278  sekor,  a=on 百 ha hawean  278と父が言うのです。 」 
fuwene" 
279@ sekor,@hawean@akus, 279  と 言いますと、 
280  れⅡ 屯 k 酊廿 wenpeanl!n さ ]noanl  280  「どうして悪いものですか !その 
pirka kewtumu  an  hawe ne  ようなご親切なお 申し出でしたら、 
yakun, 
281  topattumi ne manu  p  281 私は ト パット ゥミ ( 夜襲 ) という 
a 二 koy 百 ywennukar, wa tane  ものに襲われて、 ど う することもでき 
paknlo,siknluheh ㎝Ⅱ 酊 。 ltaa,憶 kor, ず困りきって、 それから、 いままで、 
(a=ko め a ゴ@nippohomatkacia=res 己なんとかかろうじて 生きてきて、 苦労 
poka eyaykorarn-petetnekor,  して孫娘を育ててきましたが、 
an 幸 anay Ⅱ e/ 
282 ray 手 anwalsam=anyakun, 282 私が死んでしまったら、 村 だっ 
a 二kot ゑ nu (ne) ne a p anakne たところは、 すっかり煙も 絶えてしま 
ear そ nnesupuyasakku ㎡ a=ram廿 うと 思、 つていたのです 0 そしてその 
kor,an=anpenewanewaanpe 」とが、 なおいっそつ、 あわれな よつ 
pohenea,tuy 自 skarap  humine  な 気がしていたのですが、 
pekorya 膵 u=an  kor 各 n=an  a  p   
283  n さ no  an  pirkakewtumu,  2 ㏄そのようなよい 心根、 あ のお 方 
neytaneyakkakew ぬ H Ⅲ p 廿kap  は、 いつでも心根のよいお 方ですか 
a=kor@nispa@ne@kusu, ら、 
284  sineaynlu ぬ (ayr)aynune  2 日一人か二人でも、 分けてくださ 
yakka,i 二 kowsarayewai=kore  れば、 若 い人たちに子どもが 次々に 生 
126 
27 Ⅰ l makneci 埼 pirk 錨 pan マク ネチキ ピリカ プ アン直訳すると ( どうであ ればよいで 
しょうか ) 。 
27 Ⅰ 22uwepekennu, ㎝ウ タエ ペケ シス アンこの不定人称 彩 は、 引用文中の自称。 父親は 
2 人称で言ったはずだが、 その言葉を引用している 息子は、 自分のことなので、 引用文 
中の自称の形にして 言っている。 げ169 
27g akus ア クス ak ℡Ⅰ アクン のように聞こえる。 しかし、 haweanaku Ⅲハウェアナク 
ン ( 二haweanyakun ハウェア ヌ ヤクン )< 言ったならば ) では文脈に合わないので、 
h みiwe 師) 扶 ㎎ハウェアナクス (二 haweanak ㎎ハウェア ヌアクカと 解釈する。 
280-l m巨 kani マヵニ ( とうして ) 。 この文は反語。 卜 mak-an Ⅰどのように・あ る・こ 
と ](?) 『音声資料 U]p.16,p.28 で mak ㎝ )㎡と書いたのは、 この 由乱 Q ㎡であ る。 
280% n モlnoanp 廿 Ⅰ 亜 kew 杣 ⅡⅥ 肛 lhaweneyakunI ネ ノアン ピリヵケウ トゥム アヌ ハウェ 
ホ ヤク ン ( そのようなよい 小根ががあ りだというお 話なら >0 この条件文の 帰結は 2㎝の 
最後に出てくる。 




n 芭 no,a=kot る nuhu  sipirasaoasi 
hawenep,m 百 kania,kopan  pe 
an?,, 
285  sekor hawean  kor cis kor 
eyaykop 皿 tek. 
286  rewsioka=anoraisim 血 ehike 








pewre@utar ， n @hoku@sak@pe@ka 
hoku@kor@pe@ka,@ Ⅲ 3t@sak@pe@ka@oka 
wa,imeutar 抽 rawaarkipa. 
288  oran 打廿 ， cisekarku ㎡， (ew) 
ewmonkataWu 工 epawa,cisekar 
p"w",' ㎞ ""' ㎞ "", は， 'mau, 血 a 
okakunine,hokusakpeanakne 
nani (hoku  sak  meno) matsak 
okkaypo  tura  oka  kunine,ne 
a,tur ゑ sapaneokkaypoyep  ne 
kuSun さnone  
289  0 て a, Ⅱ tura  wa  sapane  wa 
Ⅱ 血 awaek 。 忌 、 汀 。 ， P 。 r 。 ，。 ， 荻 。 
wa  a,korekasionne  pakno  kasi 
a,oyl な ・ 
まれたならば、 昔、 私が村のおさをし 
ていたときと 同じに、 私の村は、 子孫 
がふえて、 栄えて い く 23 になりま 
す。 そういうお話なのに、 どうしてお 
断りするものですか」 
2㏄ と 言いながら、 泣いて喜びまし 
た @O 
286 一晩寝てから、 翌日すぐに、 若
者、 二人の若者を、 その一団を率いて 
私を送って来た 若者がつかわして、 村
へ 行かせたところ、 三日目になって す
<¥ 
287  私のおじいさんの 村のあ とに住 
みたい人が、 女も男も競い 合って、 集
まって来たのだと 言って、 大勢の人々 
が、 若い人たち、 まだ夫のない 者も夫 
のあ る者も妻のない 者もいて、 大勢の 
人々を伴って 一緒に来ました。 
2㏄ それからすぐ、 皆で家をつくる 
したくをして、 家をたてて、 めいめい 
別々に住むようにして、 夫のない者は 
すぐに妻のない 若者と一緒になる よう 
にと、 その仏力㍉半 って来た、 皆を率い 
てきた若者が言いましたので、 そうな 
りました。 
289 それから私について 来て、 一団 
を率いて私と 一緒に来た若者の 食事を 
私 力 ㍉ 作 って、 私のおじいさんが亡くな 
るまで、 私たちは世話をしました。 
128 
2%-l UW 掩 te ウワ シ テ ( 子孫が生まれてふえる )。 人 問や植物について 言う。 動物が繁殖 
するのは UWa 廿 e ウヮッテ ( 福満 S)o 
2 双 り slP む ㎎ a シ ピラサ直訳すると ( 広がる ) 。 次々に子どもが 生まれて子孫が 末広がりに 
ふえていく。 
28 包 1 %tek ウテク ここでは Utek と、 u ウ を高く発音している。 これが、 この語の広く 
行われているアクセントであ る。 げ 2llutek ウテク
28 年 22 s 五 e 皿 c 化酊 sikca 血 る %シネアンチカラシカマレ s化 荻 Ⅱ町 e シカマレ [s トk Ⅱ 加 咀-% 自 
分・をまたぐ・させる ]は、 間を一つとばして 次の次を指す 言い方で、 この場合は、 仝晩 
のあ と中一晩おいて、 つまり二晩を 過ぎた三日目を 言う。 ( 語り手 KM) :< 二晩泊まっ 
て ) 、 「今日行ってあ さって来た」。 f 福浦 S):s 下eCupsika 皿肛eno シネ チスフ シカマレ 
/( 十一カ月おいて 次の次の月に )、 血 etosu 箔 m 舘e ㎏ neya ㏄Ⅱ me め sn くる 血肛 ehene 
ya イキ トシカマレ ヘホ ヤアシク ネト シカマレ ヘネヤ ( 四日後か五日後に ( 明日から数え 
て五日目か六日目に )>, 
28 ㌔ 1l ot ね オッタ ト orta. ‥のところ・に ]同類のものを 二つ並べて、 …o 廿a. ‥ o 比a    
オッタ - オッタ (. ‥も - も X. ‥とか．‥とか ) 。 位置の意味はなく、 一種類だけではない 
ことと同時に、 たくさんであ ることを表す。 ぬ力( も ) にも似た用法があ るが、 これは、 
e ㎏ si ㎏打 rLh 丘け ㎏ 卸 エカシカアンフ チカ アン ( おじいさんもいた、 おぱあ さんもい 
た >=a おじいさんとおばあ さんがいた )のように、 二種類が一つずつの 場合もあ る。 ほか 
に、 … neya. ‥ neya.,, ホ ヤ - ホ ヤとか、 … nedki,.,ne む ト i ・・・ ネチ キ ー ネ チキなと， 
も 、 似た用法で使われる。 
287 リ yakyepa ヤク イェパ yakipa サ キ パと 聞こえるが、 語り手に確かめた。 
288  ew 血 o ㎡ 色塘 wnu 叢エ ウモン カタタスレ 初出。 文献にも 見あ たらない。 ( 語り手 K 
M) :<( 家をつくる ) したくをした >0 
28g  para=os 丘 ke パラ フ オスケ前の語 ( 目的語 ) と p 肛 パラの間に区切りがあ る。 こう 
いう場合は、 ( 福浦 W,S) などは p 打 パラでなく p 荻 o ハ ロを使っていた。 
129 
290@ kasi@oyki@wa@pirkaonnere 
y 衣 p Ⅱ kasekoron 伍 aorowaa=ye 
wa@ek@pe@ne@kusu@aoka@ka,@asir@dse, 
Slporo  "  CISe  " a,  karWa, 
291@ usa@ikor@ne@ciki,@(a=se@easkay 
pakno,)@ se@ easkay@ pa@ pakno, 
Ⅰ =armoysam  wa  sewa 餌る pa  ut 肛 ， 




Ⅱ a Ⅰmoysam  wa  a 二市工 百 wa  さ k 二 an 
okkaypo@a=es6ne@wa,@a=epfrka 
a=enfste@ kor,@ a=kor@ ekasi@ kasi 
a=oykipara=oyki 
293@ orowa@easir@okkayo@kar@pe, 
a=kor@ekasi@onne@ etok@ta, ene@e 
rusuyhin さ noa=e Ⅱ e,kasia,oyki 
pirka@ a=tomte@ kikor,@ oka=an 





n 子 nukepawa, 
295@ uwepirka=an@uweniste=an 
kor@ oka=an@ayne@ =kor@ekasi, 




2 ㏄ 世話をして、 見送るまで大事に 
してあ げるようにと、 彼は父親から 言
われて来たので、 私たちも新しい 大き 
な家をたてて、 
291  いろいろ宝物などを 背負えるだ 
け、 出向こうから 背負って来た 人々 
が、 小さな 宝 壇も作って、 
292  数軒ですけれども、 人と一緒で 
心強く思いながら、 私は山向こうから 
伴って来た若者と 一緒になって、 幸せ 
になり、 頼りにしながら、 おじいさん 
の世話をし、 食事を食べさせ、 
2 館 それから初めて、 男のつくった 
ものを、 私のおじいさんが 亡くなる前 
に、 食べたいとおりに 食べさせ、 世話 
をし、 大事にしながら 暮らしている 間
に、 子どもも生まれました。 
2%  みんな若 い 人たちですから、 そ 
れぞれに子どもも 生まれ、 私たちだけ 
でなく、 私たちの村人になった 人は 
皆、 私のおじ い さんを、 神様のように 
大切にしてよく 尽くし、 
295  皆で幸せに頼りにし 合って暮ら 
していて、 とうとう、 おじ いさんは、 





292-l h億 Ⅰp 杣 くべ シバク ( いくつの ) という意味の 疑問連体詞としてよく 使われる 語 だが、 
ここでは ( 数 個の ) 、 つまり、 あ まりたくさんでないことを 表す。 ほんの数軒の 、 数える 
ほどの家しかなかったことを 言っている。 
29 ㌃ 2 正村 moysa Ⅲイヤル モ イサム舌がもつれたらしい。 語り手があ とでこのように 訂正 
した。 
292-3 ㏄One ヱゾネ (    と結婚する )。 ( 語り手 KM) : 「 a,kor アコ 。 とも言うし a@eS 血モ 
アヱソネ とも言うが、 a美め ne アェソネ はきれいな言葉」。 [ 知分類人Ⅰ p.520: 「㏄ iok ㏄Ⅱ ue 
( チカ ブミ ) 妻になる ,yay- ㏄ k㏄㌔ m Ⅱ又 ar( ホロ ベ刀 「 雅 ] 妻にする ; 結婚する」。 
292@4para 田 y は パラアオイキ 目的語 (a=koreka ㎡ アコロ ェカ ゾと p 打の間が離れてい 
る。 こういう場合は、 (二 風香 NK) や ( 福浦 W,S) らは、 par パラでなく paro パロを 
使っていた。 ま 289 
293  0虹色 Wo 氏 町 pe オッカ ヨ カルベ直訳すると ( 男がつくったもの )、 しかしここでは、 
男が狩猟や鮭漁などでとってきたものを 言う。 女性は植物類 と刀 、 魚、 ぐらいしかとらなかつ 
たので、 男がいないと 熊の肉や鹿の 肉も食べられなかった。 す 民話 (1)208-2 . 
295  koonne コ オン ネ (,.. と一緒に年取る )。 「私と一緒に 年取った」とは、 ( 語り手 K 
M) : 「一緒に年取った、 自分が子ども 生まれたの見るまで eka ぶ ヱカ シ が達者で年取っ 
た 、 子どもできたの 見るまで、 ひこ 見るまで年取った」。 
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296 "kewtumu pirka, 舘 6 「上根のよい、 出向こうのお 方の 
l=a て moysamunnlspa,ankusu おかげで、 私の村がまた 栄えていきそ 
kefa Ⅰ 甲 oa 幸 lko 苗Ⅱuhep サ皿 oasisi Ⅱ，うなのを 見て、 そのことを先祖に 言い 
a=nuk ゑ rwaslnntorunno, ながら、 幸せに年をとりました。 
a=yekorplrkaonnea=ki. 
297  oraa=korwaokaype,(m) 297 それから私の 持ちものを、 たっ 
sineppoka,yaykataa,lkorpe,(a)  た 一つでも、 私自身が持っているもの
a 二kokowe  a=kom 丘 ye  easkay  を、 婿 ( むこ ) どのに形見にあ げられれ 
yakun@po@pirka@korka, ば 、 もっといいのですが、 
298  a=kor  wa  okaype(Pi)  298  私の持ちものや 宝器類はみん 
aoypepi opitta, pirka  uske  な 、 よいところは 選んで持って 行か 
tekenumkepawenuskeuhuyka  ね 、 悪いところは燃やされてしまった 
pawajsam  penekusunepka,  ので、 何も遺産をあ げずにお別れしま 
a=siy さ pere  ka  somo  ki no,  す0 申しわけないとは 思いますが、 神
a 二siyokaomare.yayeoripak 二 .an  のような立派な 長者を頼りにして 死ん 
kornekorka, ㎡ spaenistekamuy  で行きます。
emstea, そ wa,onne=ansinene 酊 l, 
29g  yakka  i=okake  ta,  2 ㏄でも私の死後に 、 私の娘たち、 
a 二 matnepoutani a二 mippoutari  孫 たちが大勢になって 、 育つたら、 私 
inne pawa sukup  payakun,  の村は栄えていくでしょうから、 私は 
a Ⅰkot 紅nuhepunmwa/kamuyo て wa 神の国に行っていても、 ニコニコ笑い 
愈 Ⅰ mwaneyakka,mn 伍 a=anlkane ながら、 子どもたちを 見ていることが 
a,korsonutara=nuk さ て wa 百 n,an できるようですので、 
(easl 「 ,)easkaysI 「 Ieneanwa 
300  (P)P ゑ se(iya Ⅲra)ya 尹 rayke  3 ㏄深く感謝して、 いまあ の世 へ向 
a 。 困 wat 征 ne(iyosi) Ⅲ 0  Ⅱ 打 nsm  ne  かって行くのです」 
na ソ 
30l  sekor  a 二kor  (ew) ekasi  301  と、 おじいさんは 言いながら 亡
h る iwea Ⅱ koronne  くなりましたり 
302  onne  p  ne  hikeka  302  亡くなったのですけれども、 私 
kewkurkasi  a=ey 百 ysirpa,  はその上にかぶさって 、 なきがらをな 
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296  0 あ is ㎡オアシ シリ 0 あs ㎡オアシ シリと 発音しているが、 二つの s の間で i が 虹 
声 化して脱落したものであ る。 
297  komuye コムイ ェ [ 他動 1 出か muye. ‥に・束ねる ]初出。 ( 語り手 KM):( 持たせ 
る 、 形見にやる >0 
29 ㌻ l pi 力0uske. ‥ピリカ ウ シケ直訳すると ( 彼らがいいところを 手で選び悪いところ 
は燃やしてしまった )。 このような場合、 日本語のように 受け身にしないのが 普通であ 
る。 
29 ㌔ 2siyepe 叢シイエ ペ ン 初出。 [si モP色腱 自分を・ (?) .. ‥させる ]( 語り手 KM) : 
( やる ( 与える )) 、 たとえば a,sty 卸 e 腱p ㎏ニ %m アシイヱ ペ ンプカ イサム ( なにもやるも 
のがない ) 。 
29 ㌻ 3a コ iyo ㎏om 虹色アシ ョカオ マレ直訳すると <... を自分の後に 置く >0 婿 ( むこ ) を残 
して死んでいくことを 言っているのだろう。 
298@4mspa ニか く < 長者 >0 ここでは若者の 父を指す。 
29 ㌻ 1 皿 缶 a 人飢皿 e ミナカネ ( 笑いながら ) は 、 ( うれしい気持ちで >0 
299-2 a=korsonut 打 アコ ロソヌ ウタ ラ ( 私のいとしい 子どもたち >o ㏄ n ソン [ ぐ三づ n ウ 
ンチの古くなったの ]は 、 「ほんとうにいとしい 大事な」というニュアンスをもって 子と ， 
もを言い表す 語の一つり 
3 ㏄ Ⅲ㏄ 1 イホシ [ 自動 ][ ぜ-h ㏄ 五 ひと・から離れて 別のところへ 行く ](?)( 他界する )0 
初出。 [ 久 辞典 稿 ] : 「Ⅲ㏄㎡ モ o(Eu に設けた 座 ) 」。 「民話 (1) 」 1㏄ : 由 ㏄㎞ ぴ - に背を向け 

















paraparak,an  kor, ぬtkoka Ⅱ eⅠ ko 
ka  a,koy 自 ysamne,  a,ut ゑ ri 
i=koyaysa 田Ⅱe. 
303  正 a ⅡⅠ oysam  (u)wakaime 
uta Ⅰ a でkipawa,sorekusukamuy 








unp6k0 で 臣 ㎝Ⅰ wa,a 幸 ut ゑrlneya てくa 
pokor@pa ， wa@posiresikte=an@pa   
306@ nep@(asir)@a=esfrkirap@nep 
a=kor@rusuy@somo@ki@no,@pirka 





hempak@cise@ne@ a@korka,@ inne 
kotan/@poro@kotan ， kotan@esapane 
p@ a=hek6te@ nispa@ ne@ wa 
y a y ， u t a r k a m u r e 
yaykotankamure ・ 
308@ isramne@ noyne@okay@pe 
、 n 、 ㎞。 、 ゴ m さ牡 。 ， e  
309@ imi@otta@ipe@otta,@ene@ne@wa 
ipe@ pa@ kuni@ a=esanniyo,@ wa, 
でながら、 声をあ げて泣き、 二日も三 
日も、 ひまとりしました。 村人たちは 
悔やみに来てくれました。 
3 ㏄ 出向こうからも、 大勢の人が来 
てくれて、 それこそ、 神様を送るより 
ももっと立派に、 私たちはおじ いさん 
を見送りました。 




305  考えては泣いていましたが、 泣 
きながらでも、 次々に子どもが 生ま 
れ、 村人たちにも 子どもが生まれて、 
村は子どもがたくさんになりました。 
3 ㏄ 私たちは何も 不自由なく、 何が 
ほしいと思うこともなく、 満ち足り 
て、 幸せに、 仲良く一緒に 暮らしてい 
るうちに、 い まはもう子どもたちも 大
きくなって、 それぞれ結婚するにした 
がって、 家をたてましたが、 
307  そのため、 初めは数軒だけだっ 
た村が、 村人の多い大きな 村になり、 
私の夫が村のおさで、 村人を大切に 
し、 自分の村を大切にしました。 
3 ㏄ 生活に困っているらしい 人たち 
には、 食べ物などを 持つて行ってあ げ、 
309  着るものだの 食べるものだの、 
どうすれば食べていけるかを 考えて 与 
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30 ㌻ 22koyays 打 mle コヤ イサムネ 山か yays 酊血 ie. ‥とともに・それだけであ るⅡ ?) 前 
のは ( 語り手 KM):<( 二日、 三日 ) ひ まとりした >0 あ との a,u はⅡ 辿 koya 膵町℡ le ア ウ 
タリ イコヤ イサム ろ は ( 語り手 KM) :<( 村の人たちが ) 悔やみに来てくれた )。 ( ペナコ 
リ UT) :< 自分らの連れと 一緒に )、 ( 二日も三日も 自分の連れの 入らと一緒に泣いて )、 
「連れの 入 らもⅡ koya 膵 ㎝Ⅱ le イコヤ イサム ネ といえば、 く 何もしないで ) 」。 
30 ㌻ l k ㏄ muyosura カムイオス ラ 0s ℡ a は 、 (    を投げる / 捨てる ) ことを表すのによく 
使われるが、 ここでは (神を ( 神の国に ) 送る ) ことを言っている。 (. ‥と離別する )という 
ことであ ろう。 雑婚することにもこの 語が使われる。 
303-2 0℡㏄ ske 仮 オッカ シケタ (    より以上に 、 …よりもさらにまさって >0 
3 ㎝ a=ey 五打 血血 u 杵 la アエヤ イラム ヌイナ m のあ とに u を入れて発音しているが、 後
に語り手自身が、 この u のない発音が 正しいと言って 訂正した。 口 ごもって間 ( ま) があ 
いたために入った 昔であ ろう。 
30 色l uwe 杣ご俺佃 ウ タヱ トゥラ シテ ( 福満 W,S) は uh) ま ℡ぁ te ウヘ トゥラ シテ ( 一緒に暮ら 
す >o m 萱 疑辞典」 : 「ウ タェド ラシドラシ 仲 睦まじい、 仲がよい ; 子犬がじやれて 立ち 
上がり立ち上がりしているように 仲がよい」。 ( 福満 W) の言葉では、 ま℡ ぴエ トゥラ シ <( 子
犬がじやれて 立ち上がり )... にと び つく ) には h がないが、 この語には hがあ る。 
3 ㏄ り yaye 典mlko 梧ヤイェ ラムコ テ yay はれ mueko 柚ヤイヱ ラメ コテと 聞こえるが、 あ とで 
語り手自身が 訂正した。 ( 語り手 KM):< 結婚する >0 80 のe 理 y 沖 nne ㎏抽 エヤ ノ ラメ コ 
テと 関係があ るか。 あ るとすれば、 (所帯を持つ ) か 。 GF80-4 
307-l pene 意 lsu ペネクス双から 続けて言えば 億 ㏄ 又荻 papnek Ⅱ 咄チセカルパ フ ネ 
クス と 言うところだが、 Pのあ とで息つぎをして 区切ったため、 peをくりかえしてい 
る。 母音のあ とでないと Pは出ない。 
307-2app 荻 e ア ッパケ ( 福浦 W,S) は a 中燕 e ア ト バケ 。 『 久 辞典 稿 J:a 中挟 e 伍・『中子辞 
典」でも ア ッ " ケ a やよ e. 
307-3ya ア utar ㎏Ⅱ℡ 虻 yayko 伍 M 臼 mu ㎎ ヤイ ウタルカムシャイコタンカム レ 旧分 ・ 村 
人 ・をかぶる・させる ]頂分 ・ 村 ・をか ぶる ・させる ]( 語り手 KM) Ⅱ村を大事にし 
て、 えらかからつてえらくならないで 全部の人と仲良くやつ てい く ) 。 
308  も典血且 e イ シラムネ ( 貧しい、 生活に困る )。 ( 語り手 KM) の訳では、 ( 家族が多かつ 
たり・‥生活に 困る人 >0( 二風合 NK 民話 ): 汝卸 Ⅱ イ シラ Msramnnee イ シラムネ  (貧しい x( 「 昔
声資料引 ) 。 
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a=korpare@ p@ ne@ kus@ pohene, 
i=tukarike@ koran'atte@ pa@ wa, 
a=i=ukopekapeka@katkemat@nispa 
a=ne@pa@wa,@ekasi@oka@ta ， pirka 










312  a=siwto  a 二Ⅰ 八 lp 升lⅡ， kos 田 ewe 





oka=an@ ayne/@ ekasi@ oka, 
a=supuyaatte@wa@pirka@onne@a=ki 
p@ne@a@kusu@a=ye@sekor   
えましたので、 なおいっそう、 私たち 
は皆から敬われ、 皆に大事にされる 長
者夫婦になって、 おじいさんの 死後、 
幸せにすごしました。 
310  それから、 しゅうとたちが 亡く 
なったときに、 あ い前後して亡くなっ 
たときに、 
3 Ⅱ 子ども一人か 二人ぐらいのとき 




312  義兄が遊びに 来たり、 様子を見 
に来たりしてくれます。 同様に私の夫 
も、 自分の故郷の 村の様子を見に 行 
き、 一年に二回も 三回も、 お互いに行 
き来します。 
313  ですから、 私たちはお互いに 話 
を聞き合いながら 暮らしていて、 おじ 
い さんの死後、 煙を絶やさずに、 幸せ 
に年を取ったので、 語りました、 とさ。 
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3 ㏄ 可 正面㎏Ⅱ keko 亜げ a 廿epa イトゥカリ ケ コラ ス アッテ パ ( 私たちの前で 目を伏せた )
とは、 私たちを大切に 敬ってくれたということを 言っている。 ( 福浦 S ユーカラⅠでは、 
i 。 h 打化 化 ek ㏄ 氏 :era Ⅱ ia-a 廿 e イトゥカリ ケ コシケラ 々 アッテ ( 私をまともに 見ず 、 目を下の 
方へ伏せている )が同じように、 敬いへりくだる 様子の表現に 使われている。 ここでは、 
なぜか 5 汝 シク ( 日 ) の部分が欠けている。 
309-2a 幸 Ⅱ 丘 kopekapeka アイ ウ コペ カペカ 「 uk ひ p さka.p さ ka 一緒に・受け 取る・ ( 重 
複 )](?)< 私たちは大事にされた )。 次に㎞ tkem 卸 tnlspaa= ㎎ pa カトケマトヱ シ バアネ 
パ ( 私たちは    長者夫婦になった ) と言うのだから、 この動詞は、 目的語 3人称の形 
a 。u kope ュ ㎏ pe ㎏ アウ コペ ヵペカ だと理屈が通るのだが、 (語り手 KM) の言葉なのだろ 
う。 同じ地域の他の 話者の言葉も 未詳。 
310  u 抽 ㎏五仏 u 血 k 婁Ⅱ taonnlepa ウトウカリタウトウカリ タ オン ネパ u 抽 ㎏Ⅱは山 
山 ぬ Ⅱ互い・のすぐ 手前 ]。 ( 相次いで @ 相前後して亡くなった )。 ( 語り手 KM) :( どっち 
が 先に死んで、 どっちがあ とに死んだ >0
311-l pok ㏄ipuynle ポ コシ フ イネ 甲 O-k かs Ⅱ puyn)e 子ども・と共に・ 自分・だけ ]( 子ど 
もが少ない ) 。 pu 杵迫ブ イ ネ は、 一人だけとか、 二人だけとか、 大人がいなくて 子ども 
たちだけとか、 というときに 使われる。 ( 語り手 KM 由 :pokosipu 押 Ⅰ色町Ⅰ㎡ ta ポ コシ 
フイネ アニタ ( 子どもが少ないとき、 子どもが一人か 二人ぐらいのとき ) 、 p ㏄ ipu 押rle ポ
、 ンプイ ネ は子ども一人ぐらいのとき。 
311 一 22po ㏄テ %okok ポェシ レオコク 叶 0, せs 廿ぬ kok 子ども・で・ 地 ・にひっかかる ]
312  a お iwtoa=yulp Ⅲ 五 アシ ウト ア ユピヒ ( 私の夫 ( または 妻 ) の見 、 私の義兄 >0 ( 福満 
S) の言葉では a 寄 iwto 力 )p Ⅱ㎡ ) アシウトュピ ㏄ ) と 言った。 
31 ㌻ 1l Okasupuyaa 廿 e オカ ス フヤア ッ テ い ㎏ supuya-a 廿 e. ‥の後・ 煙 ・・‥を      に掛け 
る ] または いぬ supuya-at-te. ‥の後・ 煙 ・ ( 煙が ) 立つ・させる ]<     の死後に煙を 立た 
せる ) 。 0 ㎏のあ とに ( に) に当たる助詞がなく、 一方、 sup も uyaa 廿e ス フヤ アッテには、 
目的語を指示する 接頭辞がついていないので 自動詞の形だが、 切箔 オカ を目的語とする 
他動詞として 使われ、 つまり二話で 連他動詞の形になっている。 
31 ㌻ 22 pi 且笘 onnea,u ピリヵ オン ネアキ ( ペナ コ ソ UT) :< 自分も立派に 年いった ？、
( いい年寄りになって 亡くなった )、 「こういうわけだったから、 言って死ぬからってい 
う、 言い置き」。 
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